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ま　え　が　き

障害者職業総合センターは、「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき、職業リハ

ビリテーションに関する研究・開発、情報の提供、専門職員の養成・研修等をおこなうため

の総合的な施設として、日本障害者雇用促進協会によって運営されております。当センター

研究部門では、職業リハビリテーションの各領域にわたる調査・研究を広く実施するととも

に、その成果を調査研究報告書その他の形にまとめて、関係者に提供しております。

そのような調査・研究の一環として、評価・相談研究部門では、「障害の多様化等に対応

する職業探索システム等の開発に関する研究」を、平成６年度から平成 1 0 年度までの研究

課題として進めてきました。本研究は、全国に設置されている障害者職業センターで行われ

ている職業リハビリテーション・カウンセリングの実践の中で、職業相談や職業評価の種々

の場面と組み合わせた“職業探索”を可能にするパソコン・ソフトの開発をめざしており、

評価・相談研究部門をあげてのプロジェクト研究として位置づけられてきたものです。

本報告書は、1 9 9 6年７月発刊の報告書「障害の多様化等に対応する職業探索システム等の

開発に関する研究－その１－」の続編として、“職業探索”のために不可欠となる、独自の

データベースの構築、整備のために行った「職務調査」を中心に扱っています。単に、郵送

調査の経過や収集したデータの分析結果について記述するだけでなく、その調査結果を活用

する形で、職業情報を提供するサブシステムの計画についてもまとめてあります。また、そ

の他の、３年目から４年目までに行った研究活動の一部についても、参考としていただける

よう掲載しました。

本報告書が、わが国における障害者の職業リハビリテーションに関わる関係者の参考とな

り、将来の職業リハビリテーションにおける実践を向上させるための一助となれば幸いです。

1998年７月

日本障害者雇用促進協会

障害者職業総合センター
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－1－

概　　要
障害者が職業選択や職業生活設計を主体的に考え、決定していくことを援助し、障害者職

業カウンセラーの職業相談業務をサポートするようなパソコンシステム「職業探索システム」

の開発に関する研究の進行に合わせて、1 9 9 6 年７月の報告書「障害の多様化等に対応する職

業探索システム等の開発に関する研究－その１－」に続いて、中間的な報告を行ったもので

ある。

本報告書では、全体システムに不可欠なデータベースを準備するために実施した「職務調

査」に関する分析とまとめを中心に扱った。ただし、結果を単純に整理、検討することに留

まらず、そこに統計的な解析を加えて、利用の際の信頼性や、調査から入手した情報の全体

像を職業情報として提供するサブシステムの具体化作業についても多くの紙数を費やした。

第１章ではこれまでの研究経過と全体展望について、研究の背景、研究の目的、研究の経

過等、さらに、システムの概要について、構成および使用目的、利用可能な情報として整理

し 、併せて本報告書の役割について言及した。

第２章では「職務調査」の実施と回収に関連した内容をまとめた。職務調査の目的、内容、

調査方法について並行して行った訪問調査と合わせて記述した。調査票回収後の手順につい

ても明らかにした。

第３章と第４章では調査票の回収状況やデータベースの概要として把握した事項を整理し

た。３年度を通した郵送調査の回収率は25.24％であり、4,000件に近づくデータ数になった。

それらは平均化された職種情報と異なり、それぞれの事業所の独自性を反映させながら、可

能性を広げた「職種」情報の検索に効果を発揮すると考えられた。データ全体を各種基準に

よって分類し、また、統計的な処理を行った結果から、産業領域別では「製造業」「卸売・

小売業、飲食店」「サービス業」に件数が多かったこと、職業別の分類では、「技能工、採

掘・製造・建設の職業および労務の職業」「サービスの職業」「事務的職業」の順（大分類）、

中分類では「商品販売」「金属加工」「一般機械器具組立・修理」の順となったことが確かめ

られた。小分類による整理では 2 8 3 職種に分類された。5 0 件以上のデータがあったのは「販

売店員」以下の13職種であった。

第５章と第６章はデータベースの情報内容を二つの目的に沿って統計的手法によって解析

した。一つ目は、一件一件のデータをまとめていくと平均的な職種像に収束するかについて

見通しを得ることで、データベース全体としては安定した役割が期待できるかという検討で

あった。二つ目の目的は調査結果の全体像をひとまとまりの情報として提供するために役立

つ、職種紹介の枠組みを得ることであった。因子分析法とクラスター分析法を利用した。取

り上げた 1 3 職種の平均因子得点パターンの解釈によって、「職種」としての収束は概ね満足

できるものであった。クラスター分析による 1 0 クラスターを有効と判断して、各クラスタ
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ーを「職種（分類）カテゴリー」と呼称し、併せて、「職種」の呼称は同じであっても、実

際の作業内容の特徴や職場環境等の条件から、何種類かの下位グループに分かれることを確

かめた。

第７章では、「職種カテゴリー」に沿って職業情報を提供するためのサブシステムである

「職業の概説（仮称）」）の具体化した内容について記述した。

第８章は本報告書の成果を要約して示すと同時に、３年目から４年目までの研究活動の紹

介と、本研究の完結に向けて残された活動について簡単にまとめた。
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第１章　　　全体計画と研究経過

第１節　研究の趣旨および経過
（１）研究の背景

アメリカでは、１９６０年代から一般の職業指導にコンピュータが利用され、職業リハビ

リテーション業務においても、１９８０年代初頭から広く使われるようになった。また、コ

ンピュータを用いた際の実際の使用例、応用例、利点、危険性についての報告も多く見受け

られる（B u r k h e a d ; 1 9 8 5、C h a n ら； 1 9 8 9、C u s i c k ; 1 9 8 9、W a l l s ら; 1 9 9 0 )。わが国においても、

職業リハビリテーション業務でのコンピュータ利用への関心は高まっているが、研究報告は

まだ多いとはいえない。

一方、わが国の職業リハビリテーションサービスの実践を取り巻く環境では様々な変化が

生じている。主なものとして、下記の３つがあげられる。

①対象者には知的障害者、精神障害者、重複障害者等の増加など多様化が進んできている

こと。

②職務内容や雇用環境にも著しい変化が生じてきていること。

③障害者雇用支援のための制度や技術も増加してきていること。

このような変化に対応するためには、情報の蓄積、迅速性、正確な処理等のコンピュータ

の利点を生かしたシステムを開発し、職業リハビリテーションの場で活用できるようにする

ことが必要と考えられる。

本研究では、これらの背景を踏まえ、平成６年度から１０年度の５年間にわたって、職業

相談の場で、障害者が職業選択、職業生活設計を主体的に考え、決定していくことを援助す

るための道具として活用することを目的に、パソコンによる職業探索システムを開発してい

る。

（２）研究のねらい

職業相談の場面で、職業に関するいろいろな情報をパソコン画面に提示し、障害を持つ人

が、職業についての理解を深め、自分の希望や特性と関係づけて職業を選択したり、就職に

向けた準備をすることを援助することである。

（３）研究の経過等

本研究の実施は、当総合センターの評価・相談研究部門の研究員が核として担当している

が、外部専門家を含む研究委員会（座長：職業能力開発大学校名誉教授　道脇正夫）および

３種の専門委員会（職業情報専門部会、職業探索専門部会、システム専門部会）を開催し、
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広く協力を得ながら行っている。平成６年度から９年度までの主な実績は次のようである。

①外国文献の翻訳及び既存システムの調査

②システムに対する期待等に関する障害者職業カウンセラーからのグループヒアリングの

実施

③一般事業所に対する職務調査の計画、実施、結果の統計的分析

平成７～９年度の３年間に、合計１５,０００企業に対して職務調査に関する郵送調査

を実施した。回収数は３，７８６であり、有効回答数３,７２９について統計的分析を

行った。

④データベースの作成

職務調査結果、知的障害者雇用事例文献調査結果をもとに２種のデータベース（職務情

報データベース、知的障害者雇用事例データベース）を作成した。

⑤システムの開発

平成９年度に試作システムが完成し、２カ所の地域障害者職業センターおよび当総合セ

ンターの職業センターにおいて、職業準備訓練生を主体に試用実験を行い、試作システ

ムの評価を行った。

平成１０年度は、研究の最終年であり、今後、下記のような計画で進めることにしている。

①事業所調査（補充）を行う。

②写真情報を検討、収集する。

③新しいメニュー「使い方の練習」「職業の概説」を製作する。

④視覚障害等に配慮したシステムのあり方を検討する。

⑤システムの使用方法、活用方法についてのマニュアルを作成する。

⑥最終の成果をまとめ、調査研究報告書を作成する。

第２節　システムの概要
（１）構成および使用目的

障害を持つ本人、家族等の関係者が操作するもの（一般用）と、障害者職業カウンセラー

等の専門家が操作するもの(カウンセラー用）に分かれている。一般用はなるべく分かりや

すく障害者が職業の手がかりを得られるような仕組みになるよう、また、カウンセラー用は、

一般用に比べ、より詳しい情報が得られ、相談の場で障害者の職業選択を援助できる仕組み

になるよう、開発を行っている。最終決定には至っていないが、おおむね次のような構成に

なり（図１）、後述（２）の情報を利用して、下記の目的に使用することができる。

①知的障害者の雇用事例情報が何件くらいあるか知りたい

②知的障害者の雇用事例の内容を知りたい
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③職業内容を詳しく知りたい　

④職務情報のデータが何件くらいあるか全体的な傾向を知りたい

⑤興味ある職務情報の詳細な内容が知りたい

⑥興味ある職務情報を検索し、概要の一覧をリストとして表示したい

⑦興味ある職務情報を検索し、検索された複数のデータについての職務の要件や特徴等の

傾向を知りたい

⑧職業分類や産業分類、職務の要件等の条件から職務情報を検索し、本人の特性と比較し

たい

⑨地域にどんな事業所があるかを検索し、詳細情報を知りたい

一般用 メニュー案内説明

使い方の

練習

職業の

概説

知的障害者

雇用事例

仕事の特徴

職業

ハンドブック

検　索 結果表示

検　索 結果表示

分　析

対　比

（職業ハンドブックCD-ROM）

案内説明

職　務

知的障害者

雇用事例

職業

ハンドブック

地域内

事業所

検　索 結果表示

検　索 結果表示

（職業ハンドブックCD-ROM）

事業所参照

事業所登録

付加項目の設定

カウンセラー用

図１　職業探索システムの構成図
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（２）利用可能な情報

本システムにおいて検索の目的で利用できるのは、知的障害者の雇用事例情報、職業ハン

ドブック情報、職務調査に基づく職業情報、地域内事業所情報の４つである。

イ　知的障害者の雇用事例情報

1 9 8 1 年から 1 9 9 4 年の間の雑誌、報告書等１４２の文献から得た個人事例２８９，企

業事例２５６，合計５４５事例があり、各事例ごとに、産業分類、職業分類、職務内

容等の基本的情報、職域拡大の要因を要約した情報が入力されている。

ロ　職業ハンドブック情報

職業解説について、日本労働研究機構研究所の職業ハンドブックＣＤ－ＲＯＭ版（平

成９年９月に完成）を活用できるようにしている。３００種の職業解説及び各職業ご

とに４枚の写真が入っている。

ハ　職務調査に基づく職業情報

平成７～９年度の３年間に、従業員５人以上の企業について、障害者雇用とは無関係

に全国的範囲で抽出し、毎年５,０００、合計１５,０００企業に対して職務調査に関

する質問紙を郵送した。平成７年度は製造業、８年度は第３次産業、９年度は、産業

別バランスを考慮して、全産業に実施した。平成９年度末の有効回答数は３,７２９

であり、産業大分類の全産業、７０職種（職業中分類）を収集した。平成１０年度に

は、更に補完する職務を検討し、調査、収集することにしており、最終的には、 約

４,０００のデータを入力する予定である。

ニ　地域内事業所情報

各地域でデータを蓄積して用いるもので、カウンセラー等が自由に入力してデータベ

ースを作成して活用する。地域の事業所の基礎情報、勤務条件、就業環境、受入体勢、

事業所詳細情報、付加項目について、データを入力できる。

第３節　本報告書の内容と位置づけ
本報告書に先だって、1 9 9 6 年７月には「障害の多様化等に対応する職業探索システム等の

開発に関する研究－その１－」によって、研究開始以来の活動経過のまとめと成果への展望

を行ってきたが、本報告書ではその後の中心的な活動として、“職業探索”に不可欠な独自

のデータベースを構築し、整備するために実施した「職務調査」の結果の分析とまとめを中

心に扱うこととした。ただし、データベースの主要部分となるべき調査結果を整理、記述す

るに留まらず、それらをさらに活用しようとするサブシステムの計画や、そのための作業経

過についても多くの報告を行うものである。

このサブシステムでは「職務調査」結果の全体を要約して、職業を分類する（職種を群に

まとめる）独自の基準枠を得て、それらに沿って、データベースに集積したさまざまな職種
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を概観させようとするものである。職業を分類しようとする試みは古くから行われているが、

Coombs & Satter(1949)は、職業分類の作成には以下の目的が考えられるとした。

① ある職業領域についての職業ガイダンス

② 障害者への職業ガイダンス

③ 職業訓練カリキュラムの作成

④ 組織内での人事異動、昇進のための資料

⑤ 組織間での人事異動

⑥ 職業興味検査の開発

⑦ 適性検査バッテリーの開発

⑧ 組合の組織化の基礎

⑨ 立法府での職業の表現

⑩ 賃金、給料算定の基礎

今回の企ては「２．障害者への職業ガイダンス」にそのまま該当する。目的に照らせば、

分類の枠組みが親しみ易く、理解し易いことも、障害者自身が職業への理解を深めていく条

件として欠かせないものであろう。さらに、その枠組みが、仕事に必要とされる作業や能力

は何かといった職務上の要件に基づいているなら、障害者自身への職業評価と相俟って、吉

光、後藤（1 9 9 7）が主張したように、さまざまな職業に対する現実的検討を助けるだろうと

考えられた。

他に、報告書の一部として、３年目から４年目までの主要な研究活動の一部となった、郵

送調査結果を確認し補完するための「事業所訪問調査結果」、マニュアル作成に向けた「職

業探索システムの具体的利用のモデル」についても、参考資料として掲載することにした。
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第２章　データベース整備のための職務調査

第１節　職務調査の主目的と調査内容
（１）職務調査の主目的

障害者が適切な職業を選択し、それに向けて準備するためには、その職業の特徴、職業を

遂行するための要件等を理解したうえで、自分の能力や特徴との適合を考えることが極めて

大切である。このため、色々な業種の色々な職務について、職務の内容、特徴、職務遂行に

必要な特質等をコンピュータ画面に示しながら職業カウンセリングを行える方法は極めて有

効と考えられる。本研究では、このような職業の理解を援助するために有効な種々の情報を

提供できるシステムの開発をねらいとしている。既存の職業情報、提供方法等について検討

した結果、本システムで利用するために事業所調査によって職務情報を収集しデータベース

化することが必要であると考えた。

職務に関する調査においては職務分析の専門家が現場に赴いて調査する場合がほとんどで

あるが、今回のように短期間に多くの職務のデータを入手したい場合には不向きである。そ

こで、米国で実施された調査に範をとり（American College Testing,1995）、質問票の内容を

工夫し、我が国の各産業分野を代表させ、かつ、地域的なバランスをとって抽出した事業所

を対象として調査票を郵送することにした。回答は職務内容をよく知っている現場の責任者

や総務部門の担当者に記入を求める方式とした。

調査に先立ち、調査の方法、職業情報の内容、調査対象職業、調査対象事業所の選定、調

査項目について検討し、研究担当者および第三者による訪問調査、予備的郵送調査を行い、

最終的依頼文および調査票を決定した（谷、1997）。

（２）職務調査の内容

調査内容は、事業所内でもっとも代表的、特徴的、従事者数が多い、といった条件のいず

れかにあてはまるひとつの職務について、その内容、特徴、職務遂行に必要な特質等、身体

動作、環境条件についての質問、事業所の基本事項、付随事項（障害者雇用の状況）から成

っている。調査項目は、表１のように、７つの領域における 8 6項目である。（調査票は付録

とした）
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質　問　領　域 調　　査　　項　　目

１　事業所の基本事項 事業所名、所在地、記入者氏名（役職）、事業内容、従

業員数（正社員数）

２　職務内容（もっとも代表 職務名（職種名）、職務の内容

的、特徴的、従事者数が多

い仕事について）

３　職務の特徴（２の職務に 職務の手順の特徴、計量や計数の必要性、作業（仕事を

関して、選択肢の中で一番 こなす）速度等１３項目

合うものを選ぶ）

（２の職務に関して、自由記 計量・計数するものの名称、操作する機械等の名称

述）

４　職務遂行に必要な特質等 文書理解、金銭の扱い、会話による情報交換等１０項目

（２の職務に関して、必要度

を選択する）

５　身体動作 力を要する動作（持ち上げる等３項目）、姿勢（座位等

（２の職務に関して、該当動 ３項目）、移動（平地移動等２項目）、指先の動作（指

作の有無の程度を選択する） 先の素早い動作等５項目）、腕の動作（一定の位置・角

度の保持等２項目）、足の動作（踏む動作）、感覚（長

時間注視等８項目）

６　環境条件（２の職務に関 作業場所（屋内で作業する等３項目）、照明（暗い等４

して、該当項目の有無の程 項目）、温度（高温等２項目）、湿度（湿気が多い等２

度を選択する） 項目）、塵埃（塵埃が多い等４項目）、騒音・振動（騒

音が多い等２項目）、危険（感電等４項目）、勤務時間

（夜間、早朝勤務等３項目）、人的条件（共同作業等２

項目）

７　付随質問 2 の職務についている障害者の有無

障害者が2の職務についている場合：障害の種類、工夫

や配慮事項（機械や設備等、配置や指導等）

表１　職務調査票の内容
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第２節　職務調査の方法
（１）調査の全体計画

職務調査にあたっては、下記のような計画で実施した。

①平成７～９年度の３年間に、毎年５,０００、合計１５,０００社に対して郵送調査を行う。

②対象事業所は従業員５人以上の企業で、障害者雇用とは無関係に抽出する。

③対象事業所の選定にあたっては、全国的範囲で、全産業を網羅し、事業所規模が偏らない

よう配慮する。

④データ数が多く、中小の事業所も収録されているという理由から、帝国データバンクのリ

ストを使用して、無作為抽出を行う。

⑤職務内容をよく知っている現場の責任者や総務部門の担当者に記入してもらう。

⑥補足調査として、詳細情報を得たい職務については、訪問調査を行う。

（２）郵送調査の状況

平成７年度は製造業、８年度は第３次産業、９年度は、産業別バランスを考慮して、全産

業に実施した。

調査対象事業所数の決定にあたっては、帝国データバンクによる、産業別、規模別、地域

別の、事業所数を考慮した。なお、規模については、従業員５人以上の企業を対象として、

区分を、大（５００人以上）、中（３０～４９９人）、小（２９人以下）の３つとした。

事業所選定にあたっては、各区分毎に、帝国データバンクのリストにより、会社の代表者

名を５０音順に並べ、上位から対象数までを選定した。

各年度ごとに、下記のような業種、地域を対象として調査を実施した。

①平成７年度

イ　業種

製造業（武器製造、たばこ製造を除く）

食料品製造、繊維工業、繊維製品製造、木材・木製品製造、家具・装備品製造、パル

プ・紙製造、出版・印刷、化学工業、石油石炭製品製造、ゴム製品製造、皮革・同製

品製造、窯業土石製品製造、鉄・非鉄金属製造、金属製品製造、機械製造、電気機械

器具製造、輸送機械製造、その他の製造

ロ　地域

全国範囲から半数程度選定すること、いわゆる大都市を半数程度含めることを考慮し、

下記の１９都道府県を選んだ。

北海道、青森、宮城、東京、千葉、埼玉、神奈川、福井、愛知、大阪、兵庫、京都、奈

良、岡山、広島、香川、福岡、熊本、沖縄
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②平成８年度

イ　業種

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸・通信業

卸売・小売業、飲食店

金融・保険業、不動産業

サービス業（宗教、教育、学術研究機関、政治・経済・文化団体、その他のサービス

業、外国公務を除く）

ロ　地域

７年度と同様の考えで、７年度と同じ１９都道府県を選んだ。

③平成９年度

イ　業種

全産業を対象としたが、各産業別調査数の決定にあたっては、平成７、８年度の調査票

の回収数と、常用雇用者数、常用雇用障害者数の産業別・規模別分布状況を対照し（表２）、

回収比率の低い産業、規模を９年度で補充するよう配慮した。

ロ　地域

平成９年度においては、農業、林業、漁業、鉱業、建設業（平成７、８年度に未実施の

業種）では、平成７、８年度と同様の１９都道府県を選び、その他の業種（平成７、８年

度に実施の業種）では、１９都道府県以外の２８県を選んだ。

④調査票の対象事業所

３年度分の調査票発送数における企業の産業別規模別状況を、表３に示す。

（３）訪問調査の状況

職務調査を実施した事業所のうち、詳細な情報を得たい職務について、平成７年度に６事

業所、８年度に９事業所、９年度に２３事業所、計３８事業所を対象に研究員による訪問調

査を実施した（表４）。平成１０年度には、さらに情報収集が必要な職種について、事業所

訪問調査を実施することにしている。
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区　分 回収された調 常用雇用者数 常用雇用障害者

査票数（％） 千人（％） 数 千人（％）

計 2,516（100.0） 41,511（100.0） 404（100.0）

産業大分類別

農業 2（ 0.1）

林業

漁業

鉱業 2（ 0.1） 69（ 0.2） 1（ 0.2）

建設業 18（ 0.7） 3,814（ 9.2） 25（ 6.2）

製造業 1,238（ 49.2） 12,621（ 30.4） 190（ 47.0）

電気・ガス・熱供給・水道業 11（ 0.4） 210（ 0.5） 2（ 0.5）

運輸・通信業 179（ 7.1） 3,345（ 8.1） 30（ 7.4）

卸売・小売業、飲食店 529（ 21.0） 10,246（ 24.7） 52（ 12.9）

金融・保険業、不動産業 85（ 3.4） 2,460（ 5.9） 28（ 6.9）

サービス業 452（ 18.0） 8,748（ 21.1） 77（ 19.1）

事業所規模別

5～29人 843（ 33.5） 17,841（ 43.0） 150（ 37.1）

30～99人 804（ 32.0） 10,250（ 24.7） 117（ 29.0）

100～499人 439（ 17.4） 8,707（ 21.0） 94（ 23.3）

500～999人 223（ 8.9） 1,902（ 4.6） 9（ 4.7）

1,000人以上 145（ 5.8） 2,811（ 6.8） 25（ 6.2）

不明 62（ 2.5）

表２　調査票の回収状況と産業別規模別雇用状況

（注）１．調査数は、平成７、８年度に実施した職務調査の回答企業数である。

２．常用雇用者数、常用雇用障害者数については、平成５年度身体障害者等雇用実態調査（労働省）による。

３．金融・保険業、不動産業は、産業大分類では別の業種であるが、ここでは比較のために一つにした。金

融・保険業、不動産業の調査数８５の内訳は、金融・保険業が55、不動産業が30 である。
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表３　産業別規模別調査票発送数

従業員規模

産業 大 中 小 計

農業、林業、漁業、鉱業 10 210 260 480

建設業 90 360 450 900

製造業 630 1,950 2,420 5,000

金融・保険業、不動産業 42 168 210 420

サービス業 540 2,010 2,450 5,000

その他 320 1,280 1,600 3,200

合計 1,632 5,978 7,390 15,000

（注）１．従業員規模の大は、500人以上、中は30～499人、小は5～29人である。

２．サービス業は、平成８年度の発送分で、宗教、教育、学術研究機関、政治・経済・文化団体、その他のサービス

業、外国公務を除く。

３．その他は、平成９年度の発送分のうち、製造業、電気・ガス・熱供給・水道業、運輸・通信業、卸売・小売業、

飲食店、サービス業向けのものであった。
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表４　訪問調査職務名一覧

実施年度 職務名（事業内容）

７年度 撚糸加工（繊維製造、加工）

ロープ製造（合繊ロープ製造）

磁石選別機オペレータ（電気メッキ）

設計開発（ビデオヘッド等製造）

配線工（配電盤・制御盤等の設計、製造）

クリーニング工（ホームクリーニング、リネンサプライ）

８年度 救急絆創膏製造（救急絆創膏製造、販売）

内航運送事務（海上輸送、陸上輸送）

車両検査・修繕（新幹線電車の検査・修繕、清掃・整備）

清掃（ビルメンテナンス）

資材整備、補修、搬送（建設用仮設機器材リース）

設計（配管・歩道・ダクト等の設計）

人材派遣事務（人材派遣）

環境測定（環境創造）

介護職（有料老人ホーム）

９年度 顔料製造工（窯業顔料製造）

碍子製造（電子部品の製造）

調理麺製造（調理麺の製造、搬入）

鋸の試し切り（鋸の製造、販売）

計量包装作業（みその製造、販売）

茶・茶器製造工（茶および茶器の製造）

IC製造・検査（LSI生産）

石材加工（石材採掘、販売）

鍍金工程における治具掛け外し(自動車部品の亜鉛ﾒｯｷ）

鉄工（船舶修理）

染色整理（化学繊維織物の染色）

設計（住宅設計、施工）

椎茸栽培（椎茸の人工栽培請負、出荷）

かいわれ大根生産（かいわれ大根、もやしの生産、卸）

淡水魚養殖作業（淡水魚養殖、販売）

実験動物飼育（実験動物の生産、販売）

肉牛飼育（黒毛和牛の飼育）

養豚（養豚、食肉販売）

養鶏（ブロイラーの飼育管理）

デザイナー（各種デザインの企画、制作）

テレマーケッティング（企業の業務委託請負）

オフィスサービス業務（文書管理、オフィスサービス）

リラクセーショントレーナー（リラクセーションサービス）
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第３節　調査票回収後の処理手順
(1)記入事項のチェック

回収した調査票は、まず、記入漏れをチェックした。回答事業所によっては匿名を望み、

「会社名」「所在地」「連絡先」が記入されていないものもあったが、他の質問事項への記入

がなされていれば、有効な資料として扱った。また、自由記述の欄については、未記入な箇

所があっても資料として採用した。一方、選択回答の一部に未記入などの不備があった場合

は研究担当者全員の合議により、以下のような処置を取った。①一部の回答記入の「省略

（同上等）」の意図が明らかなもの－－－回答を補足した。②特定領域の１，２問に未記入が

あるもの－－－自由記述や同一職種への回答から判断が可能なものは補足した。補足が困難

なものはそのままとした。③特定の領域全体に回答が未記入なもの－－－そのままとして、

他領域の回答を有効資料として扱った。④複数の領域にわたり未記入が見受けられたも

の－－－データベースに不採用とした。⑤回答記入に不自然さが認められたもの－－－デー

タベースに不採用とした。

(2)産業分類コードと職業分類コードの記入

次に、質問領域「１」の「事業内容」の記述と、質問領域「２」の「職務内容」の記述内

容を手掛かりに、産業分類コードと職業分類コードを記入した。これにはそれぞれ「総務

庁：日本標準産業分類（平成５年改訂）」「『職業名索引』（平成４年追補改訂版）日本労働研

究機構研究所　資料シリーズNo.18」を使用した。

職業分類コードの記入には質問領域「３」－イの「計量、計数するものの名称」と質問領

域「３」－キの「操作するものの名称」の記述も手掛かりとした。記述内容が不十分なため、

コードが確定できない調査票は不採用として、データから削除した。

(3)入力後のクロスチェック

両コード番号を記入の後、それらを含む回答すべてを電子情報に変換してコンピュータで

利用可能な形にした。それとともに、産業分類別、職業分類別に紙にアウトプットして、特

定職種には不似合いな産業が混じっていないか、あるいは特定産業の中に通常は考えられな

い職種が現れていないかをチェックした。

こうして、分類コードの同定やデータ入力作業における誤りについて入念にチェックした。

(4)基本的統計量の算出

こうして確認した調査データについて、全体状況を把握するために基本的な統計作業を行

った。すなわち、各質問項目に対する回答の状況や選択回答の場合の集中－分散の程度を概

観した。
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第３章 調査票の回収状況とデータベース内容の把握

第１節　調査票の回収状況
各年度ごとに５，０００社に宛てて調査票を発送したが、回収数は、７年度が１，２３７、

８年度が1，2７９、９年度が１，２７０で、合計３，７８６（回収率２５.２４％）であっ

た。回収票のうち記入が不完全で使用できない無効票を除いた有効回答票は３,７２９であ

った。

第２節　データの産業別、規模別状況　
（１）産業別状況

表５によれば、産業別には、製造業が最も多く４２.５％で、卸売・小売業、飲食店、サ

ービス業が次いでいる。

（２）規模別状況

事業所規模別には、３０人未満と３０～９９人が多く、それぞれ、３４.２％、３２.２％

となっている。

表５　回答事業所の産業別、規模別内訳

規　模

産　業

1,000

人以上

500～

999人

100～

499人

30～

99人

5～

29人
不明 計 ( % )

農林、漁業 1 5 24 33 2 65(  1.74)

鉱業 1 12 19 32(  0.86)

建設業 19 17 25 78 99 3 241(  6.46)

製造業 90 123 295 544 488 43 1,583( 42.45)

電気・ｶﾞｽ・熱供給業 3 1 1 5 1 11(  0.29)

運輸・通信業 21 31 45 79 44 5 225(  6.03)

卸売・小売業、飲食店 26 67 95 196 316 11 711( 19.07)

金融・保険・不動産業 19 28 52 39 63 9 210(  5.63)

サービス業 29 54 120 222 211 13 649( 17.40)

不明 2 2(  0.05)

合計
208

(5.58)

321

(8.61)

639

(17.14)

1,199

(32.15)

1,276

(34.22)

86

(2.31)

3,729

(100.00)

（注） 括弧内は総数3,729に対する割合である。
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第３節　「付随質問」に関する回答状況
質問領域「７」では、「障害者の就労があるか」「あれば、障害種類はどうなっているか」

「雇用上の、工夫や配慮はどうか」を尋ねたが、それらへの回答状況は表６のようになった。

表６ 付随質問領域に対する回答状況（件数）

視覚 聴覚 肢体 内部 知的 精神 その他

「従事している」 ５１ ２７６ ５７６ １８８ １６９ ６９ ５２

機械・設備 記述ｱﾘ １３ ７５ １２１ ３９ ６３ ２８ ８

配置・指導 記述ｱﾘ ２３ １４０ ２３０ ８３ ３９ ４５ ２０

データ総件数のうちの 3 7 ％にあたる 1 , 3 8 1 件が何らかの障害を持つ人々が就業している職

務（職種）について回答していた。この割合は、例えば、障害者の常用労働者数に占める比

率や業種別の雇用状況調査結果等と対照すると、極めて高い数字である。このことは、今回

の郵送調査の趣旨の中で「障害者が従事中の職務に関する調査ではないこと」を明記してい

たとはいえ、回答する企業としては、結果としてそうした職務について回答した場合が多か

ったこと、穿って考えると、そうした事業所からの調査票の回収率が高くなっていたことを

窺わせた。とはいえ、職務探索の過程で該当してくるデータのうちの３分の１以上が実際に

障害者雇用の事例となっている職務であることは、開発中のパソコン・ソフトが有効に機能

する上での好条件を得たものと言えよう。

障害種別では「肢体不自由者」が圧倒的に多かったが、障害者数、雇用障害者数に見合っ

たものと言える。精神障害者の職種の事例が相対的に少なかったのは、職域がそれほど一般

雇用の中に拡大していないことの反映と考えられるが、それでも、商用データベースを利用

した今回の調査においてさえ、一定の件数として現れてきたことは示唆的である。

「工夫や配慮事項」に関する自由記述の状況では、いずれの障害においても「特に配慮し

ていない（しなかった）」が多く、具体的な記述が最も多かったのは「肢体不自由者」にお

ける１２１件（機械・設備に関して）、２３０件（配置・指導に関して）であった。ただし、

この表では、ある事業所の職務に異なった種類の障害者が就業していた場合、内容がどちら

かの障害だけを対象とするかどうか必ずしも明確になっていないため、どちらの障害に対し

てもカウントしてある。それらの内容についての分析は、ここでは割愛する。
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第４節　選択回答の質問領域における回答状況
(1)「領域３」における回答状況

質問領域「３」には「職務の特徴」を捉えようとする 1 3 項目の質問が含まれていた。質

問内容に沿って準備した選択肢の数は、６、５、４、３の場合があったが、各質問に対して

選択肢ごとに選ばれた件数をヒストグラムで示したものが図２である。最大度数を持つ選択

肢は中央付近にある場合（ｱ.ｲ.ｳ.ｴ.ｷ.ｹ.ｺ.ｻ.ｼ.ｽ.）と、いずれかの端に見られる場合（ｵ.ｶ.ｸ.）が

あるが、この質問領域で最も少ない件数を示したのは「初期の教育に必要な期間」に対する

選択肢「２－３日以内」で３％であった。中央の選択肢だけでなく、両端の選択肢も選ばれ

ており、各事業所の職務の個別性を描くために一定の役割を果たすことが期待できた。

図２
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(2)「領域４」における回答状況

図３は「職務遂行に必要な特質等」に関する各質問に対する選択回答の分布を示したもの

である。「言葉により指示内容を理解する」に対して「必要ない」との回答が極めて少ない

結果となった。職務の遂行におけるコミュニケーションの必要性を考えると当然の結果と言

えるが、その中で「必要性がない」と回答された職務は極めて強く特徴づけられることにな

ったはずである。
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図３
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(3)「領域５」における回答状況

図４は「身体動作・機能の必要度」に関する各質問に対する結果を示したものである。選

択回答はすべて３者択一の形だったので、中央に過度に集中し、その結果、両端の選択肢が

ほとんど選ばれないのではないかと危惧されたが、その点は一応除かれた。最も件数が少な

かったのは「味をみる」に対する回答の「多い（１６８件）」であったが、特定職務の要件

としては極めて重要性を持つことが考えられた。
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図４
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(4)「領域６」における回答状況

図５は「環境条件の特徴」に関する各質問に対しての結果を示したものである。この質問

領域においても、３者択一式の選択回答となっていた。これらの分布の形が示すように、他

の質問領域と比べて、個々の質問ごとに少数派が存在することが見られた。したがって、こ

こでの特徴が、職種が持つ特定の条件なのか、事業所が持つ固有な条件なのかは別としても、

個々のデータの特徴を大きく浮かび上がらせる領域であると考えられた。

図５
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これらの回答分布状況の数値データは付表１から付表４として巻末に付した。
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第４章　「職種」から見たデータ概要の把握

第１節　大分類及び中分類による整理
収集職業を大分類別にみると、技能工、採掘・製造・建設の職業および労務の職業が最も

多く、販売の職業、事務的職業が次いでいる（表７）。

収集した職業を職業中分類でみると、７６ある職業のうち、７０職業である（付表５とし

た）。収集しなかった職業は、宗教家、管理的公務員、その他の管理的職業、家事サービス

の職業、自衛官、司法警察職員の６つである。 １００件以上収集した職業は、商品販売の

職業、金属加工の職業、一般機械器具組立・修理の職業、その他の技術者、自動車運転の職

業、営業・販売関連事務員、一般事務員、食料品製造の職業、運搬労務の職業、ゴム・プラ

スチック製品製造の職業、印刷・製本の職業の１１の職業である（表８）。

（注）括弧内は総数3,729に対する割合

表７　収集職業（職業大分類）

職業大分類 件数（％）

専門的・技術的職業 430（ 11.53）

管理的職業 5（ 0.13）

事務的職業 478（ 12.82）

販売の職業 610（ 16.36）

サービスの職業 163（ 4.37）

保安の職業 19（ 0.51）

農林漁業の職業 64（ 1.72）

運輸・通信の職業 180（ 4.83）

技能工、採掘･製造･建設 1,780（ 47.73）

の職業および労務の職業

計 3,729（100.0  ）

表８　回答数の多い職業（職業中分類）

（注）括弧内は総数3,729に対する割合

職業中分類 件数（％）

商品販売の職業 529（14.19）

金属加工の職業 267（ 7.16）

一般機械機具組立･修理の職業 191（ 5.12）

その他の技術者 183（ 4.91）

自動車運転の職業 164（ 4.40）

営業・販売関連事務員 154（ 4.13）

一般事務員 152（ 4.08）

食料品製造の職業 114（ 3.06）

運搬労務の職業 112（ 3.00）

ゴム･プラスチック製品製造の職業 101（ 2.71）

印刷・製本の職業 100（ 2.68）
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第２節　小分類に従ったデータの整理
(1)小分類による「職種」の細分化

開発中の障害者職業探索システムソフトのデータベースとなる、「職務調査」情報の属性

をより明確にするために、調査結果を小分類（最初の３桁）に従って分類した。結果の詳細

は巻末に付表６として付した。

そこでは総件数 3 , 7 2 9 件の職務データが 2 8 3 職種（不明１）に区分されたが、それぞれの

件数の多少を明らかにするために表９を作成した。

表９　件数の多さによる職種（小分類）の区分

件　数 職　種 （ 小　分　類　） 職種数

51― 金銭出納事務、営業販売事務、印刷作業員、
13

建築技術者、販売店員、販売外交員など

31―50 看護婦・看護士、一般事務、給仕、機械組立
15

貨物車運転、自動車組立工、不動産販売など

21―30 記者・編集者、経理事務、調理人、養畜作業
20

化学工、ガス溶接工、パン・菓子製造工など

11―20 デザイナー、保険外交員、施設管理人、漁労
40

セメント製造工、肉製品製造工、製材工など

２―10 医師、保母・保父、ガラス製品製造工、バス
137

運転士、葬儀師、送電線架線工など

１ 窯業原料工、時計修理工、竹細工工、製茶工
58

製革工、看板工、漆器工、屋根葺き工など

件数が多い職種では 2 0 0 件以上が２職種（販売店員、販売外交員）、1 0 0 件以上 2 0 0 件未満

が１職種（営業販売事務員）であった。5 1 件以上 1 0 0 件未満が 1 0 職種となっていた。表の

「2 - 1 0 件」の区分に職種全体の 4 8 ％強の 1 3 7 職種が含まれた。１件のみの回答だった職種は

58であった。したがって、80％の職種は複数の回答を得たことになった。

(2)データ件数の多かった「職種」

表９で「5 1 -」の区分に含まれた数職種では極めて多数の回答を得たことになり、職種全

体としての平均像やその職種においてバラツキが大きい項目を把握することなども可能にな

っていると考えられるが、そうした検討は同時に、本研究で採用した調査結果の信頼性の一

端を検証することにも繋がってくる。その検討内容については第５章において記述すること

にしたが、その対象とした13職種とそれぞれの回答件数は図６のとおりであった。
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図６　13職種における件数
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第５章　「職種」に関する情報内容の検討

第１節　データ解析の必要性と作業手順
(1)データ解析の必要性

多数の回答を得た 1 3 職種の、「職種」としての平均像やそのバラツキを把握するために、

データを細分して、それぞれの群間での異同を追求することも一つの方法であるが、いかに

も迂遠であり、それでは相対的な比較の域を出ることは難しい。そこで目指すべきは、デー

タ全体の中で「ある職種」のデータがどのような位置を占めているのかを明らかにして、そ

こから「ある職種」の平均的特徴を抽出しようとすることであった。

それには「多変量解析」の手法を利用することが必須となった。

H a r v e y（1 9 8 6）は職業分類のために使用された、さまざまな統計的手法についてレビュー

しているが、ここでは、因子分析法を利用することとした。因子分析法とは、多くの変数に

共通して影響を与えている潜在的な因子を推定するための多変量解析法の一つであるが、ま

ず、多数の事業所（回答者）から回収された回答内容が、質問項目との関連で、どのような

因子によって規定されていたと見なされるかを探り、それらの因子との関連で描かれる「職

種」としてのプロフィールを検討することが考えられた。それには、回答内容と調査票の項

目間の関連をもとにデータの要約表現を得て「職務」の特徴の把握を可能にするとともに、

結果次第では、職業探索システムにおける「検索条件項目」から有効性の低いものを除き、

入力数を減らしてシステム操作の負担を軽減させるための手掛かりにしようという意図もあ

った。

この作業のための数量的データとして、質問領域３．４．５．６．の４領域、計7 3 項目に

対する回答を利用することになったが、これらを一挙に処理しても、得られる情報が複雑に

なり、職務の全体像を把握するために有利ではないので、最初に各質問領域ごとに探索的に

因子分析法を利用することとした。因子分析法の手順・方法として、以下の方法を採用した。

因子の抽出法　： 主因子法

因子の回転方法： バリマックス法

因子得点の推定： バートレット法

主因子法は複数の項目にまたがって影響を与えていると考えられる因子を抽出するもの

で、もっとも一般的に用いられる手法の一つである。因子の回転方法には、直交回転の一つ

であるバリマックス法を用いることとした。バリマックス法は、それぞれの因子の寄与率を

平均化するように回転を行う方法であり、因子の解釈をより容易にするものである。因子得

点の推定方法にはバートレット法を用いることとした。バートレット法は因子間の相関を０

にするように因子得点を推定する方法である。
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(2)データ解析のための準備作業

統計的な処理に乗せる際には、全ての項目について同じ選択肢数からなる連続量である方

が望ましい。選択肢数が変数によって異なった場合、多変量解析を行う際に算出される相関

係数に影響を与え、歪みを生じる場合がある。そのため、選択肢数が４以上の項目について

下記のように再コード化を行い、分析に用いる項目をすべて３つの段階からなる連続量と見

なすこととした。

３ア「職務に含まれる手順にはどのような特徴がありますか」

１，２　→　１　：　簡単な手順

３，４　→　２　：　多少複雑な手順

５，６　→　３　：　変化を含む複雑な手順

３イ「計量・計数の必要度はどの程度ですか」

１　　　→　１　：　計量の必要なし

２，３　→　２　：　せいぜい暗算程度の計算

４，５　→　３　：　電卓等を必要とする複雑な計算

３エ「作業ペースを守る必要度はどの程度ですか」

１　　　→　１　：　自分のペース

２，４　→　２　：　決まった（単調な）ペース

３　　　→　３　：　相手によって変化するペース

３オ「初期の教育期間はどの程度ですか」

１，２，３　→　１　：　一ヶ月以内

４，５　→　２　：　数ヶ月程度

６　→　３　：　一年以上

３キ「機械・装置や道具・工具の操作はどの程度必要ですか」

１，２　→　１　：　ごく簡単な操作

３　→　２　：　ある程度熟練した操作

４，５　→　３　：　熟練した操作

ただし、設問３ス「技術革新の影響」については、他の項目が単極的であるのに対し、両

極的であるという異なる特徴を持つ項目であるため、以降の解析からは除外することとした。

また、多変量解析を行う場合には、欠損値の扱いにも配慮が必要となる。データに欠損値

が含まれるために自動的に除かれてしまうと、大きなデータセットが得られず統計的なパワ

ーに影響が出てくる。そこで、不用意なミスからの欠損値が生じていないか、調査票の原票

を再点検して、データ数の確保に努めた。統計的な解析の対象となったのは当該部分に欠測

値のない3,498件のデータであった。分析にはSPSS for WINDOWSをツールとして使用した。
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第２節　因子分析によるデータ解析
(1)探索的因子分析の結果

調査票の質問領域の構成を生かすように、まず、質問領域を単位として、すなわち、「職

務の特徴」「職務遂行に必要とされる特質等」「身体条件」「環境条件」の４領域に別々に因

子分析を行って、結果を概観した。

表 1 0 は「職務の特徴」における 1 3 項目から既述のように１項目を除いた回答を扱った結

果を示しているが、Q３ウ「作業速度」、Q３カ「ミスの確認」の両項目は共通性が極めて低

かったため分析から除外した。第１因子は「１カ月の中での仕事量の変動」や「１日の中で

の仕事量の変動」等の項目に大きな負荷を示し、「作業量の変動」因子と考えられた。第２

因子は「職務手順の特徴（複雑さ）」「初期の教育期間の長さ」等の項目に大きな負荷を示し

「作業の複雑さ」の因子と考えられた。ここでの質問項目群に対する回答を規定していたの

は、職務における「作業量の変動」因子と「作業の複雑さ」因子であった。両因子による累

積寄与率は42％ほどであった。

因　子

1 2 共通性

作業量の変動

一ヶ月の中での仕事量の変化はどの程度ですか 0.851 0.196 0.762

一日の中での仕事量の変化はどの程度ですか 0.714 0.264 0.580

一年の中での仕事量の変化はどの程度ですか 0.710 0.180 0.536

例外的な仕事の多さはどの程度ですか 0.462 0.429 0.398

外部の人との折衝、応対はどの程度ですか 0.419 0.402 0.337

作業ペースを守る必要度はどの程度ですか 0.336 0.228 0.165

作業の複雑さ

職務の手順にはどのような特徴がありますか 0.287 0.652 0.507

初期の教育期間はどの程度必要ですか 0.154 0.640 0.434

機械･装置や道具･工具の操作はどの程度必要ですか 0.111 0.489 0.251

計量や計数の必要度はどの程度ですか 0.277 0.475 0.303

説明された分散 2.435 1.837

寄与率 24.354 18.369

累積寄与率 24.354 42.723

表10 領域３「職務の特徴」因子分析結果
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表 1 1 は「職務遂行に必要とされる特質等」に関する 1 0 の質問項目への回答を扱った結果

である。

第１因子は「文書を書いて人に意思を伝える」や「文書を読んで理解する」「計算、数的

処理をする」等の項目に高い負荷を示し、「事務的能力の高さ」因子と考えられた。第２因

子は「会話により情報をやりとりする」「言葉により指示内容を理解する」等に負荷を示し

「対人折衝能力」の因子と考えられた。第３因子は「目盛りを読み取る」に独立的に負荷す

る形となったが、「視覚的な看視能力」と関連することが考えられた。第３因子までの累積

寄与率は55％ほどであった。

因　子

1 2 共通性

事務的能力

文章を書いて人に意思を伝える 0.756 0.325 0.653

文書を読んで理解する 0.745 0.272 0.685

計算、数的処理をする 0.586 0.321 0.474

論理的に思考し、判断する 0.535 0.495 0.556

言葉や数字を少しの間記憶する 0.482 0.447 0.503

見本等と照合して特定のものを見つける 0.299 0.208 0.204

対人的能力

会話により情報をやりとりする 0.319 0.809 0.759

言葉により指示内容を理解する 0.296 0.683 0.579

金銭を扱う 0.352 0.396 0.298

説明された分散 2.406 2.050

寄与率 24.058 20.498

累積寄与率 24.058 44.556

目盛り

目盛りを読みとる 0.120 0.026 0.853

55.659

11.103

1.110

0.916

-0.133

0.157

0.060

0.268

0.264

0.160

0.163

0.153

0.092

3

表11 領域４「職務遂行に必要な特質等」因子分析結果

「身体条件」に関する 2 4 の質問項目への回答を扱った結果を表 1 2 に示した。第１因子か

ら第５因子までが有意味と考えられた。第１因子は「持ち上げる」「運ぶ」「押す」等の項目

に高い負荷を示し、「力仕事、全身動作」の因子と考えられた。第２因子は「キーボード操

作」「筆記具の操作」「座位」等に負荷を示し「デスクワーク」の因子と考えられた。第３因

子は「両手指を使った巧みな動作」「両腕を使った巧みな動作」「指先の素早い動作」等の項



－39－

目と関連しており、「手作業」の因子と考えられた。また、第４因子は「色を見分ける」「声

や音を聞き分ける」との関連が深く「視覚、聴覚の鋭さ」因子、第５因子は「臭いを嗅ぐ」

等との関連により、「嗅覚、味覚」因子と考えられた。

第５因子までの累積寄与率は51％ほどであった。

表12 領域５「身体動作」因子分析結果

因　子

37.663

1 2 共通性

力仕事、全身動作

持ち上げる 0.870 -0.102 0.793

運ぶ 0.856 -0.077 0.690

押す 0.805 -0.062 0.757

かがみ姿勢 0.625 -0.119 0.472

立位 0.574 -0.266 0.446

平地移動 0.471 0.073 0.261

階段昇降 0.345 0.324 0.279

踏む 0.299 -0.072 0.212

デスクワーク

キーボード操作 -0.115 0.806 0.669

説明された分散 3.709 3.091

寄与率 15.454 12.878

累積寄与率 15.454 28.332

9.331

2.240

0.008

コンピュータ画面や光刺激を見る -0.135 0.785 0.649

筆記具の操作 -0.005 0.765 0.606

0.096

0.069

0.182

-0.013

-0.013

0.039

0.182

0.150

0.103

0.134

3

めくる動作 0.027 0.640 0.142 0.455

座位 -0.298 0.460 0.076 0.319

長時間細かいものを見る -0.119 0.431 0.413 0.443

手作業

両手指を使った巧みな動作 0.101 0.150 0.736 0.603

両腕を使った巧みな動作 0.294 -0.091 0.678 0.607

指先に素早い動作 0.001 0.241 0.629 0.470

一定の位置、角度の保持 0.143 0.041 0.547 0.361

視・聴覚の鋭さ

色を見分ける 0.144 0.156 0.191 0.507

ものを見分ける 0.167 0.099 0.263 0.515

声や音を聴き分ける 0.185 0.285 0.112 0.442

動くものを見る 0.166 0.060 0.298 0.339

嗅・味覚の鋭さ

においをかぐ 0.218 0.044 0.053 0.723

味をみる 0.093 0.019 0.045 0.636

45.330

7.666

1.840

0.044

0.214

0.467

0.544

0.636

0.639

0.198

0.104

0.226

0.163

0.257

0.043

0.137

0.131

0.068

-0.006

0.290

0.222

0.161

0.153

0.160

0.106

0.066

0.078

4

51.045

5.715

1.372

0.789

0.791

0.031

0.134

0.056

0.133

0.007

0.067

0.044

0.039

-0.081

-0.105

0.072

0.064

-0.003

0.021

0.002

0.074

0.085

0.145

0.087

0.062

0.052

0.032

5
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表13 領域６「環境条件」因子分析結果

因　子

30.162 

1 2 共通性

温度・湿度

高温の場所で作業する 0.734 0.298 0.720

湿気が多い場所で作業する 0.725 0.216 0.659

低温の場所で作業する 0.721 0.182 0.635

乾燥した場所で作業する 0.610 0.226 0.515

身体的不快

騒音の多い場所で作業する 0.214 0.753 0.678

振動の多い場所で作業する 0.224 0.654 0.595

汚れやすい場所で作業する 0.344 0.640 0.683

塵埃の多い場所で作業する 0.325 0.627 0.603

転倒、落下の危険 0.263 0.478 0.581

有毒物の危険 0.131 0.154 0.650 

説明された分散 2.698 2.675 

寄与率 10.378 10.289 

累積寄与率 10.378 20.666 

9.496 

2.469 

0.661 

身体的危険

感電等の電気的危険 0.130 0.284 0.560

0.492

0.416 

0.281 

0.357 

0.258 

0.208 

0.174 

0.127 

0.216 

0.262 

3

火傷の危険 0.225 0.224 0.649 0.552

強い臭気の中で作業する 0.251 0.273 0.457 0.370

通常より暗いところで作業する 0.254 0.216 0.316 0.340

屋外作業

屋外で作業する 0.225 0.238 0.100 0.716

外出をする 0.072 -0.100 0.093 0.462

屋内で作業する -0.089 -0.190 0.101 0.349

変則的勤務

交替勤務 0.018 0.033 0.066 0.579

夜間、早朝勤務 0.149 0.106 0.167 0.566

土・日・祝日勤務 0.115 0.040 0.112 0.404

共同作業

他の従業員との共同作業 0.076 0.018 0.137 0.983

単独作業 -0.062 -0.065 -0.003 0.234

照明条件

36.700 

6.538 

1.700 

0.118 

0.006 

0.132 

0.204 

-0.133 

-0.524 

0.655 

0.764 

0.214 

-0.030 

-0.076 

0.040 

0.104 

0.302 

0.137 

0.111 

0.170 

-0.028 

0.114 

0.214 

0.116 

0.064 

4

通常より明るいところで作業する

42.792 

6.092 

1.584 

-0.033 

0.094 

0.596 

0.674 

0.743 

-0.044 

0.005 

0.124 

0.176 

0.102 

0.136 

0.134 

0.070 

0.112 

-0.025 

0.049 

0.065 

0.117 

0.053 

0.118 

0.120 

0.118 

5

0.051 0.012 0.061 -0.029 0.011 0.290

特殊照明の中で作業する 0.156 0.060 0.317 0.143 0.099 0.382

普通の明るさの中で作業する 0.004 -0.051 0.055 -0.013 -0.002 0.126

47.581 

4.789 

1.245 

0.040 

0.054 

0.035 

-0.459 

0.974 

0.065 

0.050 

0.023 

0.127 

-0.071 

0.016 

0.030 

0.060 

0.062 

0.024 

0.040 

0.080 

0.070 

0.096 

0.000 

0.049 

0.055 

0.061 

0.070 

0.071 

6

50.921

3.340

0.869

-0.345 

0.470 

0.530 

0.000 

0.025 

0.013 

0.081 

0.061 

0.044 

0.063 

-0.013 

0.227 

0.099 

-0.034 

0.094 

0.087 

0.003 

-0.009 

-0.061 

0.131 

0.073 

0.206 

0.047 

0.088 

-0.028 

7
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表 1 3は「環境条件」における 2 5 項目（「クリーンルームにおける作業」を除く）における

結果を示したものである。第１因子から第７因子までを取り上げた。第１因子は「高温の場

所で作業する」「湿気が多い場所で作業する」等への負荷の高さから「温度、湿度環境」の

因子と考えられた。第２因子は「騒音の多い場所で作業する」「振動の多い場所で作業する」

等への負荷から「身体的な不快環境」の因子と考えられた。第３因子は「感電等の電気的危

険」「有毒物の危険」「火傷の危険」等の項目と関連し「身体的な危険環境」の因子と考えら

れた。また、第４因子以下は「屋外で作業する」「外出をする」等から「屋外、社外就業」

の因子、第５因子は「交替勤務」「夜間、早朝勤務」等から「変則的勤務」の因子、第６因

子は「共同作業、連携」の因子、第７因子は「厳しい照明条件」の因子と考えられた。第７

因子までの累積寄与率は51％ほどであった。

以上のように、質問領域を単位とした因子分析によって、それぞれの質問領域での回答を

規定した因子が概観された。しかし、それらを考慮するだけでは、「職種」のそれぞれがど

んなところに、どのような特徴が示されているのか、「職種」間の差異はどこにあるかを知

るためには十分ではない。そこで、次に、質問領域をより構造的に取り扱うことにした。す

なわち、これらの質問領域の内容を考慮して、二分して処理する方法である。

(2)質問領域を二分した因子分析の結果

探索的な因子分析の結果から、次の試みを実行に移した。すなわち、質問領域３「職務の

特徴」と質問領域６「環境条件」を「職場側の持つ（職種に共通な、或いは事業所に特有な）

条件」（以下、職場側の条件と略す）を表すと見なし、質問領域４「職務遂行に必要とされ

る特質等」と設問５「身体動作」とを「その職務を遂行する個人側に求められる能力・特性

の条件」（以下、個人側の条件と略す）と見なして、大きな二つの区分を作り、それぞれに

因子分析を行った。

なお、因子数の決定にあたり、相関行列の固有値が１以上であることを目安とした。また、

初期の分析で共通性が低かった項目（すなわち、抽出された潜在因子ではほとんど説明され

ていない独自性の強い項目）についてはその後の分析から除外した。

表14と表15は、それぞれ「職場側の条件」「個人側の条件」についての結果を示している。
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3.017 2.758 2.437 2.201 2.195 7.869 1.603 1.152 0.919因 子
項　　目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 共通性

身体的不快
騒音 0.746 0.219 -0.046 -0.015 0.182 -0.037 0.115 0.041 0.048 0.659 
振動 0.685 0.226 0.037 0.020 0.213 0.142 0.056 -0.017 0.111 0.604 
汚れ 0.634 0.348 -0.001 0.027 0.358 0.090 0.044 0.097 -0.061 0.675 
ほこり 0.625 0.332 0.016 0.028 0.269 0.114 -0.028 0.066 -0.029 0.594 
転倒 0.523 0.266 0.056 0.034 0.388 0.258 0.104 0.080 0.020 0.583 

温度・湿度
高温 0.301 0.738 0.011 0.035 0.265 0.037 0.112 0.071 -0.016 0.726 
湿気 0.223 0.721 -0.012 0.051 0.211 0.105 0.108 0.068 0.121 0.659 
低温 0.210 0.719 0.026 0.074 0.105 0.176 0.107 0.056 0.066 0.628 
乾燥 0.257 0.607 0.038 0.042 0.128 0.099 0.039 0.038 0.241 0.524 

作業の複雑さ
手順 -0.019 -0.015 0.626 0.223 0.068 0.113 0.041 -0.026 0.103 0.473 
初期教育 0.055 0.007 0.619 0.107 0.122 0.062 -0.066 0.002 0.061 0.424 
機械操作 0.235 -0.028 0.542 0.055 0.072 -0.068 0.019 0.016 0.134 0.381 
計量 -0.143 -0.002 0.526 0.205 0.037 0.067 -0.002 -0.030 -0.008 0.346 
例外処理 0.019 0.042 0.463 0.401 0.106 0.096 0.048 0.005 0.036 0.401 
ペース -0.097 0.069 0.279 0.259 -0.026 0.169 0.154 0.062 0.004 0.215 
速度 0.064 0.086 0.269 0.175 -0.040 -0.111 0.111 0.103 0.123 0.166 

仕事量の変動
月変化 0.049 0.032 0.267 0.860 0.011 0.050 0.018 -0.006 0.082 0.825 
年変化 0.053 0.042 0.248 0.691 0.037 0.062 0.044 0.022 0.042 0.552 
日変化 0.002 0.067 0.319 0.645 0.033 0.157 0.131 0.012 0.048 0.568 

身体的危険
火傷 0.238 0.228 0.089 0.014 0.655 -0.099 0.136 0.065 0.009 0.579 
有毒 0.184 0.122 0.108 0.032 0.632 0.031 0.121 0.024 0.180 0.510 
感電 0.345 0.140 0.173 0.026 0.595 0.053 0.065 0.031 0.123 0.546 
臭気 0.275 0.243 0.000 0.022 0.453 -0.027 0.090 0.062 0.157 0.378 
暗照明 0.261 0.259 0.086 0.092 0.269 0.172 0.160 0.017 0.223 0.328 

外部との接触
屋外 0.275 0.235 0.084 0.097 0.096 0.694 0.109 0.014 -0.003 0.650 
外出 -0.061 0.091 0.395 0.213 0.028 0.646 -0.022 -0.100 0.032 0.644 
屋内 -0.171 -0.086 0.076 -0.011 0.047 -0.564 -0.041 0.114 0.086 0.385 
応対 -0.229 0.044 0.444 0.292 -0.036 0.503 0.137 -0.058 0.007 0.614 

変則的勤務
交替勤務 0.015 0.016 -0.054 -0.001 0.085 -0.089 0.735 0.028 0.096 0.569 
夜間勤務 0.164 0.148 0.128 0.088 0.118 0.157 0.661 0.039 0.109 0.562 
土日勤務 0.046 0.118 0.033 0.127 0.113 0.125 0.595 0.063 0.029 0.421 

共同作業
共同作業 0.056 0.080 0.106 0.056 0.101 -0.027 0.086 0.892 0.081 0.845 
単独作業 -0.042 -0.056 0.061 0.007 -0.023 0.090 -0.030 -0.507 -0.009 0.276 

照明条件
特殊照明 0.129 0.142 0.121 0.082 0.230 0.123 0.073 0.030 0.531 0.414 
明照明 0.045 0.047 0.047 0.062 0.017 -0.031 0.004 0.015 0.427 0.194 
クリーン -0.095 0.049 0.093 -0.028 0.089 -0.110 0.148 0.033 0.373 0.203 

説明された分散 3.017 2.758 2.437 2.201 2.195 7.869 1.603 1.152 0.919
寄与率 8.381 7.578 6.768 6.115 6.096 5.192 4.453 3.201 2.552
累積寄与率 8.381 15.96 22.728 28.842 34.939 40.131 44.584 47.784 50.336

表14

職場側の条件（領域３「職務の特徴」および領域６「環境条件」）因子分析結果

n=3609



－43－

ｱ.「職場側の条件」に関する因子構造

この分析においては、相関行列の固有値が１以上であること、また、因子の解釈がしやす

いことから因子数は９因子までを採用した。

第１因子は「騒音」「振動」といった項目に強い影響を持っており「身体的な不快因子」

と考えられた。第２因子も「高温」「湿気」という「身体への不快な因子」と考えられたが

暖・冷房などの空調に限られるので、「温度・湿度の因子」と呼称することにした。第３因

子は「手順」「初期教育」「機械操作」といった作業手順や内容の複雑さに関連した項目への

影響が強いことから「作業の複雑さの因子」と考えられた。第４因子は「月変化」「年変化」

といった項目への影響が強く「仕事量の変動の因子」と考えられた。第５因子は「火傷」

「有毒」「感電」といった項目への影響が強く「身体的危険の因子」と考えられた。第６因子

は「屋外」「外出」といった項目に対して正の影響が強く「屋内」に対して負の影響が強い

ことから「外部者との接触の因子」と考えられた。第７因子は「交替勤務」「夜間勤務」「土

日勤務」といった項目への影響が見られ「変則的勤務の因子」と考えられた。第８因子は

「共同作業」に対して正の負荷が見られ、かつ「単独作業」に対して負の負荷が見られるこ

とから「共同・連携作業の因子」と考えられた。第９因子は「特殊照明」「明照明」といっ

た項目への影響が強く「照明条件の因子」と考えられた。

第９因子までの累積寄与率（すなわち、抽出された９つの共通因子で説明されるデータの

分散）は 5 0 . 3 ％程度であり、それほど高くはない。このことは、「職種」としても「職場」

としても、非常に多様で複雑な条件を持ち、少数の因子で表現し切れない要素を含んでいる

ことを示唆したといえよう。
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因　　子
項　　目 1 2 3 4 共通性

事務的能力
筆記具 0.774 -0.093 0.095 0.023 0.618 
文書作成 0.764 -0.016 0.072 0.031 0.590 
論理判断 0.718 0.038 0.144 0.022 0.538 

文書理解 0.717 -0.018 0.142 -0.032 0.536 
会話 0.705 0.105 0.008 0.134 0.527 
計算 0.688 -0.008 0.109 -0.006 0.485 
キーボード 0.673 -0.238 0.138 -0.063 0.533 
光画面 0.660 -0.252 0.199 -0.076 0.545 

短期記憶 0.646 0.094 0.204 0.096 0.478 
指示理解 0.613 0.124 0.112 0.099 0.414 
めくる 0.588 -0.062 0.227 0.029 0.402 
金銭 0.554 -0.016 -0.155 0.160 0.356 

座位 0.397 -0.370 0.096 -0.129 0.321 
階段昇降 0.388 0.309 0.096 0.092 0.264 
聞き分ける 0.369 0.185 0.344 0.232 0.342 
照合 0.354 0.118 0.262 0.035 0.209 

力仕事・全身動作
持ち上げる -0.038 0.857 0.174 -0.003 0.767 
運ぶ -0.018 0.841 0.145 0.014 0.730 
押す -0.010 0.789 0.214 0.027 0.670 
中腰 -0.046 0.632 0.231 0.090 0.463 

立位 -0.168 0.622 0.099 0.184 0.459 
平地移動 0.148 0.475 0.062 0.105 0.263 

手作業・看視
両手 0.111 0.068 0.694 -0.013 0.499 

両腕 -0.067 0.291 0.654 0.037 0.518 
指先 0.158 -0.050 0.613 -0.007 0.404 
保持 0.011 0.115 0.569 -0.009 0.337 
長時間注視 0.348 -0.184 0.550 -0.123 0.473 
見分ける 0.170 0.209 0.539 0.154 0.386 

動注視 0.086 0.170 0.487 0.110 0.286 
色 0.239 0.179 0.476 0.224 0.366 
目盛り 0.172 0.245 0.416 0.048 0.265 

嗅覚・味覚

におい 0.117 0.219 0.154 0.794 0.715 
味 0.062 0.094 0.061 0.685 0.486 

説明された分散 6.448 3.889 3.492 1.415 

寄与率 19.538 11.786 10.581 4.287 
累積寄与率 19.538 31.325 41.906 46.193

表15

個人側の条件（領域４「職務に必要とされる特質等」および領域５「身体動作」）因子分析結果

n=3591
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ｲ.「個人側の条件」に関する因子構造

この分析においては、固有値の大きさや因子の解釈のし易さから、４因子までを採用する

こととした。

第１因子は「筆記具」「文書作成」「論理判断」「文書理解」等の事務的な作業に必要とさ

れる認知的・言語的能力に関する項目に大きな負荷が見られ、「事務的能力の因子」と見な

された。第２因子は「持ち上げる」「運ぶ」「押す」等の体力を必要とする全身的な運動に関

連する項目に強い影響を持つ ことから「力仕事・全身動作の因子」と見なされた。第３因

子は「両手」「両腕」等の手腕を使うことに関連する項目や「長時間注視」「見分ける」等の

視覚的な能力に関連する項目への影響が強いことから「視力に依存した看視、手作業の因子」

と見なした。第４因子は「におい」「味」への影響が強いことから「嗅覚・味覚の因子」と

みなした。

第４因子までの累積寄与率は、「職場側の条件」の解析結果以上に低く、4 6 . 2 ％であった。

ここでも、個人的な条件を少数の因子で捉えきることは困難であることが示されている。

「外的要因」の因子分析結果と同様に、この解析によって得られる要約的情報がごくおおざ

っぱなものであることに留意する必要がある。

しかしながら、以上の結果は、特定職種が別の職種とは異なる特徴を持つことを確かめる

という、ここでの企てを難しくするものではない。

第３節　主要職種の特徴描写と他の職業情報との対照
(1)13職種における平均因子得点パターン

質問領域を二分して行った因子分析の結果を組み合わせた形で、第４章で的を絞った 1 3職

種のそれぞれの特徴を視覚的に表現するために、各「職種」につき、因子毎に平均因子得点

を求めてプロフィールを描いた。その結果が図７－図19である。
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職種ごとのプロフィールから得られる主要な特徴をまとめて以下に記述した。

ｱ.建築技術者 041

①「作業の複雑さ」②「外部との接触」③「事務的能力」の因子得点が特に高く、このよ

うな要請や特徴を強く持つ職務であることが示されている。また、その他の因子についても

得点が比較的高い傾向が見られる。

ｲ. 情報処理技術者 044

①「作業の複雑さ」②「事務的能力」の因子得点が高く、③「力仕事、全身動作」の因子

得点が低いことが特徴として挙げられる。

ｳ.一般事務所事務員 213

①「事務的能力」の因子得点が高く、②「身体的不快」や③「変則的勤務」④「力仕事、

全身動作」の因子得点が低いことが見られる。

ｴ.金銭出納事務員　221

①「作業の複雑さ」②「事務的能力」の因子得点が高く、③「身体的不快」や④「変則的

勤務」⑤「力仕事、全身動作」の因子得点が低いことが見られる。

ｵ. 営業・販売関連事務員 241



－53－

①「事務的能力」の因子得点が高く②「身体的不快」や③「力仕事、全身動作」の因子得

点が低いことが見られた。

ｶ. 販売店員 314

①「変則的勤務」②「嗅覚、味覚」の因子得点が高く、③「身体的不快」の因子得点が低

い状況であった。

ｷ.商品仕入・販売外交員 317

①「外部との接触」②「事務的能力」の因子得点が高く、③「身体的不快」④「手作業、

看視」の因子得点は低いと見られた。

ｸ.貨物自動車運転者 523

①「身体的不快」②「外部との接触」③「変則的勤務」④「力仕事、全身動作」の因子得

点が高く、⑤「身体的危険」⑥「共同作業」がやや低いことが見られた。

ｹ.金属工作機械工 681

①「身体的不快」の因子得点がやや高く、②「外部との接触」の因子得点は低い特徴があ

った。

ｺ.印刷作業員 853

①「身体的不快」②「照明条件」③「手作業、看視」の因子得点が高く、④「温度・湿度」

⑤「外部との接触」の因子得点は低いという特徴が見られた。

ｻ.包装工 908

①「共同作業」の因子得点が比較的高く、②「作業の複雑さ」③「外部との接触」④「事

務的能力」の因子得点が低いことが特徴となっていた。

ｼ.配達員 964

①「外部との接触」②「力仕事、全身動作」の因子得点が高いことが特徴と見なされた。

ｽ.清掃員 971

①「外部との接触」②「共同作業」③「嗅覚、味覚」の因子得点がやや高いこと、④「作

業の複雑さ」⑤「事務的能力」⑥「手作業、看視」の因子得点が低いことが特徴に挙げられ

た。なお、参考のために付表７として、13職種ごとの領域別の回答分布の資料を付した。

(2)13職種の特徴と「職業ハンドブック」情報

表 1 6 は平均因子得点によって描いたプロフィールの特徴が、どのような職務の状況の説

明に対応するかを、日本労働研究機構( 1 9 9 7 )の「職業ハンドブック」の記述を基に対照させ

た結果である。なお、表中の数字は職業小分類の最初の３桁を表し、①、②・・・の数字は、

各職種ごとの主なプロフィール特徴に対応している。「記述はないが矛盾していない」とは、

「職業ハンドブック」の説明文には直接の記述は無いが一般常識となっている事柄と矛盾し

てはいないの意味である。
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表16 13職種の特徴と「職業ハンドブック」情報

職種名（小分類） 「 職 業 ハ ン ド ブ ッ ク 」 に お け る 具 体 的 な 記 述

建築技術者　　041 ① 依頼者の希望条件を考慮して何度も細かく設計し直す

② 図面や仕様書通りに進行するよう現場を見て監督する

③ 依頼者との間の話合いを基に契約のための書類を作る

情報処理技術者 ① 複雑なシステムの設計やプログラム言語でプログラムを作る

044 ② 顧客の要望に応じて説明資料や契約に関する書類を作る

③ 記述はないが矛盾していない

一般事務員　　213 職種として取り上げられていない

金銭出納事務員 ① 現金、手形、小切手、事務機器を扱う

221 ② 伝票、帳簿などで金銭の出し入れを扱う

③ オフィス内の職種である

④ 「残業が増えることがある」こととは矛盾しない

⑤ 記述はないが矛盾していない

営業・販売関連 ① 取引契約、運搬手配、代金決済などを行う

事務員　　　　241 ② オフィス内の職種である

③ 事務作業が中心となる

販売店員　　　314 ① 残業や早番、遅番などの勤務体制もある

② 鮮魚、食肉、その他の食品を販売する

③ 店舗内で就業する

商品仕入・販売 ① 得意先を維持して、新規の顧客も開拓しなければならない

外交員　　　　317 ② 注文書、伝票などの作成、記入、処理も行う

③ 記述はないが矛盾していない

④ 記述はないが矛盾していない

貨物自動車運転者 ① 長時間の運転が必要である

523 ② 顧客の注文に従って品物を届けなければならない

③ 記述はないが矛盾していない

④ 貨物を積み込み、積み降ろす

⑤ 記述がなく、一般常識とは矛盾

⑥ 記述はないが矛盾していない

金属工作機械工 ① 機械や材料物によって、衣服や手に匂いや汚れがつく

681 ② 記述はないが矛盾していない

印刷作業員 ① 機械や材料物によって、衣服や手に匂いや汚れがつく

853 ② 印刷状態を確かめることが必要である

③ 印刷機の調整や印刷インクや紙の供給が必要である

④ 記述はないが矛盾していない

⑤ 記述はないが矛盾していない

包装工　　　　908 職種として取り上げられていない

配達員　　　　964 ① 依頼により訪問、集荷し、到着した荷物を送り先に届ける

② 荷物の積み降ろし、荷物を持っての階段昇降もある

清掃員　　　　971 ① 作業場所では、周囲にいる人々への対応も必要である

② 何人かで一緒に作業しなければならない

③ 扱う物によっては悪臭や危険がある

④ 機械を使わない作業では、作業手順は簡単である

⑤ 記述はないが矛盾していない

⑥ 記述はないが矛盾していない

①②･･･は職種ごとのプロフィールの特徴に対応させている
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表16の結果に対して、以下に若干の補足と考察を加えた。

ｱ.建築技術者

プロフィールの特徴は、この職種が持つ特徴とよく対応していた。建築に伴う設計や見

積りなどの専門的技能が第一に必要であることを示していると考えられた。

ｲ. 情報処理技術者

プロフィールと、この職種の内容はよく対応すると考えられた。プロフィールで「力仕

事、全身動作」の必要性がないことが示されたことについては、常識の範囲で理解できる。

職業ハンドブックにそうした記述が無いこともあえて言及する必要がないということであ

ろう。

ｳ.一般事務所事務員

この職種に関する直接の記述は「職業ハンドブック」に見あたらない。職種を平均化し

て取り上げるには、あまりに幅が広く特徴が絞り難いということが窺われ、その他に、常

に身近にありわざわざ解説する必要が少ないということであろうと考えられる。

ｴ.金銭出納事務員　

「作業の複雑さ」とともに「事務的能力」の必要性が、この職種の特徴を的確に捉えて

いると考えられた。ただし、プロフィールの特徴に、対人面の必要性が浮かび上がらなか

ったことは一部食い違いを見せた点であった。これには、回答した事業所の多くで出納事

務が専門化していて、応接や営業的な活動を含まない役割として明確に区別されていたと

いうことではないかと考えられた。

ｶ. 販売店員

この職種でプロフィールに対人面の必要性が強く浮かび上がらなかったことは常識的に

は意外な結果であった。それ以外の特徴は店舗での職務内容を特徴づけていたと言えよう。

ｷ.商品仕入・販売外交員

プロフィールの特徴と職種の全体的な説明内容はよく対応していたと言えよう。

ｸ.貨物自動車運転者

プロフィールの特徴としての「身体的不快」「外部との接触」「力仕事、全身動作」の重

要度は実際状況と対応したが、「身体的危険」が他の職種に比べて低い結果は了解し難い

点となった。こうした結果となった一因と考えられたのは、事業所が回答する際、「世上

に言われる程は危険ではない」との気持ちが作用したということではないかということで

ある。

ｹ.金属工作機械工

プロフィールの特徴と職種の説明内容は対応していたと言える。「力仕事、全身動作」

の必要性が高く現れないのは自動機械化が進んでいる事実と符合しよう。プロフィールで

の「外部との接触」の低さは、職種の特徴として敢えて説明の必要が無いものであろう。
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ｺ.印刷作業員

この職種においてもプロフィールの特徴と解説内容の間に矛盾とされるものは無かっ

た。かつて言われた「力仕事、全身動作」の必要性は、やはり機械による自動化の普及に

よって低められたことが双方から窺われた。

ｻ.包装工

この職種も「一般事業所事務員」と同様、「職業ハンドブック」では記述されていない。

やはり、作業内容に確たる境界がなく、職種内での技能的な面をはっきりさせにくいとい

うことがあるのではないかと考えられる。

ｼ.配達員

不特定多数の人とのやりとりと、身体的な力が必要な点について、プロフィールと記述

内容はよく対応していると見なされた。

ｽ.清掃員 971

この職種に対して一般に想定される「身体的不快」はプロフィール特徴としては現れな

かった。解説にもその点は強調されておらず、さまざまな形態の清掃作業のいくつかに共

通する特徴が、プロフィール上の特徴に反映していると考えられた。

以上の結果を概観する限りでは、多くの件数が集まった 1 3 職種のうちの 1 1種では、「職業

ハンドブック」に記述された職務内容や特徴との整合性は高いと考えられた。したがって、

「職業探索」を進める中では、大部分の職種データは複数のデータ件数を持っていることか

ら、１件、１件の特定データだけに拘ってしまうことなく、同一の分類に属する他のデータ

を併せて参照させ、情報のバランスを取らせることによって、広く「職種」との適合性を検

討していくことが可能になると考えられる。
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第６章　「職業の概説（仮称）」に向けた解析

第１節　職業探索における「職業の概説（仮称）」の構想
「職業探索システム」はデータベースを利用して、さまざまな職務の情報を、本人や本人

を取り巻く人々に提供して、職業相談を効果的に進めるためのサポートを目指すものである

が、時により、職業全体への知識が不十分だったり、特定職種に対する部分的な関心が強い

場合には、個々の職務を検索して見るだけでは職業相談を進めるプラスとならないことも予

想される。そうした場合には、職業の全体像や特定の職種群が持つ特徴などについての概説

を、個々の職務検索に先だって提供することが有効と考えられる。それによって、特徴の異

なる職種群が存在することや、それぞれの職種が求める要件の違いを考えるための枠組みを

提供し、既に持っている職業情報とのバランスを取ることにも役立たせようとするものであ

る。

そのために、1 3 職種の相対的な特徴を描き出すために導き出した因子分析の結果をさらに

利用し、データベースの中の職種全体を体系づけて、大きな区分を導きだして職業情報とし

て作り上げることを提供するためのサブシステムを作成することにした。ここでは、そのシ

ステムを仮に「職業の概説」と呼称することにした。

そうしたシステムが併せ持つ条件として、以下のことが考慮されるべきとされた。

・職種を群に分けるために示されるカテゴリーは理解され易いことが必要である。

・情報内容は複雑過ぎないようにして、所要時間も興味を持続して視聴出来る長さとする。

・カテゴリー化した全体的な情報を画一的に提供するのではなく、複線的な流れを工夫する。

・最初から、特定の職種群についても、選択的に視聴できる方式を併せ持つようにしたい。

・自己の（職業情報に対する）興味に基づき、適合性の高い職種群を優先的に情報提供でき

る方式が望ましい。

第２節　職種分類カテゴリー作成に向けたクラスター分析
(1)階層的クラスター分析の利用

データベースに収録した全職種を分類するために、因子分析の結果を利用した階層的クラ

スター分析を行うこととした。クラスター分析は、「互いに似ているもの」をまとめていく

分析であるため、何をもって似ていると見なすか、すなわち、類似性の測度として何をとる

かにより、結果は大きく変わってくる。ここでは、類似性の測度として相関係数を用いるこ

ととした。その理由としては、調査票への記入を各事業所の担当者に一任したため職務の評

定基準が必ずしも統制されていない可能性があるが、何が重視されるべきかについては職種

によって記入者間でも相対的に安定していると考えたこと、職務調査票が主として３件法に
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よる評定項目からなるため職務に対する要請の強さという量的な情報としては敏感ではない

と考えられること、が挙げられた。

また、クラスターの連結方法として採用したグループ間平均連結法は、ウォード法や最近

隣法等に比べ、クラスターの大きさが均一でない場合に適した方法である。収集された職種

の産業分類・職業分類の分布状況から、職務クラスターの大きさがかなり異なることを予想

して採用したものである。

(2)階層的クラスター分析の結果

探索的な解析の結果、クラスター数を１０とした場合の解がまとまりがよく解釈も容易で

あると考えられた。その結果を図20としてデンドログラムで示した。

全体として、クラスター１,２,３,４,８,９, 1 0 のまとまりと、クラスター５,６,７のまとまり

とに大きく２つに分けられることが窺われる。また、クラスター１と８、クラスター３と４、

クラスター５と６は、他に比べ類似性が高いことが示された。また、クラスター２は、前半

のまとまりの中でも比較的他のクラスターとは隔った関係にあることが見られた。

第３節　10クラスターと平均因子得点との関連
図 2 1 ―①、図 2 1 ―②は、1 0 の職務クラスターの因子得点（Ｅ１－Ｅ９因子及びＰ１－Ｐ

４因子）ごとの得点パターンを比較するために図示したものである。実際の平均値は巻末の

付表５に示した。

クラスター１

クラスター８

クラスター９

クラスター３

クラスター４

クラスター10

クラスター２

クラスター５

クラスター６

クラスター７

図20 デンドログラム
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それぞれのクラスターの示す折れ線の凹凸を取り上げて整理した結果を表 1 7 に示した。

なお、略記のＥは環境側の（emvironmental）、Ｐは個人側（personal）を意味させている。

それぞれのクラスターに属するとされたデータ件数も示した。最も多くの件数が該当した

クラスターは第５クラスターで 5 6 6 件に上り、全体の 1 6 ％を占めた。最も件数の少なかった

クラスターは第１クラスターで 1 4 8 件、全体の 4 . 2 ％に留まった。第５クラスターとほぼ拮

抗した件数を示したのが第２クラスターで 5 5 4 件であった。これらに続いて、件数の多かっ

た順に、第９クラスター、第 1 0 クラスター、第６クラスター、第４クラスター、第３クラ

スター以下は10％を切っていた。

職種クラスター１を特徴づけているのは「温度・湿度条件の厳しさ」「作業量の変動」因

子得点平均値の高さと「作業の複雑さ」及び「事務的能力」因子得点平均値の低さである。

そこから、繁閑の時期（時間）があり、職場の温度・湿度条件が厳しく、作業工程が比較的

単純な職種が相当するものと考えられた。クラスター２は「身体的な不快さ」と「全身的な

力仕事」の因子得点平均が高く、「外部者とのかかわりの多さ」及び「照明条件」因子得点

平均が低い傾向にあった。したがって、屋内において定型的ながら、緻密さは要求されない

が身体的な負荷が大きい作業に従事する職種像が浮かび上がった。クラスター３では「身体

的な不快」と「外部者とのかかわりの多さ」得点が高い一方で「作業の複雑さ」「共同作業」

及び「事務的な能力」得点が低かった。これだけでは、職種のイメージが掴みにくかったが、

次節で示す表 1 9 を眺めると明らかになるように、屋外の現場を多く含む機械運転を必要と

する職種と考えられた。 クラスター４の特徴は高い「作業の共同」得点と低い「作業の複

雑さ」と「事務的な能力」得点であり、対人折衝や連携を必要とするサービス業や製造業が

考えられた。クラスター５は高い「作業の複雑さ」「事務的な能力」得点が明快に表すよう

に、単なる事務作業を超えた専門性の高いデスクワークを含む職種が考えられた。

クラスター６は「外部者とのかかわりの多さ」「事務的な能力」得点の高さが特徴的であ

り、販売事務や外交セールスに関わるような職種が考えられた。クラスター７は因子得点の

高低からはイメージを持ちにくいと言えた。すなわち、高い因子得点平均を示すのは「温

度・湿度条件の厳しさ」「外部との接触」「事務的能力」「力仕事・全身動作」で、低い得点

は「身体的な危険度」「照明条件」「嗅覚・味覚」であった。これらの特徴と実際に所属させ

られた職種データを対照すると、得意先を回り、専門的なメインテナンスやセールス活動を

する職種が該当するものと推定された。クラスター８は「温度・湿度条件の厳しさ」「変則

的勤務」以上に「嗅覚・味覚」得点の高さによって特徴づけられており、食物を扱う職種が

該当すると考えられた。クラスター９の特徴は「変則的勤務の多さ」と「外部者とのかかわ

りの少なさ」となろう。特に「変則的な勤務」の要因は際だっており、それらの職種や職場

では、個人側の能力条件が問われる以上に、そうした勤務条件が必須だったり、一般化して

いる状況が窺われた。それらは交替勤務のある製造業や、特定範囲と接するサービス業など
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が該当していた。クラスター 1 0 は「照明条件の必要度」が際だっており、「身体的な危険」

「手作業・看視能力」の程度が示すように、視覚や細かい手指機能を使用する職種が想定さ

れた。なお、各クラスターごとの平均因子得点の数値データは付表８として巻末に付した。

表17 各クラスターと平均因子得点の高低

クラスターNo 件数 高得点 低得点

クラスター１ 148 Ｅ２、Ｅ４ Ｅ３、Ｐ１

クラスター２ 554 Ｅ１、Ｅ５、Ｐ２ Ｅ６、Ｅ９

クラスター３ 274 Ｅ１、Ｅ６ Ｅ３、Ｅ８、Ｐ１

クラスター４ 348 Ｅ８ Ｅ３、Ｐ１

クラスター５ 566 Ｅ３、Ｐ１ Ｅ１、Ｐ１、Ｐ２

クラスター６ 370 Ｅ６、Ｐ１ Ｅ１、Ｅ７、Ｅ９、Ｐ３

クラスター７ 176 Ｅ２､Ｅ６､Ｐ１､Ｐ２ Ｅ５、Ｅ９、Ｐ４

クラスター８ 248 Ｅ２、Ｅ７、Ｐ４ Ｅ１

クラスター９ 420 Ｅ７ Ｅ６

クラスター10 394 Ｅ５、Ｅ９、Ｐ３ Ｅ７
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このような、各クラスターの持つ含蓄に関する検討の一部は既に明らかにしてきたが（吉

光他、1 9 9 7）、それぞれに属する具体的な職種の像を重ね合わせて吟味することによって、

さらに明らかにできるはずであるが、ここまでの解析によって、データベース全体を情報内

容とする際の枠組みとしての有効性を十分に期待できると判断されたので、以後、これらの

各クラスターを職種分類カテゴリーと呼称して記述していくことにする。

第４節　職種分類カテゴリーに沿ったデータの整理
(1)複数カテゴリーに分かれた「職種」

一連の統計的解析の結果として得られた各職種カテゴリーに沿ってデータを分類して、そ

れらを職種（小分類）にまとめた。その結果は巻末の付表６に示した。

これらの結果を眺めると、いくつかの職種は複数のカテゴリーとの間にまとまった件数を

示していることが認められた。すなわち、「職種」は同じでも実際の作業内容の特徴や職場

環境等の条件から、何種類かの下位グループに分かれていたのである。そうした中でも、数

のまとまりが比較的はっきりと認められた職種の状況を表18として示した。

表18 複数カテゴリーに分かれた「職種」

小分類番号 職　種　名 所属カテゴリー

０４１ 建設技術者 Ⅴ　Ⅶ

２１１ 総務事務員 Ⅴ　Ⅵ

２４１ 販売事務員 Ⅴ　Ⅵ

３１４ 小売店販売員 Ⅴ　Ⅵ　Ⅶ Ⅸ

３１７ 商品販売外交員 Ⅴ　Ⅵ　Ⅶ

５２３ 貨物自動車運転手 Ⅲ Ⅶ

６８１ 金属工作機械工 Ⅱ Ⅸ

７４１ 自動車部品組立工 Ⅳ Ⅸ

８１６ ミシン縫製工 Ⅱ　Ⅳ Ⅹ

８５３ 印刷作業員 Ⅱ　Ⅹ
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ここで整理した範囲では「小売店販売員」が最も多くのカテゴリーとの間にまとまった件

数を示し、店舗の形態、販売品目、事業所規模等によって、職務として果たすべき役割がか

なり異なることが窺われた。

これらの職種では、平均像に関する情報提供だけではなく、特徴を異にする就業の形が存

在することも情報に付加していくことが必要となろう。それらは本調査が明らかにした興味

を引く知見と言うことができよう。これらの職種以外にも、追加の調査によってデータ件数

を増したならば、複数のカテゴリーに分離しそうな職種もあったが、件数の絶対数が少ない

ため、あえて取り上げなかった。

(2)職種分類カテゴリーによるデータ整理

複数のカテゴリーにまとまったデータ件数を示した「職種」は、それぞれ独立させて扱い

「○○○－①」「○○○－②」のように独立させて、各職種カテゴリーと職種（小分類）の関

連を整理して示したのが表 1 9 である。なお、整理した結果の全体は付表９として巻末に示

した。

表19  分類カテゴリーに沿った「職種」の整理

データ数 割合

Ⅰ 352美容師　314小売店の一部　354クリーニング工　373キャディ 148 4.2

Ⅱ

463養畜　671化学工①　683鉄工　714機械器具修理工　853印刷作業員①　481漁業　684板金工　723制

御機器組立　639セメント製品製造工　685メッキ工　663鋳物工　金属材料製造①　681金属工作機械工

①　691金属家具工　742自動車整備・修理　692金属製品製造工　787肉製品製造工　699ハンダ・切断

701ガス溶接・切断工　862ゴム製品製造工　681ＮＣ・ＭＣ　821製材工　844紙加工　825家具・建具工

864プラスティック成形工①　682プレス工　933とび　938配管工　951土木・舗装作業　965荷造工

554 15.8

Ⅲ
461植木・造園　529トラック、ミキサー　979洗浄工　522乗用自動車　613採石、石工　

523貨物自動車①　914建設機械運転士　963倉庫作業
274 7.8

Ⅳ
314ガソリンスタンド店員　816ミシン縫製工①　903塗装工　432警備員　908包装工　

728電子機器部品製造工　819繊維製品　741自動車組立工①　971清掃員①
348 10.0

Ⅴ

022機械技術者　211総務事務①　212企画調査　241営業・販売事務①　025電気技術者　122記者・編集

者　213一般事務　041建築技術者①　134デザイナー　221金銭出納事務　241金融保険事務　042土木技

術者　223会計・経理　272事務用機器操作　044情報処理技術者　851組版作業員　314小売店員①　317

仕入れ・販売外交員①

566 16.1

Ⅵ
041建築技術者②　314小売店員①　321不動産　964配達員　325サービス外交員　211総務事務②　314

卸売り店員　317仕入れ・販売外交員②　926電気工事作業者　241営業・販売事務②
370 10.6

Ⅶ 317仕入れ・販売外交員③　523貨物自動車②　714機械修理　742自動車修理　964ルートマン 176 5.0

Ⅷ
063看護婦　071寮母・保母　314デパート、スーパー店員　361調理人　789弁当製造　314飲食料品店員

371給仕　373接客　782パン・菓子製造工　786水産物加工　
248 7.1

Ⅸ

063看護婦・看護士　211受付事務　314小売店員③　373接客係　671化学工②　733電気機器検査　663

鋳物工②　681金属工作機械工②　741自動車組立工②　864プラスティック成形工②　726半導体製造工

971清掃員②

420 12.0

Ⅹ

041建築技術者　381建物管理　816ミシン縫製工②　713一般機械器具組立修理工②　852製版作業員

965梱包工　971ビル清掃　728プリント基板工　728電子機器部品　733電気器具検査　681金属工作

681ＮＣ　853印刷作業員②

394 11.3
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表 1 9 から窺われたカテゴリーの特徴とそれに該当する職種名が対応して現れているかを

以下に確かめることにする。

「繁閑があり、温度・湿度条件が厳しい、作業が比較的単純な職種」と考えられた職種カ

テゴリーⅠには、「美容師」「クリーニング工」「キャディ」「小売店販売」が対応を見せた。

職種カテゴリーⅡの「屋内において、定型的ながらも身体的な負荷が大きい職種」との特徴

に対しても、「畜産」「鋳物工」「金属工作機械工」「板金工」「自動車整備・修理工」「肉製品

製造工」「家具・建具工」「印刷作業員」「配管工」「荷造工」などが職種名に上がっていて、

よく整合していると考えられた。ただし、一部に「舗装工」のように屋外の職種も入り込ん

でいた。職種カテゴリーⅢは「現場での機械運転の職種」と受け止められたが、職種名には

「植木・造園」「貨物自動車」「トラック」「ミキサー車」「採石・石工」「建設機械運転士」

「倉庫作業」などが挙がっていた。職種カテゴリーⅣは「対人折衝や連携を必要とするサー

ビス業や製造業」と考えられ、「ガソリンスタンド店員」「警備員」「塗装工」「包装工」「清

掃員」などの該当が見られた。職種カテゴリーⅤは「専門性の高いデスクワークを含む職種」

と見なされ、「情報技術者」「記者・編集者」「デザイナー」「企画調査」「会計・経理」「組版

作業員」などの職種に良く対応していた。職種カテゴリーⅥの「事務作業を伴う、外交セー

ルスや販売に関わる職種」に対して、「建築技術者」「営業・販売事務」「卸売店員」「不動産

販売」「サービス外交員」などが対応していた。職種カテゴリーⅦ「得意先を回り、専門的

なメインテナンスやセールス活動をする職種」に、「仕入れ・販売外交員」「貨物自動車運転」

「機械修理」「ルートマン」などが対応した。「食物を扱う職種」と見なされたカテゴリーⅧ

には「デパート・スーパー店員」「調理人」「給仕」「パン・菓子製造工」「水産物加工」「弁

当製造」に加えて「看護婦」「寮母」も含まれていることが目を引いた。職種カテゴリーⅨ

の「変則的な勤務」に対しては、「看護婦」「小売店員」「半導体製造工」「電気機器検査」

「清掃員」が対応していた。職種カテゴリーⅩは「視覚や細かい手指機能を使用する職種」

が想定されたが、やはり、「建築技術者」「金属工作」「機械組立・修理工」「プリント基板工」

「ミシン縫製工」「製版作業員」のような対応する職種名が挙がっていた。

以上のクラスター分析の結果は「職業の概説（仮称）」を具体化に利用するためには格好

の条件を持っていると考えられるが、なお、他の解析手法の利用も考慮しながら、「職業の

概説（仮称）」の具体化を考えていくこととした。
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第７章　「職業の概説（仮称）」の具体化の方向

第１節　想定されるサブプログラムの構成
第６章において構想したサブシステムの、プログラムの流れは、当面、図 2 2のように考え

られる。

┌──────┐
│全体の概説　│
│ ├┬┬─────────────────→終了
└──────┘││

││
││　┌───────┐
│└→│自己の興味に沿│
│　　│って、見るべき│
│　　│職種カテゴリー│　　　　　　　　
│　　│を確かめる　　├───────→終了
│　　│　　　　　　　│
│　　└─────┬─┘
│　　　　　　　　↓
│　　　　　　　┌──────┐
└──────→│あるカテゴリ├───→終了

│ーを指定して│
│見る │
└───┬──┘

↓
┌──────┐
│別のカテゴリ├───→終了
│ーを指定して│
│見る（反復）│
└──────┘

図22 「職業の概説（仮称）」のプログラムの流れ

このサブプログラムを選択した場合は先ず、1 0 程度のカテゴリーの区分に従って職種群の

特徴説明と、それぞれを代表する職種の文字や写真画面がナレーション入りで提示される

（「全体の概説」）。「全体の概説」が終了すると、選択画面が現れて、三通りのうちの一つを

選択することになる。つまり、①そのまま終了する、②どのカテゴリーが興味に近いかを確

かめる、③特定のカテゴリーの代表的職種の解説を見る、のいずれかを選択できる。②を選

んだ場合は５つの質問が提示され、二者択一で回答すると、回答パターンによって第１候補

と第２候補のカテゴリーが提示される。それとともに、「カテゴリー別情報に進むか」が尋

ねられ、1 0 カテゴリーのいずれかを選択すると、カテゴリー別に編集された、職種群の特色

やカテゴリーを代表する 1 0 前後の職種の内容等の情報が文字や写真画面がナレーション入

りで提示される。選択したカテゴリーの情報が終わると、「続けて別のカテゴリーを見るか、
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終了するか」が尋ねられる。「続けて別のカテゴリーを見る」を選択すると、再び、1 0 カテ

ゴリーのいずれかを選択できる。③を選んだ場合は、直ちに 1 0 程度のカテゴリーのいずれ

かを選択して画像と説明を見ることができる。選んだカテゴリーが終わった時は、「続けて

別のカテゴリーを見るか、終了するか」が尋ねられ、終了を選ぶまで繰り返される。

第２節　提示カテゴリー選択のための質問群
「自己の興味に沿って」特定カテゴリーに含まれる職種の情報を優先的に提供していくた

めに、いくつかの質問を準備して、それらに対する回答に基づいて、特定カテゴリーの情報

を視聴するよう勧めることが適当と考えられる。そのために、各カテゴリーの持つ中心的な

特徴を考慮しながら、カテゴリーの選択の鍵になりそうな質問を準備した。表 2 0 にそれら

の内容例を示した。

表20 カテゴリー選択のための質問例

質問No 左側に置く選択肢（○） 右側に置く選択肢（●）

質問１ 身体全体を十分に使って行う仕事　－同じ場所で、主に手を使って作業する仕事

質問２ 機械を操作することが必要な仕事　－手や簡単な道具だけを使う仕事か

質問３ 動物、植物や食べ物を扱う仕事か　－紙、木材、金属などの物を扱う仕事か

質問４ 社員が出入りや、来客が多い仕事　－社外の人や他の部署の人と関係しない仕事

質問５ グループの連携や共同が必要な仕事－自分が計画して、自分のペースでできる仕事

質問の形式は「はい vs いいえ」ではなくて、対立的に置いた文章のどちらかを選択させ

る方式が妥当と考えられる。これ以上に質問数を増やすと組合せのパターンが爆発的に増加

して、それぞれの場合に推奨するカテゴリーへと結び付けることが複雑になるので、質問例

は５問に留めた。
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第３節　質問例への回答パターンと提示カテゴリー
準備を記述の５問とした場合に、左側の選択肢を選ぶこと（○と略す）と、または、右側

の選択肢を選ぶこと（●と略す）が組合わさるパターンは 3 2 通りとなる。そこで、それぞ

れの場合にどのカテゴリーを選ぶことを勧めるべきかを、各カテゴリーの特徴を考慮しなが

ら整理し、各パターンにカテゴリーを二つずつ対応させる方式を表 2 1 に示した。回答パタ

ーンの表示は、例えば「１ ②３ ４ ５ 」なら、第２問に対してだけ左側の選択肢を選び、他の

質問には右側の選択肢を選んだ場合を示すようになっている。

表21 回答パターンと提示カテゴリーとの対応表（暫定案）

回答のパターン カテゴリ 職種例 カテゴリ 職種例
１ ２ ３ ４ ５ Ⅳ 塗装工など Ⅴ 事務機器操作など
① ２ ３ ４ ５ Ⅰ 漁師など Ⅳ 梱包工など
１ ②３４５ Ⅴ 医療事務など Ⅹ 建築設計
１２ ③４５ Ⅷ パン・菓子製造 Ⅸ 弁当製造
１２３ ④５ Ⅳ 公園整備員 Ⅴ デザイナー
１ ２ ３ ４ ⑤ Ⅴ 編集者 Ⅹ 製版工
①②３４５ Ⅱ 自動車修理 Ⅲ 酪農
①２ ③４５ Ⅰ 豆腐店 Ⅱ 養殖漁業
①２３ ④５ Ⅳ 警備員 Ⅵ 営業セールス
① ２３４ ⑤ Ⅲ 紡績工 Ⅹ ミシン縫製
１ ②③４５ Ⅱ 農業 Ⅵ トリマー
１ ②３ ④５ Ⅵ インストラクター Ⅶ 訪問販売員
１ ②３４ ⑤ Ⅸ コンビニ店員 Ⅹ ポスター製作
１２ ③④５ Ⅰ 豆腐店 Ⅷ スーパー店員
１２ ③４ ⑤ Ⅷ 水産物加工 Ⅸ 保線工
１２３ ④⑤ Ⅴ 銀行窓口事務 Ⅵ 不動産販売
①②③４５ Ⅱ 養豚 Ⅲ 造園業
①②３ ④５ Ⅳ ＧＳ店員 Ⅶ 輸送トラック運転手
①②３４ ⑤ Ⅲ クレーン車運転手 Ⅹ プリント基板製造
①２ ③④５ Ⅰ 漁師 Ⅶ ルートマン
①２ ③４ ⑤ Ⅲ 倉庫作業 Ⅷ コック
① ２３ ④⑤ Ⅳ ＧＳ店員 Ⅸ コンビニ店員
１ ②③④５ Ⅱ 枝肉加工 Ⅶ 出前
１ ②③４ ⑤ Ⅵ 出前 Ⅸ コンビニ店員
１ ②３ ④⑤ Ⅴ 建築設計 Ⅶ 販売外交員
１２ ③④⑤ Ⅷ デパート食品売場 Ⅸ ウェイター、ウェイトレス
①②③④ ５ Ⅱ 飼育係 Ⅲ 造園業
①②③ ４ ⑤ Ⅱ 飼育係 Ⅲ 造園業
①② ３ ④⑤ Ⅶ 大型機械修理 Ⅸ ビル清掃員
① ２ ③④⑤ Ⅰ 弁当販売 Ⅷ スーパー店員
１ ②③④⑤ Ⅶ 出前 Ⅸ 食料品店員
①②③④⑤ Ⅶ ルートマン Ⅸ コンビニ店員
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第４節　他の職業分類カテゴリーとの比較
職業を分類するカテゴリーはその目的や対象をどう考えるかによって、さまざまに構成可

能である。何を分類の「基準」とするかについても、多くのアプローチがある。諸外国の例

を見ても、各国でさまざまな目的のために独自の職業分類体系が構築されてきている。

わが国で障害者と職種、作業内容との関連を分析した研究として、労働省職業安定局

（1 9 6 7）や雇用職業総合研究所（1 9 8 4）等がある。前者は障害者の就業可能職種として 1 6 2

種の作業内容を「単純反復作業」「肉体作業」「手作業」「機械操作作業」「機械監視作業」の

５類型に区分して示し、後者はクラスター分析によって、「事務的職業領域」「設計技術的職

業領域」「保安系管理的職業領域」「対人サービス的職業領域」「単純技能的職業領域」「簡易

作業的職業領域」等の心身障害者の職業を 1 5 類型に分類して見せた。しかし、これらは、

いずれも雇用事例の分析から導いたものであり、職業情報を狭く扱うことになっており、ま

た、研究のまとめを超えて本人や周囲へのフィードバックへの考慮まではされていない。こ

れらに対して、上坂( 1 9 8 4 )によるカテゴリーは、本人等への情報のフィードバックを目的に

構成されている。

ここまでの作業及び検討は、障害者やその周辺の関係者に対して、職業全体の概観や一定

の特徴を共有する職種群についての情報提供する際に分かり易い、1 0程度の職種カテゴリー

について検討を進めてきた。この分類カテゴリーによる情報提供の特色を考察するために、

他の職業分類カテゴリーと比較対照することにした。その対象として、ここでは上坂らの大

阪府職業カウンセリングセンターにおける「障害者職業分類」と、わが国における職業を最

も広範に取り上げているものとして日本労働研究機構（1 9 9 7）の「職業ハンドブック」を取

り上げた。

なお、上坂によるカテゴリーは、ａ：身体作業の職務、ｂ：手腕作業の職務、ｃ：簡易な

機械操作の職務、ｄ：組立作業の職務、ｅ：半技能的な職務、ｆ：対人・サービスの職務と

なっており、「職業ハンドブック」によるカテゴリーは、１：生産関連の職業、２：建設の

職業、３：オフィスの職業、４：販売の職業、５：専門、対事業所サービスの職務、６：個

人・家庭向けサービスの職業、７：福祉・社会サービスの職業、８：医療・保健の職業、

９：教育の職業、1 0 ：運輸・通信の職業、1 1 ：マスコミ・デザインなどの職業、1 2 ：自然

を対象とする職業となっている。

図 2 3 は、職業を最も広範に取り上げた「職業ハンドブック」を中心に置いて、各分類の

区分に含まれる職種の関係を大まかに図示したものである。
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「職業ハンドブック」の 1 2 のカテゴリーのうち、本研究において考案した分類の中に対

応するカテゴリーがないと見なされたのは「９：教育の職業」であった。これは、調査結果

の分析から、カテゴリーとして分離してこなかったのではなく、本研究の中で行った職務調

査を官公庁や教育機関、宗教法人などを含めずに、あくまで一般的な事業所を対象にしたこ

とによって、学校教師の職務の回答が皆無であったことによるものである。したがって、本

研究の分類の他のカテゴリーにも「学校教師」の職種は含まれていない。また、「職業ハン

ドブック」の特定カテゴリーのうち、本研究で取り上げた職種の少数しか該当しないカテゴ

リーは、「７：福祉・社会サービスの職業」「８：医療・保健の職業」「1 1：マスコミ・デザ

イン」「1 2 ：自然を対象とする職業」と考えられた。この一因としては、本研究の調査方法

では事業所の中心となっている基礎的な、いわば「伝統的な」職種の情報が集められたのに

対して、「職業ハンドブック」では目新しい職種、独自性のある職種、そして、資格・学歴

と関わる職種に重点が置かれていることがあろう。本研究の調査では、これらの分野に関す

る職種の情報も含まれたが、具体的な職種数やそれぞれの件数はそれほど多くなかったとい

えよう。

一方、「職業ハンドブック」の「１：生産関連の職業」「２：建設の職業」「３：オフィス

の職業」「４：販売の職業」「５：専門、対事業所サービスの職務」「1 0 ：運輸・通信の職業」

には、本研究の３種以上のカテゴリーの部分が組み合わさって対応する形となっていた。例

えば、「１：生産関連の職業」に対しては、本研究におけるカテゴリー２、カテゴリー４、

カテゴリー８、それにカテゴリー 1 0 が、それぞれいくつかの職種を輻輳して包含するカテ

ゴリーとなっている。

上坂による分類は「学業遅滞児の職業適性」を目指しただけに、本研究と比べると、カテ
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ゴリー数、作業（職種）の広がりも限られている状況が図から窺え、「職業ハンドブック」

の「３：オフィスの職業」「７：福祉・社会サービスの職業」「８：医療・保健の職業」

「９：教育の職業」「1 1：マスコミ・デザインなどの職業」の分類に含まれる仕事は見あたら

ない。

このような図による直観的な把握からも、「職業ハンドブック」は高校、多分に大学卒業

後の進路のための職業ガイドの性格を持っており、職種の分類・説明も独自の体系づけによ

ってなされ、資格取得が条件となる職種や時代の先端的な職種に比重が掛かっていることが

窺われたと同時に、本研究がまとめた情報は「教育の職業」等の専門的職業、或いは公務員

等の身分を有する職業に対しては弱いことが示唆されたと言える。

しかし、逆に、そうした専門的職業、公務職種、資格職種等についての検索やガイドは他

の媒体に委ねることができることであり、本研究の成果となる「障害者職業探索システム」

によって提供できる職業情報は、従来、利用されてきた枠組みや情報内容に関して、大きく

拡大して、充実させた内容を提供できるものと考えられた。
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第８章　本報告書のまとめ

本報告書は平成８年７月発行の中間報告書「障害の多様化等に対応する職業探索システム

等の開発に関する研究―その１―」に続けての中間報告であるが、主な内容は、「職務検索」

サブシステムを動かすためのデータベースを作成するために行った「職務調査」に関するま

とめである。３年度にわたった調査の終了に当たって、関連して行った作業の経過及び成果

をまとめた。

この調査の狙いは、「職種」に関する資料を事業所ごとの個別的な条件の幅を反映させな

がら集めることであった。そのために、従来の職業研究で採用されてきた専門家による職務

調査の手法を採らず、企業内の担当者にやや面倒な調査票への記入をお願いした。そのため、

回答担当者の記入し易さに配慮して、特定従業員の仕事の中身となっている「組み合わせら

れた職務」を調べる「職務調査」の形式とした。しかし、経済状況が厳しさを増しつつある

中で、経営上の困難、不安にも拘わらず、経営者、管理職の方が調査への協力を決定してい

ただいたこと、そして、担当者となった方が多忙な時間を割いて調査票に記入していただい

たことに対しては、担当研究員一同は心からの謝意を表するものである。

「職務調査」によって収集したデータの一件一件は、平均化された職種情報と異なり、そ

れぞれの事業所の独自性を反映するもので、可能性を広げながら検索できるデータベースの

構築を可能にした。３年度を通した郵送調査の回収率は 2 5 . 2 4 ％であり、4 , 0 0 0件に近づくデ

ータ数になった。今後、特定職種に対して、同一質問票による補充調査を予定しているので、

データベースの中の件数はさらに追加されるはずである。

データベースに集積した「職務調査票」からのデータの概要を把握するために各種基準に

よる分類や統計的な処理を行った。そのようにして、どのような産業領域や、どれくらいの

数の職種を網羅できたのかを確かめた。産業別には、データの 4 2 ％が「製造業」、1 9 ％が

「卸売・小売業、飲食店」、1 7 ％が「サービス業」となった。時代の趨勢を反映して、「鉱業」

は0.9％に、寡占的な色彩が強い「電気・ガス・熱供給業」は0.3％に留まった。

一方、職種を大分類別に見ると、「技能工、採掘・製造・建設の職業および労務の職業」

が48％弱を占め、「サービスの職業」が16％あまり、「事務的職業」が13％弱となっていた。

「管理的職業」は 0 . 1 3 ％、「保安の職業」は 0 . 5 1％であった。中分類による整理で多かった職

業は、「商品販売（1 4 ％）」「金属加工（7％）」「一般機械器具組立・修理（5％）」「自動車運

転（4％）」等であった。さらに、小分類による整理では 2 8 3 職種に分類された。この最終的

な分類によって、職種として最も多くの件数がデータベースに収められたのは「販売店員

（2 7 8 件）」で、その他、5 1 件以上の職種は「建築技術者」「金銭出納事務」「印刷作業員」

「清掃員」等の13職種であった。一方、収められたデータが１件のみの職種は「窯業原料工」
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「時計修理工」「製茶工」等の 5 8 職種となっていた。条件の幅を持たせた「職種」のデータ

を準備するという点からは、最低２件以上のデータが必要な条件となるが、8 0 ％の職種が２

件以上のデータを持っていた。ただし、１件のみの「職種」データといえども職務探索に有

用な情報であり、「条件対比」サブシステム等にとっては重要な役割を果たすことが期待で

きるものである。また、自由記述による回答のうち、当該職務における障害者の従事に関す

る回答の結果は、全体の 3 7 ％にあたる 1 , 3 8 1 件が何らかの障害を持つ人々が就業していると

回答していた。このことは、障害者を雇用している企業からの回収が進んだこと、あるいは、

回答した企業では障害者が従事している職務について回答した場合が多かったことが窺われ

た。

データベースの情報内容を別な角度から、すなわち、調査票の各質問領域や質問項目が果

たした役割を概観するために、統計的な処理を行い、記入された回答の状況を確かめた。ま

ず、調査の核心的な部分である選択回答式の質問ごとの回答分布を確かめた。その結果、特

定質問における特定選択肢が全く選択されず、実際の役に立たなかった例は見られず、した

がって、ある選択肢が選ばれた数が少ない場合は、そのまま、そうした特定の職務（職種）

が際だった特異性を示すことに繋がることとなった。なお、データ件数の多かった 1 3 職種

については、各質問に対する選択回答の状況を参考資料とした。

以上のような分析、検討はデータ内容を静的に眺めるだけの作業であったが、続いて、二

つの目的に沿ってより動的な分析を加えることとした。その一つは、職種のバラツキをまと

めると平均的な職種像に収束するかという点に見通しを得ることで、すなわち、データベー

スの中の個々のデータは回答者の判断基準の違い等による偏りが含まれていても、データベ

ース全体としては安定した役割が期待できるかということである。それは同時に、今回採用

した調査方法が適切だったかを振り返ることでもあった。そのために、多くのデータが回収

された13職種を取り上げて検討した。

そのための手法として、探索的因子分析による因子の抽出、さらに、質問領域を二分した

因子分析による因子の抽出へと進めた。質問領域を二分した因子分析では、質問領域３「職

務の特徴」と質問領域６「環境条件」を「職場側の持つ、事業所の職務として共通だが、事

業所が持つ特有な条件（職場側の条件）」を表すと見なし、質問領域４「職務遂行に必要と

される特質等」と設問５「身体条件」とを「その職務を遂行する個人側に求められる能力・

特性の条件（個人側の条件）」と見なして、それぞれに因子分析を行った。

「職場側の条件」に関しては９因子を採用した。第１因子は「騒音」「振動」といった項

目に強い影響を持っており「身体的な不快因子」と考えられた。第２因子は「温度・湿度の

因子」と呼称することにした。第３因子は「手順」「初期教育」「機械操作」といった作業手

順や内容の複雑さに関連した「作業の複雑さの因子」と考えられた。第４因子は「月変化」

「年変化」といった項目への影響が強く「仕事量の変動の因子」と考えられた。第５因子は
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「火傷」「有毒」「感電」といった項目への影響が強く「身体的危険の因子」と考えられた。

第６因子は「屋外」「外出」といった項目に対して正の影響が強く「屋内」に対して負の影

響が強いことから「外部者との接触の因子」と考えられた。第７因子は「交代勤務」「夜間

勤務」「土日勤務」といった項目への影響が見られ「変則的勤務の因子」と考えられた。第

８因子は「共同作業」に対して正の負荷が見られ、かつ「単独作業」に対して負の負荷が見

られることから「共同・連携作業の因子」と考えられた。第９因子は「特殊照明」「通常よ

り明るい照明」といった項目への影響が強く「照明条件の因子」と考えられた。

「個人側の条件」に関しては４因子までを採用することとした。第１因子は「筆記具」

「文書作成」「論理判断」「文書理解」等の事務的な作業に必要とされる認知的・言語的能力

に関連して「事務的能力の因子」と見なされた。第２因子は「持ち上げる」「運ぶ」「押す」

等の体力を必要とする全身的な運動に関連すると見なされ「力仕事・全身動作の因子」と見

なされた。第３因子は手腕を使うことに関連する項目や視覚的な能力に関連する項目への影

響が強いことから「視力に依存した看視、手作業の因子」と見なした。第４因子は「におい」

「味」への影響が強いことから「嗅覚・味覚の因子」とみなした。

こうして得られた因子構造に従って、データごとに 1 3 ずつの因子得点を算出し、1 3 職種

における平均因子得点パターンを求めて、それらの部分的特徴が示す「職種」としての特徴

を、従来の職業情報の記述と対照した。その結果は概ね満足できるものであった。

次の目的は、ここまでに得られた結果を利用しながら、今回の調査結果の全体像をひとま

とまりの情報として提供する時に必要となる、さまざまな職種について紹介する枠組みを得

ることであった。既存の形式的な枠組みと今回の調査結果ではバランスがとれず、独自の調

査結果を生かした基準枠が望ましいと考えられた 。そこで、前述の因子分析の結果にクラ

スター分析を利用したところ、10のクラスターを得た。

クラスター１を特徴づけていたのは「温度・湿度条件の厳しさ」「作業量の変動」因子得

点の高さと「作業の複雑さ」因子得点の低さで、繁閑の時期（時間）があり、温度・湿度条

件が厳しく、作業工程が比較的単純な職種が相当すると考えられた。クラスター２は「身体

的な不快さ」と「全身的な力仕事」の因子得点が高く、「外部者とのかかわりの多さ」因子

得点が低い傾向にあった。したがって、屋内において定型的ながら、身体的な負荷が大きい

作業に従事する職種が浮かび上がった。クラスター３は「身体的な不快」と「外部者とのか

かわりの多さ」得点が高く、「作業の複雑さ」と「事務的な能力」得点が低い「現場を中心

とした機械運転の職種」と考えられた。 クラスター４の特徴は高い「共同作業」得点と低

い「作業の複雑さ」と「事務的な能力」得点により、「対人折衝や連携を必要とするサービ

ス業や製造業」が考えられた クラスター５は高い「作業の複雑さ」「事務的な能力」得点が

示すように「専門性の高いデスクワーク」職種が考えられた。クラスター６は「外部者との

かかわりの多さ」「事務的な能力」得点の高さによって「外交セールス、販売に関わるよう
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な職種」が考えられた。クラスター７は全体を総合して「得意先を回り、専門的なメインテ

ナンスやセールス活動をする職種」が想定された。クラスター８は「食物を扱う職種」が該

当すると考えられた。クラスター９は「変則的な勤務条件を伴うような職種」が考えられた。

クラスター10は「視覚や細かい手指機能を使用する職種」が想定された。

そうして、データベース全体を情報として提供する際の枠組みとして有効との判断を得て、

これらの各クラスターを「職種（分類）カテゴリー」と呼称することにした。

最後の整理として、職種（分類）カテゴリーに沿って各データを分類して、それらを各カ

テゴリーの中で職種（小分類）にまとめた。いくつかの職種では複数のカテゴリーとの間に

まとまった件数を示してることが認められ、「職種」の呼称は同じであっても、実際の作業

内容の特徴や職場環境等の条件から、何種類かの下位グループに分かれていることが確かめ

られた。「小売店販売員」が最も多くのカテゴリーとの間にまとまった件数を示し、店舗の

形態、販売品目、事業所規模等によって、職務として果たすべき役割がかなり異なることが

窺われた。調査結果の分析から明らかにしたこれらのことは、「職種」を考える上での意味

ある知見と考えられた。取り上げた 1 0 職種以外にも、追加の調査によってデータ件数を増

したならば、複数のカテゴリーに分離しそうな職種もあったが、件数の絶対数が少ないため、

そこまでの作業は進めなかった。

続いての作業は、これらの知見を含んだ職業情報を提供するためのサブシステムである

「職業の概説（仮称）」のシステムを構成し、システムの骨組みとなる手順等を具体化するこ

とであった。以下の条件を考慮して具体化を進めた。情報内容は複雑過ぎないようにし、所

要時間も興味を持続して視聴出来る長さにする；全体的な情報を画一的に提供するのではな

く、複線的な流れを工夫する；特定の職種群について、選択的に視聴できる方式を併せ持

つ；自己の（職業情報に対する）興味に基づき、それに適合性の高い職種群を優先的に情報

提供する方式を持つ。

特定職種カテゴリーに含まれる職種の情報を「本人の興味に沿うように」優先度を考慮し

ながら提供していくために、複数の簡単な質問を準備して、それらに対する回答に基づいて

行うこととし、各カテゴリーの選択の鍵になりそうな質問を以下のように準備した。質問の

形式は対立的な文章のどちらかを選択させるものとした。

身体全体を十分に使って行う仕事か　　または、同じ場所で主に手を使って作業する仕事か

機械を操作することが必要な仕事か　　または、手や簡単な道具だけを使う仕事か

動物、植物や食べ物を扱う仕事か　　　または、紙、木材、金属などの物を扱う仕事か

社員の出入りや、来客が多い仕事か　　または、社外の人や他の部署の人と関係しない仕事か

グループの連携や共同が必要な仕事か　または、自分が計画して、自分のペースでできる仕事か

これに引き続いて、これらの質問に対する回答のパターンと対応させるべき職種カテゴリ
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ーを整理して、システムの内容の具体化を図った。

かくして、「職務調査」の結果は種々の解析作業を通じた後に、データベースを構成する

だけでなく、「職業の概説（仮称）」サブシステムの中に生かす道筋が示された。

本報告書では取り上げなかった平成９年度を中心とした研究活動として、全体システムに

「日本労働研究機構作成のＣＤ－ＲＯＭ版職業ハンドブック」を併用するための工夫、シス

テムのスタート部分での音声ガイドの利用、各サブシステム単位のマニュアル作成等がある。

一方、平成 1 0 年度に取り組み、完結を目指している活動には、「画像情報データベースの

整備」「使い方の練習（仮称）サブシステムの作成」「視覚障害への利用拡大に向けた検討」

等があり、その経過と成果は、最終報告書及び「使用マニュアル」等の成果物として明らか

にすることになろう。
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資料編

１．事業所訪問調査結果（抜粋）

事業所への訪問調査結果から、次の１８職種について掲載する（括弧内は職業分類番号）。

職業分類番号順になっていないのは、職務内容に関して対比的に見られるよう配慮したため

である。

淡水魚の養殖、販売（48410）･･････････････････････････85

ブロイラー鶏の飼育管理（46320）･･････････････････････86

建築設計（04110）････････････････････････････････････87

発電用ボイラ等の設計（02510）････････････････････････88

みその計量包装作業（90820）･･････････････････････････89

調理麺の製造（トッピング等）（78110）･････････････････90

完成品の梱包（顔料製造）（96510）･････････････････････91

石材加工（65999）････････････････････････････････････92

電車の検査・修繕（74440）････････････････････････････93

茶製造販売等（31423）････････････････････････････････94

鋸の試し切り（69213）････････････････････････････････95

救急絆創膏製造（89999）･･････････････････････････････96

鍍金工程における治具掛け外し（68540）････････････････97

タオル生産係（リネンサプライ）（35415）･･･････････････98

リラクセーショントレーナー（06999）･･････････････････99

デザイナー（13499）･････････････････････････････････100

椎茸栽培（46135）･･･････････････････････････････････101

清掃作業（ビル管理業）（97111）･･････････････････････102
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１．職務の内容と特徴

作業の内容は、主として以下のことを行う。

①給餌

池ごとに所定の量の餌を与える。生育段階に

よって一日の給餌の回数が異なる。

②魚の状態の把握

給餌の時に観察もする。健康状態に異変があ

るときには、担当者の判断で給餌を止めること

もある。健康状態の見分けができるようになる

ために、それほど期間がかかるものではない。

特別な能力がいるわけではなく、仕事への姿勢

が大事である。

③清掃

糞や落ち葉を池から取り除く。

④選別

魚の大きさによって、ある池から別の池に移

す。また、出荷時にも選別が必要となる。

⑤水の管理（天候への対応）

水の管理は養殖にとって最も重要である。台

風、大雨、大雪等の時は不寝番をする。増水す

ると池があふれて魚が流されたり、大量の落ち

葉が流れてきて、排水溝をふさいでしまい、流

れが止まるので、随時清掃をする。水流が止ま

ると、池の水が酸素欠乏になって魚は１時間で

死んでしまう。天候への対応は非常に重要であ

る。社長は年３６５日勤務で休みはない。その

かわり、天候の異常がないときには８時３０分

から１７時までの勤務時間で仕事は終わり、残

業はない。

担当者によれば「この仕事を行うのに事前の

知識は特に必要としない。仕事への姿勢が大事

である。学校で水産関係の専門の学科を修めて

いても、生産現場ではあまり役に立たない。好

きだからとにかくこの仕事をやりたい、という

気持ちを重視する。最低限の資質としては、生

き物に関われる人であること。生き物に対する

感覚を備えている人でないと、この仕事は難し

い。生き物に対して不自然なことをするとトラ

ブルが生じる」とのことだった。

２．訪問事業所の状況

ニジマス・アマゴ・イワナ等の淡水魚の養殖

を行っている。従業員は５名で、他にパート勤

務の人が数名いる。養殖、出荷の他、釣り堀を

経営する。釣り堀は春～秋が忙しく、休日にお

客さんが集中する。土・日が荒天だと売り上げ

は減る。火曜日が定休日。祝日は出勤し振替休

日を取る。

３．障害者雇用の状況及び可能性

天候に左右される仕事であり、作業の内容は

一定していない。また池の清掃など身体を使う

仕事が多いことも、障害者の雇用にあたっては

考慮する必要がある。障害者を雇用した経験は

ない。

職務名 淡水魚の養殖、販売 産業分類 ０４２１ 職業分類 ４８４１０

養殖場全景 ニジマス養殖池
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１．職務の内容と特徴等

作業者は主に以下の作業を行う。

①ブロイラー鶏は飼育上温度管理が大事である

ため、鶏の日齢に合わせて各鶏舎の室温を調節

する。温度調節は全てマイクロコンピュータに

よって行われている。

②餌を給餌器に入れる。餌の減り具合を確認し

て、必要であれば業者に注文票を送る。

③各小屋を見回り、死んだ鶏がいれば数をかぞ

える。また、発育不良のものは淘汰する。

④鶏の成長の程度に応じて給水・給餌器具の高

さの調節を行う。

⑤病気にかからないように時々給水タンクにワ

クチンを入れる。

⑥出荷時には鶏舎の中にトロッコを入れて鶏を

運び出す（鶏舎の入り口から中の方に向かって

トロッコ用のレールを敷く）。

⑦鶏糞が大量に出るため機械を使って運搬する

（鶏糞は肥料として業者に引き渡される）。

作業者に要求される動作は主として階段（ま

たは梯子）の昇降や物を持ち運ぶような動きが

多い。

各鶏舎は管理が自動化されているものの、鶏

が病気に感染したり、圧死することもあり、特

に鶏が小さいうちは神経を使う。生き物を育て

るという難しさもあり、仕事の要領が分かるよ

うになるまでには、通常１年～２年は必要。

２．訪問事業所の状況

農業共同組合法により設立された農事組合法

人。従業員数は１０名であり、そのほとんどが

現場の作業員。事業はブロイラー鶏の飼育・管

理、出荷を行っている。もともとは養鶏飼料の

販売会社が母体となって設立されている。事業

所の施設は、事務所の他に養鶏場が４カ所（各

２００坪が４棟）あり食肉用の鶏（ブロイラー）

が飼育されている。鶏舎は市街地から外れた山

間部などにあり、交通の便は良くない。

３．障害者雇用の状況及び可能性

以前、同事業所内に処理場があった時には単

純な仕事も多く、何人かの知的障害者が働いて

いた（その後処理場の部分は廃止されている）。

事務職は別として、養鶏場での作業となると

歩行や荷の積み下ろしなど一応の動作が出来る

ことが要件となる。また生き物を扱う仕事であ

るため、鶏の健康状態などについての微妙な判

断力を要求される。

職務名 ブロイラー鶏の飼育管理 産業分類 ０１２４ 職業分類 ４６３２０

鶏舎内 自動給餌機
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１．職務の内容と特徴

設計の仕事の流れは以下の様になっている。

①営業担当者が仕事を受注する

②敷地の調査を行う

敷地についての調査を行う。現地に出向くこ

とがある。

③法令関係の調査を行う

当該敷地に建築制限など何らかの法令が適用

されていないかどうかを役所で調べる。

④建築図面の作成

設計員が手書きでスケッチを作り、ＣＡＤで

図面を仕上げる。この間、上司のチェックを何

回か受ける。

⑤営業担当者に提出

営業担当者がお客さんと打ち合わせを行う。

修正などがある。

⑥建物の建築

建築中の検査があるので、検査に立ち会う。

⑦完成

建築後の検査に立ち会う。

全仕事量のうち、８割から９割は座作業であ

る。調査や検査への立ち会いはあるが、スケッ

チやＣＡＤによる図面作成が中心の仕事である。

ＣＡＤソフトの使い方は１ヶ月もあれば理解で

きる。ただし①～⑦の流れが理解できるには１

年はかかる。仕事量は９月～１２月が一番多い。

３月いっぱいまでに建てて欲しいという依頼が

多く、工期が約３ヶ月かかるので、図面は１２

月までに作成することになり、このため秋が忙

しくなる。遅いときには午後１０時、１１時ま

で残業ということもある。ひとりの設計員が３

～４件の仕事を持っている。仕事量は景気の動

向と大いに関係がある。

建築関係の学科を卒業していても、有利なのは

言葉を知っている、ということくらいである。

実務経験の中で習得することの方がはるかに多

い。

２．訪問事業所の状況

木造１戸建て住宅や共同住宅を設計・施工管

理する。社員は３３名で、このうち設計員は３

名である。３名とも大学の建築関係の学科を卒

業している。設計以外の職種としては、営業、

施工管理、経理に分かれている。

３．障害者の雇用の状況及び可能性

障害者は雇用していない。屋内作業が中心な

ので、その点では設計の実務が出来る人であれ

ば、車椅子使用の人なども雇用の可能性は考え

られる。しかし、時々建築現場での検査に立ち

会う必要があることなどを考慮する必要がある。

職務名 建築設計 産業分類 ０９５１ 職業分類 ０４１１０

ドラフター ＣＡＤ作業
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１．職務の内容と特徴

設計は分業の形で行い、一人の社員が一つの

物を完結的に設計することはない。強度計算、

熱計算、配管設計、歩道部分の設計、ダクト部

分の設計等の分野別に分かれている。設計の仕

事というのは、繰り返しの仕事ではなく、その

都度が新しい仕事である。仕事の一つひとつに

顧客のニーズがあるので、出張して相手のニー

ズや条件を聞き取ってくる業務もあり、これも

設計員の仕事である。受注してから製品として

納入するまでには、３年とか４年という期間を

要する。仕事内容によっても異なるが、そのう

ちの１年くらいが設計の期間である。ひとつの

製品の設計が済んだら、次の製品にとりかかる

ので、前に担当した製品が完成する前に次の製

品を設計している。量産品でないので景気の影

響があまりなく、一定のペースで仕事が来るし、

計画的に行うことが出来る（仕事のペースがゆ

っくりしているということではない）。残業は多

い。設計にはＣＡＤを使用する。１人１台専有

できるように整備中である。設計員は工学系の

大学・高校の機械・電気・電子科の卒業者が多

い。入社後、集合研修の後で社内の「製図学校」

に入り、ここで２カ月間製図の勉強を行う。学

校で習う一般的な教育と違うのは、社内規格や

当社流の製図を身につけること。製図学校が終

わってからＯＪＴで指導を受ける。限られた部

分的な設計ができるようになるまでに１年はか

かる。

２．訪問事業所の状況

親会社は電力会社用の大容量ボイラー、原子

力機器、排煙・脱硫装置を生産しており、当該

事業所はその設計を担当している子会社。設計

している製品には巨大なものもあり、１００万

ｋｗ級のボイラーでは、高さが７０メートルに

も及ぶ。

３．関連する他の職種

社員数２７０名のうち、ほとんどが設計員。

女性はＣＡＤオペレーターが多く、設計したも

のをＣＡＤで清書する仕事に従事している。Ｃ

ＡＤの研修はＯＪＴで３ヶ月くらい行うが、も

ともとコンピュータの基本的な知識がある人が

望ましい。それ以外の職種では、事務職として

経理や資材管理がある。営業部門はない。

４．障害者の雇用の状況及び可能性

障害者では下肢障害（松葉杖使用）と内部障

害の人を雇用している。内部障害の人は、健康

管理に特に注意している。

作業内容は製図などのデスクワークが中心で

あるため、設計を行う能力がある人ならば身体

に障害があっても就労できる可能性はある（顧

客との打ち合わせなどで時々出張があることを

考慮する必要がある）。

職務名 発電用ボイラ等の設計 産業分類 ８４９１ 職業分類 ０２５１０

設計コーナー 設計事務
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１．職務の内容と特徴

味噌の製造そのものについては機械化されて

いるが、計量包装の部分は人力で行う作業も多

い。醸造が終了し、出来上がった味噌はステン

レス製のメッシュで漉して粒を揃える。その後、

計量、袋に入れて梱包、出荷する。梱包の箱は

１０ｋｇと２０ｋｇの２種類ある。重量物を扱

うので男子作業員が多い。フォークリフトの運

転も必要。

２．訪問事業所の状況

事業所の設立は昭和２５年だが事業としては

明治４２年から行っている。みその製造販売を

主要事業として行っている。従業員数はパート

職員を含め４９名（事務員が若干名とその他は

現場の作業員）。みそ製造工場内では、材料の運

搬や投入、配合などの工程が自動化されており、

作業者は機械の管理（材料の配合割合や運転状

況の管理）、梱包、フォークリフトによる運搬な

どが中心となっている。工場内での製造工程は

以下の通り。

（１）材料の準備

①大豆（中国から輸入）は皮をむいて煮た後、

ミキサーでペースト状に砕く。

②米を水洗いし異物を取り除いて蒸す。その後

麹菌と混ぜ、通気式回転ドラム内で米麹を作る

（２日間かかる）。

（２）大豆と米麹と塩を一緒に混ぜてタンク（高

さ約２ｍ、直径１．５ｍの円筒形）に入れる

（タンクの中に隙間無く充填するために作業者が

タンクの中に入ってスコップで平らに馴らす必

要がある）。

（３）醸造室で熟成させる。

以上の「仕込み」は週２回行われるもので、

工場全体が毎日一定の工程で稼働しているわけ

ではない。そのため、計量包装、機械の清掃、

仕込み作業などその日によって各従業員の作業

内容は変わることになる。

女子の場合は入社後すぐにＯＪＴで現場に入

ってもらうが、男子の場合はテキストを使用し

ながらの研修を１ヶ月間行う。また男子社員は

入社後一定期間を過ぎた人には、県が実施して

いる「みそ技能士」の資格を取得させるように

している。資格を持っている人には給与の他に

手当を給付している。

３．障害者雇用の状況及び可能性

事務部門で身体障害者（上肢）を１名雇用し

ている。製造部門はかなり機械化されているも

のの、階段の上り下りや重量物の運搬などが多

いこと、その日によって作業内容が変わること

などから障害の種類によっては難しい部分も多

い。

職務名 みその計量包装作業 産業分類 １２４１ 職業分類 ９０８２０

材料調合ライン 醸造室
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１．職務の内容と特徴

コンベア上を流れてくる容器入りの麺に一つ

ずつ品物を付け加える。例えば「焼きそば」の

場合ならば、炒めた肉、野菜、紅生姜、青海苔、

割り箸を徐々に加え、蓋を締め、ラベルを貼っ

ていく。終日、立ちっ放しの作業なので、養護

学校からの実習でやって来ても、途中で熱を出

したりで続かない人もいる。作業内容自体は難

しくはない。勤務時間帯は、昼の場合午前８時

から午後１時まで、または午後３時までの何れ

かである。夜の場合は午後８時から午前１時ま

で、または早朝までの何れかとなっている。

２．訪問事業所の状況

事業内容はさまざまな麺類（茹でた「うどん」

「そば」「スパゲッティ」「ラーメン」「焼きソバ」、

同様に茹でていない麺類）を製造してスーパー、

小売店に配送する。また、学校給食用の麺も製

造、納入している。給食用は献立予定に従い、

週２・３回の割合だが、学年によって量目を変

えたり、殺菌を規定の手順で行わないといけな

いなどいろいろな条件を充たす必要がある。麺

の製造は機械化されており、必要材料を準備、

投入するだけで「粉の配合（ミキサー）」→「加

水」→「板状」→「圧延」→「切断」と進み、

茹で麺の場合はさらに「釜茹で」→「冷却」→

「包装」と続く。２４時間営業の店舗もあるので、

コンビニ向けの麺類生産は完全に２交替制にな

っている。夜間にも製造ラインが稼働している。

工場の責任者も昼と夜は別人である。午前から

の勤務者は６時までで、６時半からは夜の勤務

体制になる。正社員は２５名、パート社員は近

くの主婦を中心に５５名が働いている。

３．関連する他の職務

管理部門としての総務担当が６名、配送担当

が８名勤務している。製品の配送はすべて自社

の車で行っている。学校給食の容器は同日回収

しなければならない。各自が１台の車（大型車

から軽自動車まで）を担当して、１日１回、ま

たは２回、受け持ち区域を回る。「配送」の半数

は女性従業員が行っている。

４．障害者雇用の状況及び可能性

知的障害者を受け入れて３年ほどになる。近

隣の養護学校からの実習を受け入れるようにな

り、その中から「製造」の昼間勤務に雇用した。

単純作業ではあるが体力、持久力を必要とする

作業内容であり、身体が慣れるまでに時間がか

かる仕事でもある。

職務名 調理麺の製造（トッピング等）産業分類 １２９３ 職業分類 ７８１１０

調理麺のパック詰め 包装仕上げ作業
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１．職務の内容と特徴

最終工程を終えた顔料の粉末は、２階から１

階まで繋がる大きな漏斗状の装置に入っている。

作業者は漏斗の先端部分にビニールで内張りさ

れた紙袋を当て、スイッチを押して規定量だけ

袋に受ける。それを秤に載せて計量して量目を

確かめる。通常、２５ k gか３０ k g である。重さ

に問題が無ければ、専用ミシンに袋の口をあて

がってミシン止めをする。この間、両腕の腕力

での作業になる。完成した袋は集められ積まれ

て出荷を待つ。

２．訪問事業所の状況

同事業所は陶磁器、タイル製造に不可欠な

「顔料」を製造している。全国で大手メーカーは

４社あるが、同社は中程度の 3 8 社のうちの一つ

である。陶磁器の絵具以上に、顔料を沢山使用

する分野がタイル製造である。所在地一帯は全

国一のタイル生産を誇る地域である。これまで

は営業部門を持たず、商社への納入だけだった

が、販路拡大のために商社と競争して営業する

のではなく、営業活動面での連携を考えている。

同社の特徴は技術研究の強さであり、主力商品

であるピンク顔料は独自開発したものである。

また、材料の精製、得意先の使用土に合わせた

顔料の調合（試験）には自負を持っており、流

行やサイクルを考え、１０年先を読むことが重

要と考えている。社員は３５名、それに臨時職

員（定年後の元従業員）が６名雇用されている。

勤務時間は平日で７時間半、土曜日は６時間と

なっている。

製造工程は「原料受入（検査）」、「生調合」、

「焼成（検査）」、「粗砕」、「ミル粉砕（粒度、色

調検査）」、「フルイ掛」、「乾燥（発色検査）」、

「解砕（粒度検査）」、「混合」、「最終検査（発色

検査）」、「梱包・出荷」となる。このように、材

料を一度焼いた後で粉砕を繰り返しながら次第

に細かい粒子に仕上げて行くといった独特の工

程はこの産業を特徴づける部分であると言える。

３．関連する他の職種

管理部門である「総務」の外、製造工程の中

で「検査係」と「製造係」がある。

４．障害者雇用の状況及び可能性

当該事業所では障害者雇用の経験を持ってい

ない。しかし、「包装工」の職務は身体的な強度

と作業への耐久性があれば、難しい判断や巧緻

性は求められず、障害内容によっては雇用の可

能性は考えられる。ただし、工場の立地条件と

して市街地から離れることになるため、通勤上

の問題を伴うことが多いと考えられる。

職務名 完成品の梱包（顔料製造） 産業分類 ２５８５ 職業分類 ９６５１０

材料の乾燥段階 作業終了後の掃除
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１．職務の内容と特徴

採石現場から運び込まれた原石をドリルを使

い所定の大きさにカットする。ドリルは重量が

あり、両手で扱うことが必要。石の粉が飛び散

るため作業者は必ず防塵眼鏡、マスクを着用し、

また手袋をはめて作業している。大型の石はシ

ョベルカーで移動するが、よう壁などに使う小

型の石（３０ｋｇ程度）は作業者が手で持って

移動することもあり、体力・筋力が必要。石を

傷めないように所定の大きさに切削するドリル

の操作技能が必要であり、正しく作業が出来る

ようになるためには数年かかる。作業場には屋

根があるが、半屋外作業であり、夏は暑く冬は

寒い。

２．訪問事業所の状況

事業内容は、①墓石及びその他建設工事に使

用する原石の採取、②原石の大まかな加工、③

原石または加工した石の販売、である。事業所

は昭和３４年に設立されたが、事業自体は江戸

時代（文久３年）から行われており、代々土地

を世襲し現在の社長で５代目となっている。本

社（事務所）及び作業場とも同じ地域にある。

従業員数は６名。この地域は良質の安山岩の産

地で石材業者は多いが、その中でも同事業所は

比較的広い面積の採石場を有しており、大正天

皇や昭和天皇の御陵に石を献納した実績もある。

主な出荷先は横浜や東京方面が多いが、２次加

工業者（墓石などを製作）としては茨城県への

出荷も多い。

３．関連する他の職種

採石場（露天掘り）では、ショベルカーを操

作し岩山を崩す、原石を大きさによって選別す

る、トラックに積み込む、という作業を行って

いる。巨大な岩塊が崖の上から転がり落ちてく

る可能性もあるため操作には熟練が必要となる

（数年前に死亡事故もあった）。

以上の他、採掘した石を港などに運ぶための

トラック（会社が所有する大型トラック）を運

転する仕事もある。

４．障害者雇用の状況及び可能性

作業現場は山の中にあり、足場の悪い所や急

な傾斜のある場所で重い物を持ち運びする必要

がある。そのため手足の運動機能や平衡感覚な

どに障害がある場合には困難な作業が多い。こ

の事業所では障害者を雇用したことはない。

職務名 石材加工 産業分類 ２５８３ 職業分類 ６５９９９

採石作業 ドリルによる加工作業
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１．職務の内容と特徴

主に以下の作業を行う。

①全般検査

３年に１回行うもので全ての部品をバラバラ

に分解して行う大がかりな検査。

②交番検査

月１回実施しているもので、走行部以外の座

席、電灯等を検査する。

③仕業（しぎょう）検査

毎日の電車の出発時に行っている。

④臨時検査

特に必要と認められた時に行う。

ここで受け持つ検査と修繕は比較的簡易な部

分であり、特に高度な知識や技術が必要という

わけではないが、一応親会社の技術資格を持っ

ていることが要件となる。より高度な主要検査

と呼ばれる部分は親会社の社員が担当すること

になっている。

２．訪問事業所の状況

同事業所は新幹線電車の検査・修繕、清掃・

整備が主要業務であるが、その他にもクリーニ

ング業（カーテン、作業衣、一般衣服）、フォー

クリフト検査、造園等も小規模ではあるが行っ

ている。会社組織としては数カ所の支店、事業

所がある。同事業所には約３００名の従業員が

働いている。検査関係は親会社の技術資格を必

要とするが、清掃では資格不問。採用後には、

最初は全員を清掃・整備業務に入れ、その後に

分担がえをする。

３．関連する他の職種

電車の検査・修繕の他、車両清掃・整備の仕

事もある。清掃は、基地に帰ってきた車両のゴ

ミ集め、搬送、焼却場所までの運搬、焼却場作

業に区分される。車内清掃では窓ふき、テーブ

ルふき、床ふきなどを行う。

４．障害者雇用の状況及び可能性

当該事業所に６名、別の事業所に５名の障害

者が就労している。障害の種類は、下肢障害、

脳外傷、内部障害、知的障害、聴覚障害など

様々である。担当作業は、１名が技術職につい

ている以外は清掃業務で、主として焼却場その

他屋内作業に従事している。車両清掃は、歩行

が多い（１日１万歩は軽いという）ため身体障

害者の従事場所は限られるという。また、単独

での判断業務を任せられない人の場合は他の職

員について作業するようにしている。

職務名 電車の検査・修繕 産業分類 ３１２１ 職業分類 ７４４４０

整備工場内 整備中の新幹線車両
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１．職務の内容と特徴

作業員は以下の作業を行う。

（１）茶製造

原料茶葉は静岡等の生産地から買い入れる。

工場内は機械化されている。茶の製造工程は、

①茶葉を砕いてかき混ぜる、②加熱する、③茎

と葉の部分に分ける、④袋詰め・計量する、と

なっている。

①～④の各工程を行う機械はパイプで連結さ

れており茶葉はパイプを通して順次、次の工程

に送られる。製造工程には担当者が１人付いて

いるだけだが、温度管理には特に注意しておく

必要がある。

（２）茶器の製造

無地の急須を中国から輸入し、絵柄をつけて

販売している。輸入された急須は、蓋と本体と

のかみ合わせを検査して必要に応じて研磨を行

い、次に絵柄付けを行う。絵柄は筆で描くので

はなく、絵柄の薄いシールをたらいの水につけ

て台紙から剥離させ、シールがしわにならない

ように急須に張り付ける。その後、１～２週間

乾燥させてから焼く。品物によっては取手や注

ぎ口を樹脂加工する。樹脂加工は樹脂液に浸し

た後、ガスコンロで加熱する。最後に注ぎ口の

内側に網を入れて完成する。

急須は、素材・型・絵柄の組み合わせによっ

て約２万種類ある。

（３）カタログ作成

年中新製品を出すのでその都度カタログ作成

が必要である。下絵は現在デザイナーに委託し

ているが、それ以外の版下作りは事務の仕事の

一部として行っている。

２．訪問事業所の状況

当該事業所の業務内容は茶および茶器の製造、

販売である。特に茶器に関しては急須や湯飲み

類の他各種調度品なども取り扱っており、中に

は高価な商品もある。社員は全員で１８名。一

般事務及び配送担当が２名。事務担当は３名。

その他は製造業務に従事している。

３．障害者雇用の状況及び可能性

当該事業所では障害者を雇用したことはない

が、前向きに検討しようという考えは持ってい

る。工場内にはいろいろな仕事があり、分業化

されているので単純な作業も少なくない。今後

施設設備を変えれば障害者が就労できる可能性

はある。特に、一部外注に出しているカタログ

の版下作業を全て自社制作することを考えてお

り、車椅子使用の人など身体が不自由な人にも

出来るのではないかと考えているとのこと。

職務名 茶製造販売等 産業分類 １３３１ 職業分類 ３１４２３

絵柄シール貼り 箱詰されたお茶
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１．職務の内容と特徴等

作業者は主として以下の作業を行う。

①外注業者から返って来た鋸刃を柄に差込み、

杉の角材を試し切りする。この場合刃に歪みが

あったり刃の並び方に狂いがあると直線上を切

れない。また刃こぼれがあると切れ味が悪い。

刃の並び方の狂いや曲がり、刃こぼれは割と多

い。試し切りで、切り口の様子や切れ味につい

て問題が感じられた製品はヤスリ掛けをするな

どして直す。少し直してはまた試しに切ってみ

るという作業内容であり、根気と時間が要る。

②硬度計を使用し、刃先の硬度が規定通りに焼

き締められているか調べる（刃先に微少な圧痕

をつけその大きさや凹み具合を顕微鏡で調べ

る）。また、顕微鏡により刃こぼれを検査するこ

ともある。

③出来上がった商品は梱包・袋詰めして出荷す

る。

④当事業所の製品を愛好している大工さんから

目立てなどの注文が来ることも多いので修理な

ども行う。

この職務は切れ味や切れ筋などを感覚的に判

断するような要素が多い作業であり、一人の職

人として仕事が出来るためには１０年以上の経

験が必要と言われている。

２．訪問事業所の状況

会社としての設立は昭和２４年であるが、事

業としての創業は大正１３年と古く、現在の社

長で３代目となっている。主要な事業内容は、

各種の鋸の製造（大まかな成形の部分は外注に

出している）、販売、及び刃物やツールボックス

等大工道具一般の販売も行っている。建築現場

で使用される大工職人用の本格的な鋸を製造し

ている事業所としては全国でも数少ない中の一

つ。関東大震災の復興期に鋸の需要が伸びたこ

とが事業所が発展するきっかけになったという。

従業員数は１４名（職人の他事務員が数名）。特

に試し切りを行う職人は中高年の人が多い。

３．障害者雇用の状況及び可能性

試し切りの職人として聴覚障害者が１名働い

ている。事務職で手話が出来る人がおり、連絡

事項などはその人に行ってもらうことが多いが、

大事なことは筆談によっている。当該職務につ

いては工場内での作業が中心であり座作業も多

いため、作業環境としては身体に障害がある人

にも可能なものと思われる。しかし、勘を頼り

に鋸の切れ味を調整していくなどの技能を身に

つけることは、障害者であるかどうかを問わず

相当な訓練が必要である。

職務名 鋸の試し切り 産業分類 ２８２６ 職業分類 ６９２１３

試し切り作業場 手直し作業
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１．職務の内容と特徴

作業者の中心的な役割は各材料の供給である。

各材料は全てロール状になっている。材料によ

って一巻の長さが異なるので、紙類は２時間半

でなくなり、ガーゼは１２、３分でなくなって

しまう。そこですぐに供給しなければ機械がそ

の間生産を止めてしまう。新しいロールに替え、

継ぎ目の部分を手早く処理して再稼動させる手

際のよさが生産性に影響することになる。ロー

ル交換の際にはかがむことも必要であり、全身

の可動性を必要とする。不良品の選別は機械が

自動的に行うので、係の者はそれらを片付ける

だけである。製品の使途からも作業環境の衛生

基準は高く保たれる必要があり、係の服装はマ

スク、作業衣、手袋、作業室の出入りは扉とビ

ニールカーテンで二重になっている。この作業

に一応の習熟をするのは半月ぐらいである。通

常、１台の機械を１人で担当するが、臨時的な

処理や休暇対応のためにリーダー（男子）が配

置されている。場合によっては、１人で２台を

担当することも起こる。

２．訪問事業所の状況

平屋の事務室と別棟として工場があり、内部

は製造機械室、包装作業室、資材室に分かれて

いる。職員数は３５名。４台の製造機が稼動し

ている。１台の価格が数千万円もする製造機械

は、粘着テープ、ガーゼ、貼りつきを防ぐ紙、

絆創膏を包装する紙の４種類の材料を自動的に

加工して、不良品を各種センサーによって自動

的に除きながら、４枚綴りになった救急絆創膏

を次々に生産する（１日あたり１６万枚を生産）。

通常の生産量に大きな変動はないが、景品等の

キャラクター入りの製品の注文が入ると、一時

的に忙しくなる。

３．関連する他の職種

出来上がった絆創膏は包装作業に回される。

包装工程では、必要枚数を揃えて紙箱に入れる、

箱に封をしてセロファンで包装する、完成した

箱の数を揃えて段ボール箱に詰める、といった

作業がある。これらはグループに分かれて担当

するが、立ち作業と座り作業に分かれるので

時々役回りを交替する。作業に当たっているの

は全員が女性である。その他の関連する職種と

しては事務職、販売を担当する「ドラッグ」と

呼ばれる職種もある。

４．障害者雇用の状況及び可能性

障害者職業センターの職域開発援助事業を受

講した後に就職した脊椎炎の男性がいる。仕事

内容は、上記の職務とは別に資材管理的な内容

を行っている。事業所側の配慮として重量物の

扱いはさせず、上司との意思疎通を図ることを

心掛けている。

職務名 救急絆創膏製造 産業分類 ３２３４ 職業分類 ８９９９９

製品の箱詰め１ 製品の箱詰め２



－97－

１．職務の内容と特徴

完全な屋内作業だが、工場内の気温は夏暑く

冬寒く、身体に厳しい仕事である。作業内容は

自動鍍金装置に入れる前に、治具に部品を掛け

て準備することと、鍍金された部品を取り外す

ことである。４台の自動鍍金装置は性能や用途

が異なるので、どの機械を担当しているかで、

扱う部品が異なり使用する治具も異なる。また、

鍍金の前・後どちらの担当になるかで個人の作

業内容も異なってくる。この作業は特別深い知

識や高度の熟練を要するものではなく、経験を

積むと、装置のメインテナンスや薬液の調整な

どの全体に関する作業を担当するようになる。

２．訪問事業所の状況

主として、自動車等の燃料関係部品の亜鉛鍍

金と、ヘッドライトなどの反射面のアルミの真

空蒸着を行っている。これら二つの作業内容を

中心に各自動車部品メーカーから受注している。

通常鍍金工場と言えば金、銀、クロムなどの鍍

金を多様な目的に合わせて行い、また営業活動

を行っていろいろな注文を受けるのが一般的だ

が、当該事業所では、人の目に触れないような

燃料系統のサビ止めの役割を果たす機能鍍金が

中心で装飾鍍金は少ない。また営業部門を持た

ないのもこの事業所の特徴である。従業員は

５８名。

３．関連する他の職種

製造部門では亜鉛鍍金、真空蒸着、検査が主

な作業。亜鉛鍍金では治具の掛け外しの外、鍍

金液の調整という経験を要する作業もある。真

空蒸着では作業の前処理としてスプレーガンに

よる塗装作業がある（やはり経験と技術が必要）。

工場内の職務に関するローテーションはなく、

本人の希望や抜擢が無い限り、同一の機械相手

の職務を継続することになる。亜鉛鍍金、真空

蒸着、検査の間では作業の中身が全く違うので、

他の部署から配属された場合は、再度、一から

知識を得て、作業の熟練を目指すことになる。

製造以外では事務部門の仕事もある。

４．障害者雇用の状況及び可能性

聴覚障害者１名と知的障害者４名が治具の掛

け外しの職務についている。聴覚障害者は創業

間もなくの頃に採用した人で、もうすぐ定年に

なる。知的障害者は数年前から養護学校の実習

生を受け入れるようになり、２年生、３年生時

の実習の後卒業時に採用してきた。スピードが

遅い人もいるが全員、正社員としての雇用であ

る。

職務名 鍍金工程における治具掛け外し 産業分類 ２８６２ 職業分類 ６８５４０

治具の掛け外し作業 小さい治具の掛け外し作業



－98－

１．職務の内容と特徴

洗い上がって乾燥したタオルが作業台の上に

積み上げてあり、これを手作業でたたんでいく。

たたみ終わったタオルは所定の数量毎に結束機

でまとめる。終日ほとんど同じ場所で作業する。

立ち作業であり、また特に夏は工場内が高温に

なるため体力が必要。単純な作業なので誰にで

も出来る反面、飽きたり嫌にならないことが続

ける上で大切な点である。

２．訪問事業所の状況

工場内はホームクリーニングの部門と、リネ

ンサプライの部門とで構成されている。リネン

はホテルのタオル、浴衣、シーツ等を扱ってい

る。知的障害者を雇用しているが、これから株

式会社にし、重度障害者多数雇用事業所にする

ことを考慮している。新社屋の用地も取得して

いる。

３．関連する他の職種

リネンサプライの部署では、品物が搬入され

た際の仕分け、洗い上がった後のローラー掛け

などの仕事がある。ホームクリーニングの部署

ではドライクリーニング機械の操作、アイロン

掛け、出荷前の地域別の仕分けなどの作業があ

る。これらの作業になると扱う品物の種類が多

くなり、作業手順も複雑になる。

４．障害者雇用の状況及び可能性

リネンサプライの業務については、作業が多

種に分かれ分業化されており、知的障害者が従

事している（仕分け、ローラー掛け、たたみ作

業）。一方ホームクリーニングの業務は技術的作

業が多く、業務量も少ないので、障害者には適

していないと考えている。手帳を持った知的障

害者が２名就労している他、手帳は持たないが

知的障害と思われる人が２名いる。新年度には、

養護学校からの新卒者を採用内定している。最

初の採用は、他の仕事をしていてうまくいかな

かった人を知り合いが紹介してきた。１人でも

数人でも、知的障害者に仕事をしてもらうため

には誰かが「めんどう見役」を担当しなければ

ならない。そうなれば多人数とまでは言えない

が、複数採用しても同じと考えている。人事担

当者は生活指導員講習を受けている。また、年

齢の高いパートの人がめんどう見役を果たして

くれている。養護学校との接触や、重度判定等

で地域障害者職業センターとの接触もしている。

障害者の従業員に関して今までの経過で問題

になったこととしては、一緒に食事をしていて

汚くする、仕分けの数を間違える、通勤バスの

時間に合わせて出かけるという時間のやりくり

がうまくできない、などがあったが少しずつ改

善されている。

職務名 タオル生産係（リネンサプライ） 産業分類 ７２１０ 職業分類 ３５４１５

ダブルボディプレス作業 ローラーによるプレス作業



－99－

１．職務の内容と特徴　

①リラックス出来る室内（光を意識した空間）

で特注のベッドにうつ伏せになった来客に、身

体のマッサージや足浴等のリラクセーションサ

ービスを行う。

②各種ミネラルウオーターの販売にあたって、

その特徴を説明し、適切な商品をアドバイスす

る。

この職務に関しては、指圧、マッサージの資

格があることが必要となる。また立ち仕事にな

るので立ち作業に耐えられることが必要。その

他、接客業なので性格的に前向きで明るい人が

望ましいとのこと。

トレーナーはアルバイトを含めて３０名。

６：４で女性が多い。利用者は若い女性が多く、

男女比は、女性が８５％位。現在店舗が３つあ

り、そのうちのいずれかに勤務する。勤務は、

交替勤務で毎月シフトする（１０時～１８時、

１２時～２０時、１３時～２１時）。客数は、平

日は１日あたり７０～８０名、休日は１００名

位。

２．訪問事業所の状況

商業施設内に出店し、リラクセーションサー

ビス（アロマセラピー、フットセラピー、ボデ

ィセラピー）を行う。また、健康食品（各種ミ

ネラルウォーター等）の販売も行っている。

リラクセーションは、特に欧米で多く行われ

ているもので、治療ではなく、予防的観点から

実施されている。また従業員、利用者ともに、

障害者が多いとのこと。

同事業所は日本でも同様のものを取り入れた

いとの考えからスタートした。障害者が客とし

て利用できるようになれば良いと考え、店は入

り口がオープンで段差がない造りにしている。

車椅子の利用者もいる。将来的には、老人施設

等への出張サービス業務も行いたいと考えてい

る。

３．障害者雇用の状況及び可能性

開店当初から障害者雇用を考えていた。現在、

障害者２名をアルバイトで雇用している。１名

は下肢に障害がある人で、もう１名は重度の視

覚障害者。

この産業は欧米では多く見られるが、日本で

はまだ普及していない。マッサージの資格があ

り、立ち作業が可能な人であれば出来る仕事な

ので、今後この産業が多くなれば障害者にとっ

て有望な職業領域と考えられる。

職務名 リラクセーショントレーナー 産業分類 ８６９０ 職業分類 ０６９９９

店内 リラクセーションサービス
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１．職務の内容と特徴

商業広告などの作成にあたって、文体や色彩、

イラストやその配置を考案する。仕事の内容は

定期刊行物、写真集、自治体要覧、会社案内、

新聞広告などの印刷物、各種箱物や袋物（パッ

ケージ類）、ユニフォームプリントデザインなど

の半立体物デザインワーク、その他プレゼンテ

ーション用スライド、コンピュータグラフィッ

クスなど幅広い。デザイナーには、平面や立体

図形に関する理解力、レイアウトの仕方、色彩

学などの知識が必要となる。そのため、この仕

事に従事している人はほとんどが専門学校など

でデザイン関係の勉強をしてきているが、実際

の現場で良い仕事をするためには日頃から新し

い図案や絵を研究し努力することが求められる。

ある程度自分の考えや発想を生かせる仕事では

あるが、一方ではその結果に対する評価は厳し

い面がある（その後の仕事の量に大きく影響す

る）。特に納期に関しては厳しい業界であり、仕

事が遅れると徹夜が続く事も少なくない。

２．訪問事業所の状況

従業員数は１６名。事業内容は各種デザイン

の企画・制作を行っている。デザイン関係の業

界そのものが成立してから３０年位であり、ま

だ新しい分野。今後色々な方面へ発展する可能

性があり、力をつけて独立する人も多い。採用

後の研修期間は、本人の資質や努力にもよるが

通常は３ヶ月くらいとなっている。

３．関連する他の職種

この業界の職種は通常、「ディレクター」「デ

ザイナー」「オペレーター」で構成されている。

ディレクターは顧客の注文内容を把握し取材な

どを行いながら全体的なデザイン内容の構成を

決定する。デザイナーはディレクターの指示に

基づいてデザインを考案し、作成した原案をオ

ペレーターに渡す。オペレーターは最終的な版

下の作成などを行う（マッキントッシュコンピ

ュータ（ＤＴＰ）による作業が中心）。

４．障害者雇用の状況と可能性

同事業所としてはこれまで障害者雇用の経験

はないものの、一般的に見てデザイナーやオペ

レーターの仕事になると事務所内での作業が中

心になるため、（作業環境で階段などの問題がな

ければ）移動が難しい下肢障害の人にも働くこ

とは可能だろう。また、これから発展する可能

性がある業界なので、今後障害者の雇用が見込

める分野とも考えられる。

職務名 デザイナー 産業分類 ８４６１ 職業分類 １３４９９

図案の検討 制作途中の商品カタログ
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１．職務の内容と特徴

主な作業は、椎茸の栽培工場の中で、「ほだ木」

（椎茸を栽培するための菌床）を入れ変える、椎

茸を摘む、トレーに入れる、の３つである。

①ほだ木を入れ変える

ほだ木は直径約１１㎝で高さ約１２㎝（重さ

１㎏）のものと高さ１４㎝（重さ１.２㎏）のも

のがある。半年位で新しいのに変える。１月あ

たり１０万本のほだ木の出し入れをする。力を

要するため、男性、若い人が従事している。

②椎茸を摘む　

ほだ木に椎茸が出てきたら傘の開き具合、大

きさ等を判断して摘む。

③トレーに入れる

商品のランク別（３～４段階）にトレーに入

れる。ランクを見分ける能力が必要。

その他、トレーの包装（機械で行う）、箱詰め

などの作業がある。

各作業とも単純作業ではあるが、規格、作業

手順に慣れるまでは約１ヶ月を要する。摘み方

等を最初に教えるが、特別な研修は必要ない。

立ち作業で上下に膝の屈伸をしながら摘み取り

をするので足腰が丈夫であることが必要。また、

作業中は専用のゴム長靴を着用し（滑らないよ

う、雑菌が入らないよう）、帽子を着用する（髪

の毛が入らないよう）。

２．訪問事業所の状況

椎茸の人工栽培の請負と出荷を行っている。

本社（事務所）の他に工場が１所ある。全従業

員数は約７０名。従業員はほとんどがパートで、

女性が９割を占める。

工場は３階建てのビルに１室５０坪の部屋が

６０ある。室内は、１年中温度２０℃前後に保

たれている。１室に１万本のほだ木が棚に並べ

られている（各棚は７段に分けられており高さ

は約２ｍある）。

３．関連する他の職種　

工場では現場作業員以外の職種として事務職

があるが人数は少ない。

４．障害者雇用の状況及び可能性

これまで聴覚障害者、軽度の知的障害者を雇

用した経験がある。職務は、前者は、トレー詰

め、後者は、摘み取る作業に従事。現在の工場

の環境では、例えば車椅子使用者では棚の上ま

で手が届かない、通路に水の流れている溝があ

る等の難点がある。ほだ木をベルトコンベヤー

で回せば作業が容易になり、椎茸の生育にも良

いと考えている。設備費が高いので実現してい

ないが、そうなれば色々な障害者を雇用できる。

職務名 椎茸栽培 産業分類 ０１１３ 職業分類 ４６１３５

摘み取り トレー詰め
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１．職務の内容と特徴

清掃の作業は建物内部清掃と建物外部清掃に

分けられる。内部清掃では、床・天井・内壁の

クリーニング作業、ホテルのルームキーピング、

トイレ・洗面所の掃除、O A 用紙・パンフレット

等のリサイクル紙回収・処理などがある。手作

業で行う清掃作業もあるが、床面の清掃などは

専用の機械を使用するなどして行う。外部清掃

ではガラスサッシやカーテンウォールの清掃、

建物の外壁の清掃などがある。外部清掃の場合

には足場の上や梯子に昇って壁面に水を吹き付

けて洗浄するなどの高所作業がある。清掃作業

では、作業ビルを指定して人員を採用するので

原則として作業場所の移動はない。またこの職

種では職員階層は３段階となっており、昇給、

手当に関係づけられる。清掃にも全国ビルメン

協会の資格試験があり、社内の最高水準がそれ

に相当している。

２．訪問事業所の状況　

事業所は昭和４８年に設立。総合的なビル管

理業を行っている。顧客のうち７０％は商業ビ

ルで、その他官公庁が２０％、マンションが１

０％となっている。職員の配置転換については、

３部門の技術性が異なるので部門間では移動は

ない。作業員の採用は、現場の所属長が面接し

て、できると判断すると決定する。採用水準に

ついては、社内用の一応のマニュアルがあり、

管理職会議があるので統一的にできる。採用後

の初期研修期間は６カ月間。社内資格のための

研修センターがあり、１日コース、２日コース

等種々用意している。

３．関連する他の職種

最も従業員が多い職種は清掃作業（約５００

名）だが、その他、設備管理（空調、ボイラー、

電気；約２００名従事）、警備（常駐警備、機械

警備；約１００名従事）などの職種がある。

４．障害者雇用の状況及び可能性

清掃部門に１０名の障害者が働いている。障

害者雇用の動機については特別なものはなく、

気がついたらけっこうな人数になっていたとい

う。最初、聴覚障害者の応募者があった。本人

は、耳が聞こえないため人間関係で困っている、

ということを言っていたが、一人で行う部署も

あるし外で体を動かす仕事もあるから、という

ことで採用になった。その後、身体の機能に大

きな問題が無い人であれば、応募にはできるだ

け対応するようにしている。現在の最長勤務者

は下肢障害者で約１０年勤めている人がいる。

障害者の採用方法は一般社員と同じで特に区別

はないとのこと。

職務名 清掃作業（ビル管理業） 産業分類 ７１３１ 職業分類 ９７１１１

洗面室の清掃 高圧洗浄作業



資料編

２．「障害者職業探索ｼｽﾃﾑ」の具体的利用のモデル

モデル１（職業に関する希望の具体化：クライエント操作）････････････105

モデル２（該当しそうな職域の見当をつける：カウンセラー操作）･･････106

モデル３（伸ばすべき側面を明らかにする：カウンセラー操作）････････108

モデル４（希望職種での就職事例を確かめる：カウンセラー操作）･･････110
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この探索システムはいろいろな使い方ができると考えられるが、ここでは４つの事例を想

定して具体的な使い方の例を挙げておく。なお、ここで使用したデータベースは平成９年度

試作版である。

＜　モデル１　＞

１．利用の目的

相談に来所したクライエントが、「食べ物に関係する会社に就職をしたい」という希望を

持ちながらも、それ以上の具体的な職業的展望を持っていない。そこで、探索システムを使

って、食べ物を扱う会社にはどんな仕事があるのか、についての情報を与え、職業的な希望

を絞り込むために利用する。

２．主たる操作者

クライエント

３．利用手順

一般用→メニュー→仕事の特徴（図１）

一般用 案内説明 メニュー 知的障害者
雇用事例

職務の概説

使い方の練習

仕事の特徴

職業ハンドブック

検　索 結果表示

検　索

（職業ハンドブックCD-ROM）

結果表示

図１　モデル１の検索の流れ

４．具体的な検索例

（１）一般用の初期画面でメニューを選択。

（２）仕事の特徴を選択。

（３）産業分類・職業分類を指定すると検索が行われる。

①食料品製造関係の事業所の職務を検索する
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産業分類として製造業（大分類）の中の食料品製造（中分類）を指定すると１５７件が抽

出される。抽出された情報を概観して、食料品製造の中にも多様な職務があることを説明す

る。また、クライエントが興味を示した職務についての詳細を表示させて、その職務ではど

のような能力が必要になるのかを説明する。

②食料品販売関係の職務を検索する

産業分類として卸売・小売業、飲食店（大分類）の飲食料品卸売業（中分類）及び飲食料

品小売業（中分類）を指定すると１２０件が抽出される。これらの職務を概観すると、飲食

料品卸売や小売りの会社には販売、配達、仕入れ、ルートセールス、倉庫作業などさまざま

な職務があることがわかる。

③飲食店関係の職務を検索する

産業分類で卸売・小売業、飲食店（大分類）、一般飲食店（中分類）を指定すると３６件

が抽出される。給仕、調理、販売、店長など飲食店の職務も多様であることが分かる。

（４）職務の多様さを情報として提供することで、「何の会社に就職したいか」だけではなく

「どんな仕事に就きたいか」に関心を導く。

§利用に当たっての留意事項§

・産業分類や職業分類を指定する画面では、カウンセラー等からの助言が必要と思われる。

＜　モデル２　＞

１．利用の目的

具体的な職務についての希望が特にない場合の使い方で、「自分にできることだったら何

でもいい」と述べる事例などがこれにあたる。本人の条件に合わせてどんな職務なら本人の

守備範囲に入ってくるかの目安をつける。

２．主たる操作者

カウンセラー

３．利用手順

カウンセラー用→職務→検索（図２）
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表１　モデル２における検索の条件

職務の特徴

作業速度　　　　　　　　　　　ほとんど問わない

作業ペース　　　　　　　　　　自分のペース

必要特性

文書を読んで理解　　　　　　　ない

計算、数的処理 ない

身体動作

持ち上げる　　　　　　　　　多い、少し

押す　　　　　　　　　　　　多い、少し

運ぶ　　　　　　　　　　　　多い、少し

カウンセラー用 知的障害者
雇用事例

地域内事業所

職業ハンドブック

案内説明

検　索

職　務 検　索

結果表示

結果表示

事業所参照

事業所登録

付加項目の設定

分　析

（職業ハンドブックCD-ROM）

対　比

図２　モデル２の検索の流れ
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４．具体的な検索例

（１）カウンセラー用を選択。

（２）画面左のメニューから職務の中の検索を選択。

（３）本人の特性や希望を入力すると検索が行われる。ここでは、「作業速度はあまり速くな

く、文章の読みや計算は苦手だが、力仕事にはついていける」という評価を想定して検索を

行う。表１のような条件で入力すると条件に合致した職務が17件抽出される。

（５）検索された職務の中から、製造補助工、魚肉ねり製品製造工、パターン成形、金属建

材製造等の具体的職務をとり上げて説明し、本人の受け止め方を踏まえながら具体的な希望

を考える。もし、抽出された結果に難色を示す場合には、その理由を踏まえて再度検索を行

うことも考えられる。

§利用に当たっての留意事項§

・実際の相談場面で、「自分にできることなら何でも」という希望はよく耳にする。この場

合、自分にできることの条件を探索システムの検索項目に即した形で具体化する相談や評価

を事前に行っておく必要がある。

＜　モデル３　＞

１．利用の目的

これからどんな面を伸ばす必要があるのかを考える場合に、職務の要件と本人の条件とを

対比させて、これから伸ばしていくべき面を明らかにする。ここでは「菓子づくりの仕事を

したい」という希望を持っている者で、表２のような条件が適している者を想定する。

２．主たる操作者

カウンセラー

３．利用手順

カウンセラー用→職務→検索→対比（図３）
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４．具体的な検索例

（１）カウンセラー用を選択。

（２）職務の中の検索を選択し、産業分類を製造業（大分類）、食料品製造業（中分類）、パ

ン菓子製造業（小分類）として検索すると３５件が検索される。

（３）ここで、検索された職務のリストのパン菓子製造工を指定した上で対比を選択し、対

比したい項目を選んでそれぞれ本人条件を入力する（表２）。

表２　モデル３で選択した本人条件

対比大項目　　対比小項目　　　　　本　人　条　件

職務の特徴　　　手順　　　　　多少の手順を追う必要がある

必要特性 目盛り　　　　　　　　少し

身体動作 立位　　　　　　　　　多い

環境条件 湿気　　　　　　　　　ない

図３　モデル３の検索の流れ

カウンセラー用 知的障害者
雇用事例

地域内事業所

職業ハンドブック

案内説明

検　索

職　務 検　索

結果表示

結果表示

事業所参照

事業所登録

付加項目の設定

分　析

（職業ハンドブックCD-ROM）

対　比
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（４）実行をクリックすると結果は図４のように表示され、手順、湿気、目盛りの各項目で

は職務の要件に比べて不足がみられることが分かる。

§利用に当たっての留意事項§

条件対比は特定の職務との対比を行うので、きわめて個別性が強い情報であると言える。

ひとつの職務との対比から一般的結論を導くことは避けたい。

＜　モデル４　＞

１．利用の目的

「自分の子どもを農業に就かせようと思っているけれども、知的障害者が農業でどんな仕

事をしているのか」という家族の質問に答えるために探索システムを使用する。これまで文

献上で公にされている雇用事例のデータベースが探索システムの中に作ってあるので、これ

を利用して農業での就労事例の検索を行う。

２．主たる操作者

カウンセラー

３．利用手順

カウンセラー用→雇用事例→検索

図４　対比の結果
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４．具体的な検索例

（１）カウンセラー用を選択。

（２）雇用事例の検索を選択し、職業分類を農林漁業（大分類）の中の農業の職業（中分類）

及び林業（中分類）で指定すると「キノコの採取用ビンの運搬・菌掻き」「キノコのパック、

箱詰め、梱包」「肥料・農薬の散布、除草、みかんの収穫、出荷」「鶏舎の管理、収卵」「牛

乳の配達と牛の世話」など、２３件が抽出される。

（８）抽出された情報を元に家族に情報を提供する。

（９）詳細情報を見たいときには、一覧表の中で見たい事例をクリックすると、詳細情報が

表示される。

図５　モデル４の検索の流れ

カウンセラー用 知的障害者
雇用事例

地域内事業所

職業ハンドブック

案内説明

検　索

職　務 検　索

結果表示

結果表示

事業所参照

事業所登録

付加項目の設定

分　析

（職業ハンドブックCD-ROM）

対　比



資料編

３．障害者職業探索システム等開発委員会名簿

委員長 道脇正夫 （職業能力開発大学校名誉教授）

委員 白井俊子 （世田谷区立知的障害者就労支援センター「すきっぷ」所長）

委員 上坂　武 （社団法人雇用問題研究会　調査相談部研究指導課長）

委員 松本真作 （日本労働研究機構研究所　雇用管理研究担当主任研究員）

委員 児島憲一朗（十条電子株式会社浦和開発センター　ソフトウェア開発部長）

この他に、池田　勗（障害者職業総合センター特別研究員）の参加を得た。

なお、本委員会の下に、職業情報専門部会、職業探索専門部会、システム専門部会

がある。
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Ｑ３ア　職務の手順にはどのような特徴がありますか

1 2 3 4 5 6 無回答 総計

計 321 773 1199 556 326 549 5 3729

Ｑ３イ　計量や計数の必要度はどの程度ですか

1 2 3 4 5 無回答 総計

計 495 771 543 1482 432 6 3729

付表１　領域３における回答分布

Ｑ３ウ　作業（仕事）をこなす速度はどの程度ですか

1 2 3 無回答 総計

計 382 2404 937 6 3729

Ｑ３エ　作業ペースを守る必要度はどの程度ですか

1 2 3 4 無回答 総計

計 566 989 1396 775 3 3729

Ｑ３オ　初期の教育期間（この職務が一人前になるまでの期間）はどの程度必要ですか

1 2 3 4 5 6 無回答 総計

計 113 350 641 758 602 1258 7 3729

Ｑ３カ　ミスの確認（チェック）は通常どの程度入りますか

1 2 3 無回答 総計

計 1670 1016 1035 8 3729

Ｑ３キ　機械・装置や道具・工具（ワープロ等も含む）の操作はどの程度必要ですか

1 2 3 4 5 無回答 総計

計 307 914 1478 790 232 8 3729

Ｑ３ク　外部の人との折衝、応対はどの程度必要ですか

1 2 3 無回答 総計

計 1124 997 1602 6 3729

Ｑ３コ　１ヶ月の中での仕事量の変化はどの程度ですか

1 2 3 無回答 総計

計 729 2125 870 5 3729

Ｑ３サ　１年の中での仕事量の変化はどの程度ですか

1 2 3 無回答 総計

計 583 2021 1120 5 3729

Ｑ３シ　例外的な仕事（急に他の仕事が入る、臨機の処理等）の多さはどの程度ですか

1 2 3 無回答 総計

計 1017 2145 560 7 3729

Ｑ３ケ　一日の中での仕事量の変化はどの程度ですか

1 2 3 無回答 総計

計 832 1989 902 6 3729

Ｑ３ス　技術革新の影響として、今後この職務の従事者数はどうなると思いますか

1 2 3 4 無回答 総計

計 600 1734 935 453 7 3729
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Ｑ４ア　文書を読んで理解する

1 2 3 無回答 総計

計 698 1602 1404 25 3729

付表２　領域４における回答分布

Ｑ４イ　文書を書いて人に意思を伝える

1 2 3 無回答 総計

計 1221 1555 927 26 3729

Ｑ４ウ　計算、数的処理をする

1 2 3 無回答 総計

計 506 1757 1448 18 3729

Ｑ４エ　金銭を扱う

1 2 3 無回答 総計

計 2186 710 810 23 3729

Ｑ４オ　見本等と照合して特定のものを見つける

1 2 3 無回答 総計

計 1517 1347 832 33 3729

Ｑ４カ　言葉や数字を少しの間記憶する

1 2 3 無回答 総計

計 718 1705 1279 27 3729

Ｑ４キ　目盛りを読みとる

1 2 3 無回答 総計

計 1070 1325 1308 26 3729

Ｑ４ク　会話により情報をやりとりする

1 2 3 無回答 総計

計 452 1420 1834 23 3729

Ｑ４ケ　言葉により指示内容を理解する

1 2 3 無回答 総計

計 147 1235 2324 23 3729

Ｑ４コ　論理的に思考し、判断する

1 2 3 無回答 総計

計 574 1573 1556 26 3729
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Ｑ５ア　持ち上げる

1 2 3 無回答 総計

計 977 1416 1331 5 3729

Ｑ５イ　押す

1 2 3 無回答 総計

計 1211 1524 980 14 3729

Ｑ５ウ　運ぶ

1 2 3 無回答 総計

計 812 1473 1438 6 3729

Ｑ５エ　座位

1 2 3 無回答 総計

計 1293 1075 1335 26 3729

Ｑ５オ　立位

1 2 3 無回答 総計

計 434 959 2323 13 3729

Ｑ５カ　かがみ姿勢

1 2 3 無回答 総計

計 1133 1676 901 19 3729

Ｑ５キ　平地移動

1 2 3 無回答 総計

計 231 988 2502 8 3729

Ｑ５ク　階段昇降

1 2 3 無回答 総計

計 1433 1580 691 25 3729

Ｑ５ケ　指先の素早い動作

1 2 3 無回答 総計

計 742 1367 1617 3 3729

Ｑ５コ　筆記具の操作

1 2 3 無回答 総計

計 943 1644 1133 9 3729

Ｑ５サ　キーボード操作

1 2 3 無回答 総計

計 1477 1203 1039 10 3729

Ｑ５シ　めくる動作

1 2 3 無回答 総計

計 1451 1536 731 11 3729

Ｑ５ス　両手指を使った巧みな動作

1 2 3 無回答 総計

計 849 1403 1471 6 3729

Ｑ５セ　一定の位置、角度の保持

1 2 3 無回答 総計

計 1195 1545 975 14 3729

Ｑ５ソ　両腕を使った巧みな操作

1 2 3 無回答 総計

計 791 1352 1580 6 3729

Ｑ５タ　踏む動作

1 2 3 無回答 総計

計 1963 1084 660 22 3729

Ｑ５チ　長時間細かい物を見る

1 2 3 無回答 総計

計 1276 1252 1194 7 3729

Ｑ５ツ　動く物を見る

1 2 3 無回答 総計

計 1305 1311 1101 12 3729

Ｑ５テ　コンピュータ画面や光刺激を見る

1 2 3 無回答 総計

計 1305 1311 1101 12 3729

Ｑ５ト　ものを見分ける

1 2 3 無回答 総計

計 1613 1135 969 12 3729

Ｑ５ナ　色を見分ける

1 2 3 無回答 総計

計 504 1439 1776 10 3729

Ｑ５ニ　声や音を聴き分ける

1 2 3 無回答 総計

計 1115 1390 1215 9 3729

Ｑ５ヌ　味をみる

1 2 3 無回答 総計

計 3308 244 168 9 3729

Ｑ５ネ　においをかぐ

1 2 3 無回答 総計

計 2770 701 250 8 3729

付表３　領域５における回答分布



Ｑ６（９）ア　他の従業員との共同作業

1 2 3 無回答 総計

計 267 1475 1981 6 3729

Ｑ６（９）イ　単独作業

1 2 3 無回答 総計

計 485 1546 1686 12 3729
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付表４　領域６における回答分布

Ｑ６（１）ア　屋内で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 186 581 2951 11 3729

Ｑ６（１）イ　屋外で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 1632 1172 908 17 3729

Ｑ６（１）ウ　外出する

1 2 3 無回答 総計

計 1780 893 1027 29 3729

Ｑ６（２）ア　通常より暗いところで作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2598 891 222 18 3729

Ｑ６（２）イ　ふつうの明るさの中で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 111 459 3153 6 3729

Ｑ６（２）ウ　通常より明るいところで作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2057 1145 506 21 3729

Ｑ６（２）エ　特殊照明の中で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 3100 487 123 19 3729

Ｑ６（３）ア　高温の場所で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2205 987 531 6 3729

Ｑ６（３）イ　低温の場所で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2468 867 380 14 3729

Ｑ６（４）ア　湿気が多い場所で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2558 850 313 8 3729

Ｑ６（４）イ　乾燥した場所で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2598 861 259 11 3729

Ｑ６（５）ア　塵埃の多いところで作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2111 1073 535 10 3729

Ｑ６（５）イ　汚れやすい場所で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 1790 1122 808 9 3729

Ｑ６（５）ウ　クリーンルームで作業する

1 2 3 無回答 総計

計 3094 427 194 14 3729

Ｑ６（５）エ　強い臭気の中で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2862 703 153 11 3729

Ｑ６（６）ア　騒音の多い場所で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 1491 1316 915 7 3729

Ｑ６（６）イ　振動の多い場所で作業する

1 2 3 無回答 総計

計 2407 890 424 8 3729

Ｑ６（７）ア　感電等の電気的危険

1 2 3 無回答 総計

計 2788 744 189 8 3729

Ｑ６（７）イ　火傷の危険

1 2 3 無回答 総計

計 2647 840 237 5 3729

Ｑ６（７）ウ　転倒、落下の危険

1 2 3 無回答 総計

計 2156 1124 443 6 3729

Ｑ６（７）エ　有毒物の危険

1 2 3 無回答 総計

計 3012 584 126 7 3729

Ｑ６（８）ア　夜間、早朝勤務

1 2 3 無回答 総計

計 1772 1335 612 10 3729

Ｑ６（８）イ　交替勤務

1 2 3 無回答 総計

計 2574 615 529 11 3729

６（８）ウ　土・日・祝日勤務

1 2 3 無回答 総計

計 1116 1828 778 7 3729
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付表５　職業中分類別事業所規模状況
規 模

1 2 3 4 5 不明 総計
01 科学研究者 1 1 2 4 
02 鉱工業技術者 21 26 13 9 12 81 
03 農林水産業・食品技術者 2 1 1 1 5 
04 その他の技術者 50 70 25 19 14 5 183 
05 医師、歯科医師、獣医師、薬剤師 5 2 4 11 
06 保健医療の職業 6 19 18 12 6 1 62 
07 社会福祉専門の職業 4 5 9 
08 法務の職業 1 1 2 
09 財務・経営専門の職業 3 1 4 
10 教育の職業 2 2 4 
12 文芸家、記者、編集者 13 3 1 4 2 1 24 
13 美術家、写真家、デザイナー 15 4 1 20 
14 音楽家、舞台美術家 2 1 1 4 
15 その他の専門的・技術的職業 9 5 2 1 17 
17 会社・団体の役員 2 2 
18 会社・団体の管理職員 1 2 3 
21 一般事務員 40 43 36 15 14 4 152 
22 会計事務員 17 19 30 17 9 5 97 
23 生産関連事務員 12 6 4 6 4 1 33 
24 営業・販売関連事務員 62 47 17 16 10 2 154 
25 外勤事務員 4 4 2 1 11 
26 運輸・通信事務員 1 3 3 3 2 1 13 
27 その他の事務的職業 6 4 3 3 2 18 

職 31 商品販売の職業 216 146 75 54 28 10 529 
32 販売類似の職業 44 17 11 5 3 1 81 

業 35 生活衛生サービスの職業 11 7 2 1 21 
36 飲食物調理の職業 8 14 4 1 27 

中 37 接客サービスの職業 17 28 20 6 3 2 76 
38 居住施設・ビル等の管理の職業 6 4 10 1 1 1 23 

分 39 その他のサービスの職業 4 8 3 1 16 
43 その他の保安の職業 3 5 5 4 2 19 

類 46 農業の職業 23 14 3 1 41 
47 林業の職業 6 2 8 
48 漁業の職業 6 7 1 1 15 
51 鉄道運転の職業 1 2 2 3 8 
52 自動車運転の職業 46 65 24 15 11 3 164 
53 船舶・航空機運転の職業 1 1 
54 その他の運輸の職業 2 2 2 6 
55 通信の職業 1 1 
61 採鉱・採石の職業 14 4 18 
62 その他の採掘の職業 2 3 1 1 7 
63 窯業製品製造の職業 13 14 10 4 1 2 44 
65 土石製品製造の職業 2 1 3 
66 金属材料製造の職業 16 18 11 4 1 1 51 
67 化学製品製造の職業 14 22 6 9 3 54 
68 金属加工の職業 88 101 44 13 11 10 267 
70 金属溶接・溶断の職業 12 15 5 4 1 1 38 
71 一般機械器具組立・修理の職業 20 19 16 12 5 2 74 
72 電気機械器具組立・修理の職業 19 50 31 29 17 3 149 
74 輸送用機械器具組立・修理の職業 32 18 17 15 11 2 95 
75 計器・光学機械器具組立・修理の職業 6 9 4 2 1 22 
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76 飲料・たばこ製造の職業 2 3 3 8 
77 食品原料製造の職業 2 2 1 5 
78 食料品製造の職業 36 46 22 7 3 114 
79 紡糸の職業 1 3 3 7 
80 織布・同関連の職業 11 5 4 1 2 23 
81 衣服・繊維製品製造の職業 26 24 15 1 66 
82 木・竹・草・つる製品製造の職業 34 21 7 1 3 66 
84 パルプ・紙・紙製品製造の職業 13 16 8 3 40 
85 印刷・製本の職業 45 38 14 3 100 
86 ゴム・プラスチック製品製造の職業 25 47 19 4 5 1 101 
87 かわ・かわ製品製造の職業 1 1 2 4 
88 装身具等身の回り品製造の職業 7 4 1 1 13 
90 その他の技能工、生産工程の職業 32 33 10 4 1 2 82 
91 定置機関・機械および建設機械運転の職業 13 6 3 22 
92 電気作業者 13 12 1 4 5 35 
93 建設の職業 26 14 7 1 1 49 
95 土木・舗装・鉄道線路工事の職業 18 8 1 1 28 
96 運搬労務の職業 41 37 24 3 6 1 112 
97 その他の労務の職業 20 23 23 10 7 83 

総計 1276 1199 639 321 208 86 3729 
注：規模の１は当該事業所従業員数が30人未満、２は30～99人、３は100～499人、４は500～999人、５は1,000人以上である。
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272 事務用機器操作員 17
311 小売店主・支配人 2
313 飲食店主・支配人 1
314 販売店員 278
315 商品訪問・移動販売従事者 5
316 再生資源卸売・回収従事者 2
317 商品仕入・販売外交員 224
321 不動産仲介人・売買人 42
322 保険代理人・外交員 11
323 有価証券売買・仲立人 4
325 サービス外交員 14
329 その他の販売類似の職業 10
352 美容師・着付師 7
354 浴場従事者 14
361 調理人 27
371 給仕従事者 47
373 娯楽場等の接客員 29
381 建物施設管理人 18
382 寄宿舎・寮の管理人 1
383 駐車場等の管理人 1
389 その他の居住施設・ビル等の職業 3
391 旅行・観光案内人 1
392 物品一時預り人・賃貸人 4
394 葬儀師 3
399 他に分類されないサービスの職業 8
432 警備員 17
439 他に分類されない保安の職業 2
461 農耕作業者 7
463 養畜作業者 23
464 植木職、造園師 9
471 育林作業者 4
472 伐木・造木作業者 3
481 漁労作業者 12
484 水産養殖作業者 2
489 その他の漁業の職業 1
512 電気・気動車運転士 8
521 バス運転者 7
522 乗用自動車運転者 23

職業小分類 件数

付表６　小分類別に見た回答件数

（不明） 1
011 自然科学系研究者 3
012 人文・社会科学系研究者 1
021 金属製錬技術者 1
022 機械技術者 34
025 電気技術者 45
029 その他の鉱工業技術者 1
031 農業技術者 2
032 畜産技術者 2
035 食品技術者 2
04 その他の技術者 1
041 建築技術者 56
042 土木技術者 28
043 測量技術者 12
044 情報処理技術者 60
049 他に分類されない技術者 6
051 医師 9
052 歯科医師 1
054 薬剤師 1
063 看護婦・看護士 49
064 臨床検査技師、衛生検査技師 2
069 その他の保健医療の職業 6
071 社会福祉事業専門職員 5
072 保母、保父 3
089 その他の法務の職業 2
091 公認会計士、税理士 1
093 経営コンサルタント 1
104 高等学校教員 1

職業小分類 件数

1速記者・タイピスト271
4運行管理事務員262
9運輸・旅客・貨物係事務員261

11外勤事務員251
2その他の営業・販売関連事務員249

160営業・販売事務員241
20出荷・受荷係事務員233
12倉庫係事務員232
1生産現場事務員231

106 大学教員 2
109 その他の教育の職業 1
121 文芸家、著述家 1
122 記者、編集者 23
134 デザイナー 19
135 写真家、カメラマン 1
144 制作・演出家 4
153 個人教授 10
159 他に分類されない専門的・技術的職業 7
171 会社役員 2
181 会社・団体の管理職員 3
191 その他の管理的職業 22
211 総務事務員 47
212 企画・調査事務員 22
213 一般事務所事務員 71
219 その他の一般事務員 13
221 金銭出納事務員 70
222 徴収事務員 1
223 予算・経理事務員 27
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71 一般機械器具組立・修理の職業 3
711 原動機組立工 2
712 金属加工機械組立工 8
713 その他の一般機械器具組立工 45
714 一般機械器具修理工 19
72 電気機械器具組立・修理の職業 4
721 発動機・電動機組立工・修理工 3
722 配電・制御装置組立工・修理工 8
723 民生用電子・電気機械器具組立工・修理工 23
724 電気通信機械器具組立工・修理工 8
725 電子応用機械器具組立工 12
726 半導体製品製造工 18
727 電球・電子管組立工 1
728 電子機器部品製造工 35
729 束線工 2
731 被覆電線製造工 8
732 乾電池・蓄電池製造工 2
733 電気機械器具製造工 14
739 その他の電気機械器具組立・修理の職業 11
741 自動車組立工 41
742 自動車整備・修理工 43
744 鉄道車両組立工・修理工 4
747 輸送用機械器具検査工 2
749 その他の輸送用機械器具組立・修理の職業 5
751 時計組立工・修理工 1
752 計器組立工・修理工 10
753 工学機械器具組立工・修理工 3
754 レンズ研磨工・調整工 6
759 その他の計器・光学器械器具組立・修理の職業 2
761 製茶工 1
762 酒類製造工 3
763 清涼飲料製造工 4
771 精穀工、製粉工 1
773 味そ・しょう油製造工 2
779 その他の食品原料製造の職業 3
78 食料品製造の職業 1
781 麺類製造工 7
782 パン・菓子製造工 23
783 豆腐・湯葉・こんにゃく・ふ製造工 8
785 乳・乳製品製造工 3

職業小分類 件数

625 選鉱員、選炭員 6
627 ？？？ 1
63 窯業製品製造の職業 1
631 窯業原料工 1
632 ガラス製品成形工 3
633 ガラス製品加工工 4
634 陶磁器製造工 4
635 施ゆう工、ほうろうがけ工 2
637 ファインセラミック製品製造工 2
638 セメント製造工 3
639 セメント製品製造工 14
641 れんが・かわら類製造工 6
642 石炭・石炭製品製造工 2
644 窯業製品検査工 1
649 その他の窯業製品製造の職業 1
651 石工 2
659 その他の土石製品製造の職業 2
661 製銑工、製鋼工 1
662 非鉄金属製錬工 4
663 鋳物工 20
664 鍛造工 6
665 金属熱処理工 2
666 圧延工 3
667 伸線工 6
668 金属材料製造検査工 3
669 その他の金属材料製造の職業 7
671 化学工 24
672 石油精製工 3
675 医薬品・化粧品製造工 6
679 その他の化学製品製造の職業 21
68 金属加工の職業 2
681 金属工作機械工 98
682 金属プレス工 48
683 鉄工、びょう打工、製かん工 19
684 板金工 21
685 めっき工 14
686 針金製品・はり・ばね製造工 5
687 金属研磨工 3
688 金属手仕上げ工 1

職業小分類 件数

9ガス溶接工、ガス切断工702
25ガス溶接工、ガス切断工701
4電気溶接工70

16その他の金属加工の職業699
3金属加工・金属製品検査工693

18金属製品製造工692
15金属製家具・建具製造工691
1金属彫刻工689

1さく井工、採油工、天然ガス採取工622
7じゃり・砂・粘土採取作業者614

11石切出作業者613
1他に分類されない無線技術員553
6他に分類されない運輸の職業549
1甲板員543
1船舶機関長・機関士533

38その他の自動車運転者529
91貨物自動車運転者523
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883 楽器製造工 2
884 模型・模造品制作工 4
887 ほうき・ブラシ製造工 1
888 漆器工 1
889 貴金属・宝石細工工 2
892 印判師 1
899 その他の装身具等身の回り品製造の職業 2
903 塗装工 15
904 画工、看板工 1
906 製図工、写図工 7
908 包装工 55
909 他に分類されない技能工、生産工程の職業 6
912 起重機・巻上機運転工 5
914 建設用機械運転工 22
919 その他の定置機関・機械および建設機械運転の職業 2
921 発電員、変電員 4
922 送電線架線工 3
924 通信線架線工 2
925 電信電話機据付工・保守工 6
926 電気工事作業者 19
93 建設の職業 4
931 大工 1
932 型わく工 3
933 鉄筋工 1
934 とび工 5
936 屋根ふき工 1
937 左官 1
938 配管工、鉛工 17
939 畳工 2
941 熱絶縁工 3
942 内装仕上げ工 5
949 その他の建設の職業 8
951 土木・舗装作業者 28
961 船内・沿岸荷役作業者 6
962 陸上荷役・運搬作業者 7
963 倉庫作業者 12
964 配達員 53
965 荷造工 37
971 清掃員 56
979 他に分類されない労務の職業 30
総計 3726

職業小分類 件数

801 織機準備工 2
802 織布工 8
803 漂白工、精練工 1
804 染色・仕上工 3
805 編物工、編立工 3
807 つな・なわ・ひも製造工 1
809 あみ製造工 3
811 婦人・子供服仕立職 3
812 男子服仕立職 4
813 和服仕立・修理職 2
814 帽子製造工 2
815 断裁工 1
816 ミシン縫製工 38
817 刺しゅう工 2
819 その他の衣服・繊維製品製造の職業 15
821 製材工 19
822 チップ製造工 1
823 合板工 5
824 木工 9
825 木製家具・建具製造工 20
826 船大工 1
827 木製おけ・たる製造工 1
831 木彫工 1
832 竹細工工 1
835 木・竹・草・つる製品検査工 1
839 その他の木・竹・草・つる製品製造の職業 5
841 パルプ工、紙料工 1
842 紙機械すき工 5
844 加工紙製造工 12
845 紙器製造工 8
846 紙製品製造工 3
849 その他のパルプ・紙・紙製品製造の職業 10
85 印刷・製本の職業 1
851 文字組版作業員 17
852 製版作業員 15
853 印刷作業員 55
854 印刷物光沢加工作業員 2
855 製本作業員 4
859 その他の印刷・製本の職業 6
862 ゴム製品製造工 24
864 プラスチック製品成形工 38

職業小分類 件数

1かばん・袋物製造工・修理工881
3くつ製造・修理工872
1製革工871

20その他のゴム・プラスチック製品製造の職業869
10ゴム・プラスチック製品検査工866
9プラスチック製品加工工865

1その他の紡糸の職業799
3合糸工、ねん糸工、加工糸工792
3粗紡工、精紡工791

16その他の食料品製造の職業789
6野菜つけ物工788

19肉製品製造工787
29水産物加工工786



－126－

041建築技術者
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 2 12 17 19 24 74
Ｑ３イ 3 2 35 34 ／ 74
Ｑ３ウ 7 47 19 1 ／／ 74
Ｑ３エ 11 2 34 27 ／／ 74
Ｑ３オ 1 1 7 64 1 74
Ｑ３カ 52 8 14 ／／／ 74
Ｑ３キ 4 3 30 26 11 ／ 74
Ｑ３ク 5 13 56 ／／／ 74
Ｑ３ケ 6 38 30 ／／／ 74
Ｑ３コ 6 32 36 ／／／ 74
Ｑ３サ 5 29 40 ／／／ 74
Ｑ３シ 8 51 15 ／／／ 74
Ｑ３ス 16 40 8 10 ／ 74
Ｑ４ア 1 11 62 ／／／ 74
Ｑ４イ 5 22 47 ／／／ 74
Ｑ４ウ 1 13 60 ／／／ 74
Ｑ４エ 25 27 22 ／／／ 74
Ｑ４オ 14 23 37 ／／／ 74
Ｑ４カ 6 26 42 ／／／ 74
Ｑ４キ 4 13 57 ／／／ 74
Ｑ４ク 3 14 57 ／／／ 74
Ｑ４ケ 1 8 65 ／／／ 74
Ｑ４コ 1 10 63 ／／／ 74
Ｑ５ア 21 34 19 ／／／ 74
Ｑ５イ 30 25 19 ／／／ 74
Ｑ５ウ 19 34 21 ／／／ 74
Ｑ５エ 11 32 31 ／／／ 74
Ｑ５オ 15 22 37 ／／／ 74
Ｑ５カ 23 33 18 ／／／ 74
Ｑ５キ 8 18 48 ／／／ 74
Ｑ５ク 14 22 38 ／／／ 74
Ｑ５ケ 18 23 33 ／／／ 74
Ｑ５コ 1 16 57 ／／／ 74
Ｑ５サ 8 29 37 ／／／ 74
Ｑ５シ 11 37 26 ／／／ 74
Ｑ５ス 17 23 34 ／／／ 74
Ｑ５セ 25 29 20 ／／／ 74
Ｑ５ソ 20 23 31 ／／／ 74
Ｑ５タ 36 26 12 ／／／ 74
Ｑ５チ 8 30 35 ／／／ 1 74
Ｑ５ツ 24 32 18 ／／／ 74
Ｑ５テ 10 28 36 ／／／ 74
Ｑ５ト 6 23 45 ／／／ 74
Ｑ５ナ 15 25 34 ／／／ 74
Ｑ５ニ 31 28 15 ／／／ 74
Ｑ５ヌ 70 4 ／／／ 74
Ｑ５ネ 53 18 3 ／／／ 74
Ｑ６（１）ア 2 25 45 ／／／ 2 74
Ｑ６（１）イ 9 19 46 ／／／ 74
Ｑ６（１）ウ 6 32 36 ／／／ 74
Ｑ６（２）ア 33 27 14 ／／／ 74
Ｑ６（２）イ 4 15 55 ／／／ 74
Ｑ６（２）ウ 29 28 17 ／／／ 74
Ｑ６（２）エ 41 25 8 ／／／ 74
Ｑ６（３）ア 31 20 23 ／／／ 74
Ｑ６（３）イ 34 19 20 ／／／ 1 74
Ｑ６（４）ア 34 22 18 ／／／ 74

／

付表7 13職種における領域別回答分布
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Ｑ６（４）イ 36 24 14 ／／／ 74
Ｑ６（５）ア 27 21 26 ／／／ 74
Ｑ６（５）イ 23 16 35 ／／／ 74
Ｑ６（５）ウ 58 13 3 ／／／ 74
Ｑ６（５）エ 47 25 2 ／／／ 74
Ｑ６（６）ア 18 27 29 ／／／ 74
Ｑ６（６）イ 32 18 24 ／／／ 74
Ｑ６（７）ア 31 29 14 ／／／ 74
Ｑ６（７）イ 40 27 7 ／／／ 74
Ｑ６（７）ウ 18 19 37 ／／／ 74
Ｑ６（７）エ 44 23 7 ／／／ 74
Ｑ６（８）ア 19 36 19 ／／／ 74
Ｑ６（８）イ 55 15 4 ／／／ 74
Ｑ６（８）ウ 18 38 17 ／／／ 1 74
Ｑ６（９）ア 2 22 49 ／／／ 1 74
Ｑ６（９）イ 13 33 27 ／／／ 1 74

044情報処理技術者
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 2 13 15 21 9 60
Ｑ３イ 3 4 24 29 ／ 60
Ｑ３ウ 5 31 24 ／／ 60
Ｑ３エ 14 3 30 13 ／／ 60
Ｑ３オ 9 14 37 60
Ｑ３カ 44 7 9 ／／／ 60
Ｑ３キ 1 13 27 19 ／ 60
Ｑ３ク 4 20 36 ／／／ 60
Ｑ３ケ 13 33 14 ／／／ 60
Ｑ３コ 4 42 14 ／／／ 60
Ｑ３サ 5 26 29 ／／／ 60
Ｑ３シ 3 41 16 ／／／ 60
Ｑ３ス 43 13 2 2 60
Ｑ４ア 3 57 ／／／ 60
Ｑ４イ 16 44 ／／／ 60
Ｑ４ウ 1 13 46 ／／／ 60
Ｑ４エ 42 16 2 ／／／ 60
Ｑ４オ 31 19 10 ／／／ 60
Ｑ４カ 9 17 34 ／／／ 60
Ｑ４キ 25 15 20 ／／／ 60
Ｑ４ク 14 46 ／／／ 60
Ｑ４ケ 9 51 ／／／ 60
Ｑ４コ 3 57 ／／／ 60
Ｑ５ア 42 16 2 ／／／ 60
Ｑ５イ 46 13 1 ／／／ 60
Ｑ５ウ 39 18 3 ／／／ 60
Ｑ５エ 2 58 ／／／ 60
Ｑ５オ 34 23 2 ／／／ 1 60
Ｑ５カ 53 6 1 ／／／ 60
Ｑ５キ 14 27 19 ／／／ 60
Ｑ５ク 30 24 6 ／／／ 60
Ｑ５ケ 7 18 35 ／／／ 60
Ｑ５コ 2 27 31 ／／／ 60
Ｑ５サ 1 59 ／／／ 60
Ｑ５シ 13 33 14 ／／／ 60
Ｑ５ス 11 26 23 ／／／ 60
Ｑ５セ 21 20 19 ／／／ 60
Ｑ５ソ 22 23 15 ／／／ 60
Ｑ５タ 56 3 1 ／／／ 60
Ｑ５チ 1 10 49 ／／／ 60
Ｑ５ツ 17 17 26 ／／／ 60
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Ｑ５テ 60

60
Ｑ６（３）イ 54 4 2 ／／／ 60
Ｑ６（４）ア 55 5 ／／／ 60
Ｑ６（４）イ 52 6 2 ／／／ 60
Ｑ６（５）ア 54 5 1 ／／／ 60
Ｑ６（５）イ 57 3 ／／／ 60
Ｑ６（５）ウ 41 14 5 ／／／ 60
Ｑ６（５）エ 60 ／／／ 60
Ｑ６（６）ア 48 12 ／／／ 60
Ｑ６（６）イ 54 6 ／／／ 60
Ｑ６（７）ア 48 11 1 ／／／ 60
Ｑ６（７）イ 57 3 ／／／ 60
Ｑ６（７）ウ 55 5 ／／／ 60
Ｑ６（７）エ 58 2 ／／／ 60
Ｑ６（８）ア 16 35 9 ／／／ 60
Ｑ６（８）イ 42 15 3 ／／／ 60
Ｑ６（８）ウ 13 43 4 ／／／ 60
Ｑ６（９）ア 15 45 ／／／ 60
Ｑ６（９）イ 5 32 23 ／／／ 60

／／／ 60
Ｑ５ト 16 23 21 ／／／ 60
Ｑ５ナ 22 22 16 ／／／ 60
Ｑ５ニ 23 25 12 ／／／ 60
Ｑ５ヌ 59 1 ／／／ 60
Ｑ５ネ 59 1 ／／／ 60
Ｑ６（１）ア 1 59 ／／／ 60
Ｑ６（１）イ 50 8 2 ／／／ 60
Ｑ６（１）ウ 6 36 18 ／／／ 60
Ｑ６（２）ア 52 8 ／／／ 60
Ｑ６（２）イ 1 3 56 ／／／ 60
Ｑ６（２）ウ 34 18 8 ／／／ 60
Ｑ６（２）エ 54 6 ／／／ 60
Ｑ６（３）ア 53 6 1 ／／／

213一般事務所事務員
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 4 17 36 9 4 70
Ｑ３イ 4 4 55 7 ／ 70
Ｑ３ウ 5 56 9 ／／ 70
Ｑ３エ 23 8 16 23 ／／ 70
Ｑ３オ 3 8 13 21 15 10 70
Ｑ３カ 29 29 12 ／／／ 70
Ｑ３キ 6 13 38 13 ／ 70
Ｑ３ク 7 38 25 ／／／ 70
Ｑ３ケ 14 46 10 ／／／ 70
Ｑ３コ 13 49 8 ／／／ 70
Ｑ３サ 13 44 13 ／／／ 70
Ｑ３シ 14 54 2 ／／／ 70
Ｑ３ス 3 36 25 6 ／ 70
Ｑ４ア 4 30 35 ／／／ 1 70
Ｑ４イ 9 34 25 ／／／ 2 70
Ｑ４ウ 2 19 48 ／／／ 1 70
Ｑ４エ 17 34 18 ／／／ 1 70
Ｑ４オ 30 27 11 ／／／ 2 70

／

Ｑ４カ 7 38 24 ／／／ 1 70
Ｑ４キ 38 19 11 ／／／ 2 70
Ｑ４ク 5 27 37 ／／／ 1 70
Ｑ４ケ 4 21 44 ／／／ 1 70
Ｑ４コ 5 35 29 ／／／ 1 70
Ｑ５ア 43 24 3 ／／／ 70
Ｑ５イ 50 17 3 ／／／ 70
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Ｑ５ウ 36 31 3 ／／／ 70
Ｑ５エ 2 6 62 ／／／ 70

6 ／／／ 70
Ｑ５テ 7 17 46 ／／／ 70
Ｑ５ト 25 25 20 ／／／ 70
Ｑ５ナ 42 21 7 ／／／ 70
Ｑ５ニ 35 24 11 ／／／ 70
Ｑ５ヌ 63 5 2 ／／／ 70
Ｑ５ネ 63 6 1 ／／／ 70
Ｑ６（１）ア 1 69 ／／／ 70
Ｑ６（１）イ 52 15 2 ／／／ 1 70
Ｑ６（１）ウ 27 37 5 ／／／ 1 70
Ｑ６（２）ア 64 4 1 ／／／ 1 70
Ｑ６（２）イ 1 3 66 ／／／ 70
Ｑ６（２）ウ 51 9 9 ／／／ 1 70
Ｑ６（２）エ 67 1 1 ／／／ 1 70
Ｑ６（３）ア 67 3 ／／／ 70
Ｑ６（３）イ 66 3 1 ／／／ 70
Ｑ６（４）ア 67 3 ／／／ 70
Ｑ６（４）イ 65 5 ／／／ 70
Ｑ６（５）ア 65 5 ／／／ 70
Ｑ６（５）イ 65 5 ／／／ 70
Ｑ６（５）ウ 67 2 1 ／／／ 70
Ｑ６（５）エ 68 2 ／／／ 70
Ｑ６（６）ア 57 13 ／／／ 70
Ｑ６（６）イ 65 5 ／／／ 70
Ｑ６（７）ア 70 ／／／ 70
Ｑ６（７）イ 69 1 ／／／ 70
Ｑ６（７）ウ 65 5 ／／／ 70
Ｑ６（７）エ 70 ／／／ 70
Ｑ６（８）ア 58 12 ／／／ 70
Ｑ６（８）イ 66 4 ／／／ 70
Ｑ６（８）ウ 44 23 3 ／／／ 70
Ｑ６（９）ア 6 44 20 ／／／ 70
Ｑ６（９）イ 3 26 41 ／／／ 70

Ｑ５オ 35 33 2 ／／／ 70
Ｑ５カ 49 19 2 ／／／ 70
Ｑ５キ 4 30 36 ／／／ 70
Ｑ５ク 25 39 6 ／／／ 70
Ｑ５ケ 6 31 33 ／／／ 70
Ｑ５コ 1 20 49 ／／／ 70
Ｑ５サ 5 20 45 ／／／ 70
Ｑ５シ 3 28 39 ／／／ 70
Ｑ５ス 15 28 27 ／／／ 70
Ｑ５セ 24 30 15 ／／／ 1 70
Ｑ５ソ 28 28 13 ／／／ 1 70
Ｑ５タ 59 9 2 ／／／ 70
Ｑ５チ 13 20 37 ／／／ 70
Ｑ５ツ 45 19

221金銭出納係事務員
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 11 33 20 1 5 70
Ｑ３イ 1 6 1 54 8 ／ 70
Ｑ３ウ 2 39 28 1 ／／ 70
Ｑ３エ 5 12 40 13 ／／ 70
Ｑ３オ 1 6 26 19 18 70
Ｑ３カ 53 13 3 ／／／ 1 70
Ｑ３キ 7 41 20 2 ／ 70
Ｑ３ク 3 9 58 ／／／ 70
Ｑ３ケ 4 48 18 ／／／ 70
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Ｑ３コ 2 46 22 ／／／ 70
Ｑ３サ 2 50 18 ／／／ 70
Ｑ３シ 6 59 5 ／／／ 70
Ｑ３ス 2 28 33 ／／／ 70
Ｑ４ア 1 20 48 ／／／ 1 70
Ｑ４イ 3 41 26 ／／／ 70
Ｑ４ウ 5 65 ／／／ 70
Ｑ４エ 5 65 ／／／ 70
Ｑ４オ 24 29 16 ／／／ 1 70
Ｑ４カ 6 23 41 ／／／ 70
Ｑ４キ 39 19 11 ／／／ 1 70
Ｑ４ク 12 58 ／／／ 70
Ｑ４ケ 9 61 ／／／ 70
Ｑ４コ 2 23 45 ／／／ 70
Ｑ５ア 41 25 4 ／／／ 70
Ｑ５イ 45 21 4 ／／／ 70
Ｑ５ウ 28 38 4 ／／／ 70
Ｑ５エ 1 4 65 ／／／ 70
Ｑ５オ 14 47 8 ／／／ 1 70
Ｑ５カ 39 26 3 ／／／ 2 70
Ｑ５キ 3 26 40 ／／／ 1 70
Ｑ５ク 21 45 4 ／／／ 70
Ｑ５ケ 12 58 ／／／ 70
Ｑ５コ 10 60 ／／／ 70
Ｑ５サ 4 66 ／／／ 70
Ｑ５シ 26 44 ／／／ 70
Ｑ５ス 9 26 35 ／／／ 70
Ｑ５セ 28 32 10 ／／／ 70
Ｑ５ソ 25 29 16 ／／／ 70
Ｑ５タ 62 7 1 ／／／ 70
Ｑ５チ 13 29 28 ／／／ 70
Ｑ５ツ 33 27 10 ／／／ 70
Ｑ５テ 8 62 ／／／ 70
Ｑ５ト 15 29 26 ／／／ 70
Ｑ５ナ 37 25 8 ／／／ 70
Ｑ５ニ 34 23 13 ／／／ 70
Ｑ５ヌ 69 1 ／／／ 70
Ｑ５ネ 69 1 ／／／ 70
Ｑ６（１）ア 2 1 67 ／／／ 70
Ｑ６（１）イ 35 29 6 ／／／ 70
Ｑ６（１）ウ 14 45 10 ／／／ 1 70
Ｑ６（２）ア 65 4 1 ／／／ 70
Ｑ６（２）イ 2 3 65 ／／／ 70
Ｑ６（２）ウ 48 17 4 ／／／ 1 70
Ｑ６（２）エ 68 2 ／／／ 70
Ｑ６（３）ア 69 1 ／／／ 70
Ｑ６（３）イ 68 2 ／／／ 70
Ｑ６（４）ア 68 2 ／／／ 70
Ｑ６（４）イ 67 2 1 ／／／ 70
Ｑ６（５）ア 68 2 ／／／ 70
Ｑ６（５）イ 67 3 ／／／ 70
Ｑ６（５）ウ 59 5 6 ／／／ 70
Ｑ６（５）エ 70 ／／／ 70
Ｑ６（６）ア 60 10 ／／／ 70
Ｑ６（６）イ 70 ／／／ 70
Ｑ６（７）ア 69 1 ／／／ 70
Ｑ６（７）イ 70 ／／／ 70
Ｑ６（７）ウ 69 1 ／／／ 70
Ｑ６（７）エ 70 ／／／ 70
Ｑ６（８）ア 54 16 ／／／ 70
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Ｑ６（８）イ 62 8 ／／／ 70
Ｑ６（８）ウ 51 19 ／／／ 70
Ｑ６（９）ア 2 33 35 ／／／ 70
Ｑ６（９）イ 8 30 32 ／／／ 70

241営業・販売関連事務員
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 1 10 68 34 12 26 151
Ｑ３イ 10 10 4 103 24 ／ 151
Ｑ３ウ 15 99 37 ／／ 151
Ｑ３エ 16 11 108 16 ／／ 151
Ｑ３オ 8 26 37 34 45 1 151
Ｑ３カ 64 48 39 ／／／ 151
Ｑ３キ 7 37 83 20 4 ／ 151
Ｑ３ク 6 21 124 ／／／ 151
Ｑ３ケ 11 90 50 ／／／ 151
Ｑ３コ 12 90 49 ／／／ 151
Ｑ３サ 12 83 56 ／／／ 151
Ｑ３シ 21 106 24 ／／／ 151
Ｑ３ス 30 73 28 20 ／ 151
Ｑ４ア 4 59 88 ／／／ 151
Ｑ４イ 12 77 62 ／／／ 151
Ｑ４ウ 7 43 101 ／／／ 151
Ｑ４エ 37 54 60 ／／／ 151
Ｑ４オ 62 44 45 ／／／ 151
Ｑ４カ 11 61 78 ／／／ 1 151
Ｑ４キ 79 44 27 ／／／ 1 151
Ｑ４ク 1 26 124 ／／／ 151
Ｑ４ケ 1 23 126 ／／／ 1 151
Ｑ４コ 8 47 96 ／／／ 151
Ｑ５ア 83 46 22 ／／／ 151
Ｑ５イ 92 45 14 ／／／ 151
Ｑ５ウ 70 55 26 ／／／ 151
Ｑ５エ 16 28 107 ／／／ 151
Ｑ５オ 35 81 34 ／／／ 1 151

／

Ｑ５カ 85 50 15 ／／／ 1 151
Ｑ５キ 16 61 74 ／／／ 151
Ｑ５ク 49 83 19 ／／／ 151
Ｑ５ケ 26 68 56 ／／／ 1 151
Ｑ５コ 4 47 100 ／／／ 151
Ｑ５サ 12 50 89 ／／／ 151
Ｑ５シ 15 76 59 ／／／ 1 151
Ｑ５ス 39 68 43 ／／／ 1 151
Ｑ５セ 59 62 29 ／／／ 1 151
Ｑ５ソ 56 59 35 ／／／ 1 151
Ｑ５タ 108 30 12 ／／／ 1 151
Ｑ５チ 35 56 59 ／／／ 1 151
Ｑ５ツ 75 59 16 ／／／ 1 151
Ｑ５テ 16 48 86 ／／／ 1 151
Ｑ５ト 38 60 52 ／／／ 1 151
Ｑ５ナ 62 62 26 ／／／ 1 151
Ｑ５ニ 68 42 40 ／／／ 1 151
Ｑ５ヌ 134 8 8 ／／／ 1 151
Ｑ５ネ 127 14 9 ／／／ 1 151
Ｑ６（１）ア 4 28 119 ／／／ 151
Ｑ６（１）イ 75 51 24 ／／／ 1 151
Ｑ６（１）ウ 32 51 67 ／／／ 1 151
Ｑ６（２）ア 126 19 5 ／／／ 1 151
Ｑ６（２）イ 1 16 134 ／／／ 151
Ｑ６（２）ウ 101 39 10 ／／／ 1 151
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1 151
Ｑ６（３）イ 116 27 7 ／／／ 1 151
Ｑ６（４）ア 127 18 4 ／／／ 2 151
Ｑ６（４）イ 126 20 3 ／／／ 2 151
Ｑ６（５）ア 129 19 2 ／／／ 1 151
Ｑ６（５）イ 125 20 5 ／／／ 1 151
Ｑ６（５）ウ 131 13 6 ／／／ 1 151
Ｑ６（５）エ 147 3 ／／／ 1 151
Ｑ６（６）ア 113 34 3 ／／／ 1 151
Ｑ６（６）イ 138 11 1 ／／／ 1 151
Ｑ６（７）ア 141 9 ／／／ 1 151
Ｑ６（７）イ 144 5 1 ／／／ 1 151
Ｑ６（７）ウ 131 17 2 ／／／ 1 151
Ｑ６（７）エ 147 3 ／／／ 1 151
Ｑ６（８）ア 101 44 6 ／／／ 151
Ｑ６（８）イ 134 16 1 ／／／ 151
Ｑ６（８）ウ 81 61 9 ／／／ 151
Ｑ６（９）ア 19 78 54 ／／／ 151
Ｑ６（９）イ 18 56 77 ／／／ 151

Ｑ６（２）エ 137 9 3 ／／／ 2 151
Ｑ６（３）ア 119 25 6 ／／／

314販売店員
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 9 68 102 41 13 49 1 283
Ｑ３イ 12 33 40 181 17 ／ 283
Ｑ３ウ 26 179 77 1 ／／ 283
Ｑ３エ 27 15 209 32 ／／ 283
Ｑ３オ 7 27 67 75 48 59 283
Ｑ３カ 81 82 119 ／／／ 1 283
Ｑ３キ 28 100 124 29 2 283
Ｑ３ク 7 39 237 ／／／ 283
Ｑ３ケ 22 146 115 ／／／ 283
Ｑ３コ 34 178 71 ／／／ 283
Ｑ３サ 34 153 96 ／／／ 283
Ｑ３シ 56 174 53 ／／／ 283
Ｑ３ス 26 166 57 33 ／ 1 283
Ｑ４ア 35 161 85 ／／／ 2 283
Ｑ４イ 71 154 56 ／／／ 2 283
Ｑ４ウ 2 137 142 ／／／ 2 283
Ｑ４エ 26 63 192 ／／／ 2 283
Ｑ４オ 67 139 72 ／／／ 5 283
Ｑ４カ 16 122 143 ／／／ 2 283
Ｑ４キ 95 92 93 ／／／ 3 283
Ｑ４ク 6 56 219 ／／／ 2 283
Ｑ４ケ 3 62 216 ／／／ 2 283
Ｑ４コ 20 129 132 ／／／ 2 283
Ｑ５ア 46 135 102 ／／／ 283
Ｑ５イ 72 142 69 ／／／ 283
Ｑ５ウ 34 122 127 ／／／ 283
Ｑ５エ 145 96 41 ／／／ 1 283
Ｑ５オ 6 34 243 ／／／ 283

／

Ｑ５カ 45 162 76 ／／／ 283
Ｑ５キ 9 44 230 ／／／ 283
Ｑ５ク 93 138 51 ／／／ 1 283
Ｑ５ケ 45 121 117 ／／／ 283
Ｑ５コ 22 156 104 ／／／ 1 283
Ｑ５サ 50 137 96 ／／／ 283
Ｑ５シ 65 158 60 ／／／ 283
Ｑ５ス 60 127 96 ／／／ 283
Ｑ５セ 112 120 51 ／／／ 283
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Ｑ５ソ 58 118 107 ／／／ 283
Ｑ５タ 156 82 43 ／／／ 2 283
Ｑ５チ 143 110 30 ／／／ 283
Ｑ５ツ 127 109 46 ／／／ 1 283
Ｑ５テ 89 144 50

283
Ｑ６（３）イ 158 82 42 ／／／ 1 283
Ｑ６（４）ア 189 71 23 ／／／ 283
Ｑ６（４）イ 188 79 16 ／／／ 283
Ｑ６（５）ア 191 73 19 ／／／ 283
Ｑ６（５）イ 152 83 47 ／／／ 1 283
Ｑ６（５）ウ 255 19 9 ／／／ 283
Ｑ６（５）エ 229 43 11 ／／／ 283
Ｑ６（６）ア 155 88 40 ／／／ 283
Ｑ６（６）イ 228 46 9 ／／／ 283
Ｑ６（７）ア 241 38 4 ／／／ 283
Ｑ６（７）イ 211 56 16 ／／／ 283
Ｑ６（７）ウ 182 89 12 ／／／ 283
Ｑ６（７）エ 244 30 9 ／／／ 283
Ｑ６（８）ア 132 115 36 ／／／ 283
Ｑ６（８）イ 125 77 81 ／／／ 283
Ｑ６（８）ウ 32 100 151 ／／／ 283
Ｑ６（９）ア 16 113 154 ／／／ 283
Ｑ６（９）イ 22 133 128 ／／／ 283

／／／ 283
Ｑ５ト 25 98 160 ／／／ 283
Ｑ５ナ 44 99 140 ／／／ 283
Ｑ５ニ 87 112 84 ／／／ 283
Ｑ５ヌ 206 43 34 ／／／ 283
Ｑ５ネ 140 100 43 ／／／ 283
Ｑ６（１）ア 10 71 201 ／／／ 1 283
Ｑ６（１）イ 101 97 84 ／／／ 1 283
Ｑ６（１）ウ 94 124 63 ／／／ 2 283
Ｑ６（２）ア 207 66 10 ／／／ 283
Ｑ６（２）イ 10 34 239 ／／／ 283
Ｑ６（２）ウ 151 82 50 ／／／ 283
Ｑ６（２）エ 243 31 9 ／／／ 283
Ｑ６（３）ア 173 80 30 ／／／

317商品仕入・販売外交員
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 3 24 75 46 24 62 1 235
Ｑ３イ 10 12 8 171 34 ／ 235
Ｑ３ウ 36 132 67 ／／ 235
Ｑ３エ 39 4 172 20 ／／ 235
Ｑ３オ 1 5 14 39 54 122 235
Ｑ３カ 114 58 63 ／／／ 235
Ｑ３キ 27 76 102 26 3 ／ 1 235
Ｑ３ク 3 7 224 ／／／ 1 235
Ｑ３ケ 15 127 92 ／／／ 1 235
Ｑ３コ 16 126 92 ／／／ 1 235
Ｑ３サ 18 121 95 ／／／ 1 235
Ｑ３シ 18 139 77 ／／／ 1 235
Ｑ３ス 65 109 26 34 ／／ 1 235
Ｑ４ア 9 75 150 ／／／ 1 235
Ｑ４イ 17 97 120 ／／／ 1 235
Ｑ４ウ 3 74 157 ／／／ 1 235
Ｑ４エ 26 83 126 ／／／ 235
Ｑ４オ 53 91 90 ／／／ 1 235
Ｑ４カ 18 76 140 ／／／ 1 235
Ｑ４キ 98 84 51 ／／／ 2 235
Ｑ４ク 3 21 211 ／／／ 235
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Ｑ４ケ 3 19 212 ／／／ 1 235
Ｑ４コ 6 58 170 ／／／ 1 235
Ｑ５ア 51 84 100 ／／／ 235
Ｑ５イ 72 91 70 ／／／ 2 235
Ｑ５ウ 38 82 114 ／／／ 1 235
Ｑ５エ 37 101 94 ／／／ 3 235
Ｑ５オ 19 77 139 ／／／ 235
Ｑ５カ 81 112 39 ／／／ 3 235
Ｑ５キ 6 38 190 ／／／ 1 235
Ｑ５ク 31 122 79 ／／／ 3 235
Ｑ５ケ 77 99 59 ／／／ 235
Ｑ５コ 12 72 150 ／／／ 1 235
Ｑ５サ 32 118 83 ／／／ 2 235
Ｑ５シ 28 134 71 ／／／ 2 235
Ｑ５ス 74 96 64 ／／／ 1 235
Ｑ５セ 109 79 45 ／／／ 2 235
Ｑ５ソ 79 91 65 ／／／ 235
Ｑ５タ 99 73 60 ／／／ 3 235
Ｑ５チ 71 107 57 ／／／ 235
Ｑ５ツ 95 89 51 ／／／ 235
Ｑ５テ 44 124 67 ／／／ 235
Ｑ５ト 29 99 107 ／／／ 235
Ｑ５ナ 43 99 93 ／／／ 235
Ｑ５ニ 84 85 66 ／／／ 235
Ｑ５ヌ 207 16 12 ／／／ 235
Ｑ５ネ 170 52 13 ／／／ 235
Ｑ６（１）ア 10 115 109 ／／／ 1 235
Ｑ６（１）イ 44 79 112 ／／／ 235
Ｑ６（１）ウ 3 14 217 ／／／ 1 235
Ｑ６（２）ア 165 63 6 ／／／ 1 235
Ｑ６（２）イ 6 35 193 ／／／ 1 235
Ｑ６（２）ウ 129 88 17 ／／／ 1 235
Ｑ６（２）エ 199 30 4 ／／／ 2 235
Ｑ６（３）ア 137 66 32 ／／／ 235
Ｑ６（３）イ 139 68 28 ／／／ 235
Ｑ６（４）ア 156 65 14 ／／／ 235
Ｑ６（４）イ 162 61 11 ／／／ 1 235
Ｑ６（５）ア 139 72 24 ／／／ 235
Ｑ６（５）イ 127 84 24 ／／／ 235
Ｑ６（５）ウ 203 23 9 ／／／ 235
Ｑ６（５）エ 200 30 5 ／／／ 235
Ｑ６（６）ア 120 95 20 ／／／ 235
Ｑ６（６）イ 162 58 15 ／／／ 235
Ｑ６（７）ア 198 32 5 ／／／ 235
Ｑ６（７）イ 202 27 6 ／／／ 235
Ｑ６（７）ウ 149 72 14 ／／／ 235
Ｑ６（７）エ 200 27 8 ／／／ 235
Ｑ６（８）ア 106 104 25 ／／／ 235
Ｑ６（８）イ 207 26 1 ／／／ 1 235
Ｑ６（８）ウ 81 132 22 ／／／ 235
Ｑ６（９）ア 19 145 71 ／／／ 235
Ｑ６（９）イ 13 60 162 ／／／ 235

523貨物自動車運転者
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 9 18 32 6 3 22 1 91
Ｑ３イ 13 39 30 9 ／ 91
Ｑ３ウ 7 60 23 1 ／／ 91
Ｑ３エ 12 7 45 27 ／／ 91
Ｑ３オ 1 19 34 23 8 5 1 91
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Ｑ３カ 18 18 55 ／／／ 91
Ｑ３キ 9 17 29 29 7 ／ 91
Ｑ３ク 5 39 47 ／／／ 91
Ｑ３ケ 11 56 24 ／／／ 91
Ｑ３コ 8 60 23 ／／／ 91
Ｑ３サ 5 60 26 ／／／ 91
Ｑ３シ 20 56 15 ／／／ 91
Ｑ３ス 16 54 7 13 ／／ 1 91
Ｑ４ア 17 57 16 ／／／ 1 91
Ｑ４イ 41 41 8 ／／／ 1 91
Ｑ４ウ 10 68 12 ／／／ 1 91
Ｑ４エ 52 28 10 ／／／ 1 91
Ｑ４オ 53 25 12 ／／／ 1 91
Ｑ４カ 14 53 23 ／／／ 1 91
Ｑ４キ 38 38 14 ／／／ 1 91
Ｑ４ク 9 52 29 ／／／ 1 91
Ｑ４ケ 2 37 49 ／／／ 3 91
Ｑ４コ 17 56 17 ／／／ 1 91
Ｑ５ア 6 8 77 ／／／ 91
Ｑ５イ 8 21 62 ／／／ 91
Ｑ５ウ 3 12 76 ／／／ 91
Ｑ５エ 18 19 52 ／／／ 2 91
Ｑ５オ 6 26 59 ／／／ 91
Ｑ５カ 6 28 56 ／／／ 1 91
Ｑ５キ 6 10 75 ／／／ 91
Ｑ５ク 13 50 28 ／／／ 91
Ｑ５ケ 37 41 13 ／／／ 91
Ｑ５コ 21 57 13 ／／／ 91
Ｑ５サ 69 18 3 ／／／ 1 91
Ｑ５シ 39 40 12 ／／／ 91
Ｑ５ス 30 36 25 ／／／ 91
Ｑ５セ 20 39 32 ／／／ 91
Ｑ５ソ 8 25 58 ／／／ 91
Ｑ５タ 10 7 74 ／／／ 91
Ｑ５チ 39 29 23 ／／／ 91
Ｑ５ツ 16 11 64 ／／／ 91
Ｑ５テ 69 15 6 ／／／ 1 91
Ｑ５ト 10 25 56 ／／／ 91
Ｑ５ナ 24 32 35 ／／／ 91
Ｑ５ニ 28 22 41 ／／／ 91
Ｑ５ヌ 89 1 1 ／／／ 91
Ｑ５ネ 69 20 2 ／／／ 91
Ｑ６（１）ア 13 52 25 ／／／ 1 91
Ｑ６（１）イ 17 73 ／／／ 1 91
Ｑ６（１）ウ 10 3 78 ／／／ 91
Ｑ６（２）ア 38 42 11 ／／／ 91
Ｑ６（２）イ 1 17 73 ／／／ 91
Ｑ６（２）ウ 44 35 12 ／／／ 91
Ｑ６（２）エ 71 17 3 ／／／ 91
Ｑ６（３）ア 29 40 22 ／／／ 91
Ｑ６（３）イ 30 40 21 ／／／ 91
Ｑ６（４）ア 47 30 14 ／／／ 91
Ｑ６（４）イ 48 29 14 ／／／ 91
Ｑ６（５）ア 26 41 24 ／／／ 91
Ｑ６（５）イ 19 43 29 ／／／ 91
Ｑ６（５）ウ 84 7 ／／／ 91
Ｑ６（５）エ 68 21 2 ／／／ 91
Ｑ６（６）ア 12 35 44 ／／／ 91
Ｑ６（６）イ 23 26 42 ／／／ 91
Ｑ６（７）ア 72 18 1 ／／／ 91
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Ｑ６（７）イ 75 16 ／／／ 91
Ｑ６（７）ウ 13 40 38 ／／／ 91
Ｑ６（７）エ 74 15 2 ／／／ 91
Ｑ６（８）ア 7 34 50 ／／／ 91
Ｑ６（８）イ 57 18 15 ／／／ 1 91
Ｑ６（８）ウ 6 59 25 ／／／ 1 91
Ｑ６（９）ア 11 52 27 ／／／ 1 91
Ｑ６（９）イ 3 16 72 ／／／ 91

681金属工作機械工
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 9 18 32 19 12 9 99
Ｑ３イ 8 15 19 42 15 ／ 99
Ｑ３ウ 10 66 23 ／／ 99
Ｑ３エ 27 32 25 15 ／／ 99
Ｑ３オ 6 8 12 17 18 38 99
Ｑ３カ 43 32 24 ／／／ 99
Ｑ３キ 14 44 28 13 ／ 99
Ｑ３ク 60 33 6 ／／／ 99
Ｑ３ケ 39 44 16 ／／／ 99
Ｑ３コ 26 56 17 ／／／ 99
Ｑ３サ 18 61 20 ／／／ 99
Ｑ３シ 36 46 17 ／／／ 99
Ｑ３ス 10 41 36 12 ／／ 99
Ｑ４ア 14 55 30 ／／／ 99
Ｑ４イ 39 53 7 ／／／ 99
Ｑ４ウ 9 46 44 ／／／ 99
Ｑ４エ 96 3 ／／／ 99
Ｑ４オ 56 30 13 ／／／ 99
Ｑ４カ 16 55 28 ／／／ 99
Ｑ４キ 4 18 77 ／／／ 99
Ｑ４ク 23 60 16 ／／／ 99
Ｑ４ケ 2 59 38 ／／／ 99
Ｑ４コ 15 51 33 ／／／ 99
Ｑ５ア 12 42 45 ／／／ 99
Ｑ５イ 15 49 34 ／／／ 1 99
Ｑ５ウ 8 48 43 ／／／ 99
Ｑ５エ 59 36 4 ／／／ 99
Ｑ５オ 1 7 91 ／／／ 99
Ｑ５カ 21 62 16 ／／／ 99
Ｑ５キ 4 29 66 ／／／ 99
Ｑ５ク 65 30 4 ／／／ 99
Ｑ５ケ 14 42 43 ／／／ 99
Ｑ５コ 37 55 7 ／／／ 99
Ｑ５サ 26 41 32 ／／／ 99
Ｑ５シ 63 35 1 ／／／ 99
Ｑ５ス 22 23 54 ／／／ 99
Ｑ５セ 23 40 36 ／／／ 99
Ｑ５ソ 13 29 57 ／／／ 99
Ｑ５タ 48 42 9 ／／／ 99
Ｑ５チ 24 40 35 ／／／ 99
Ｑ５ツ 12 43 44 ／／／ 99
Ｑ５テ 28 42 29 ／／／ 99
Ｑ５ト 7 52 40 ／／／ 99
Ｑ５ナ 46 44 9 ／／／ 99
Ｑ５ニ 43 42 14 ／／／ 99
Ｑ５ヌ 99 ／／／ 99
Ｑ５ネ 89 10 ／／／ 99
Ｑ６（１）ア 1 1 97 ／／／ 99
Ｑ６（１）イ 75 21 3 ／／／ 99
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Ｑ６（１）ウ 80 16 3 ／／／ 99
Ｑ６（２）ア 74 22 3 ／／／ 99
Ｑ６（２）イ 5 11 83 ／／／ 99
Ｑ６（２）ウ 53 33 13 ／／／ 99
Ｑ６（２）エ 83 13 3 ／／／ 99
Ｑ６（３）ア 71 21 7 ／／／ 99
Ｑ６（３）イ 83 13 3 ／／／ 99
Ｑ６（４）ア 91 7 1 ／／／ 99
Ｑ６（４）イ 84 10 5 ／／／ 99
Ｑ６（５）ア 41 46 12 ／／／ 99
Ｑ６（５）イ 22 53 24 ／／／ 99
Ｑ６（５）ウ 86 8 5 ／／／ 99
Ｑ６（５）エ 76 20 3 ／／／ 99
Ｑ６（６）ア 14 53 32 ／／／ 99
Ｑ６（６）イ 60 31 8 ／／／ 99
Ｑ６（７）ア 62 30 7 ／／／ 99
Ｑ６（７）イ 62 32 5 ／／／ 99
Ｑ６（７）ウ 51 40 8 ／／／ 99
Ｑ６（７）エ 84 14 1 ／／／ 99
Ｑ６（８）ア 56 34 8 ／／／ 1 99
Ｑ６（８）イ 64 25 10 ／／／ 99
Ｑ６（８）ウ 36 57 6 ／／／ 99
Ｑ６（９）ア 17 58 24 ／／／ 99
Ｑ６（９）イ 5 28 66 ／／／ 99

682金属プレス工
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 12 14 18 4 2 50
Ｑ３イ 9 15 9 16 1 ／ 50
Ｑ３ウ 8 32 10 ／／ 50
Ｑ３エ 8 28 6 8 ／／ 50
Ｑ３オ 4 4 10 7 13 11 1 50
Ｑ３カ 20 14 15 ／／／ 1 50
Ｑ３キ 1 13 26 8 2 ／ 50
Ｑ３ク 36 13 1 ／／／ 50
Ｑ３ケ 19 25 6 ／／／ 50
Ｑ３コ 14 29 7 ／／／ 50
Ｑ３サ 13 30 7 ／／／ 50
Ｑ３シ 16 30 4 ／／／ 50
Ｑ３ス 1 16 26 7 ／／ 50
Ｑ４ア 16 27 6 ／／／ 1 50
Ｑ４イ 25 23 ／／／ 2 50
Ｑ４ウ 5 40 4 ／／／ 1 50
Ｑ４エ 49 ／／／ 1 50
Ｑ４オ 16 19 14 ／／／ 1 50
Ｑ４カ 16 23 9 ／／／ 2 50
Ｑ４キ 6 21 22 ／／／ 1 50
Ｑ４ク 12 26 10 ／／／ 2 50
Ｑ４ケ 3 24 22 ／／／ 1 50
Ｑ４コ 10 33 6 ／／／ 1 50
Ｑ５ア 2 25 23 ／／／ 50
Ｑ５イ 5 26 19 ／／／ 50
Ｑ５ウ 4 22 24 ／／／ 50
Ｑ５エ 28 11 11 ／／／ 50
Ｑ５オ 2 7 41 ／／／ 50
Ｑ５カ 11 35 4 ／／／ 50
Ｑ５キ 2 18 30 ／／／ 50
Ｑ５ク 36 14 ／／／ 50
Ｑ５ケ 6 26 17 ／／／ 1 50
Ｑ５コ 29 21 ／／／ 50
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Ｑ５サ 32 14 4 ／／／ 50
Ｑ５シ 36 10 4 ／／／ 50
Ｑ５ス 7 25 18 ／／／ 50
Ｑ５セ 9 29 12 ／／／ 50
Ｑ５ソ 6 25 19 ／／／ 50
Ｑ５タ 12 26 12 ／／／ 50
Ｑ５チ 15 21 14 ／／／ 50
Ｑ５ツ 10 20 20 ／／／ 50
Ｑ５テ 39 10 1 ／／／ 50
Ｑ５ト 6 25 19 ／／／ 50
Ｑ５ナ 27 14 9 ／／／ 50
Ｑ５ニ 26 19 5 ／／／ 50
Ｑ５ヌ 50 ／／／ 50
Ｑ５ネ 47 3 ／／／ 50
Ｑ６（１）ア 1 49 ／／／ 50
Ｑ６（１）イ 30 19 1 ／／／ 50
Ｑ６（１）ウ 43 7 ／／／ 50
Ｑ６（２）ア 35 13 2 ／／／ 50
Ｑ６（２）イ 2 8 39 ／／／ 1 50
Ｑ６（２）ウ 28 17 4 ／／／ 1 50
Ｑ６（２）エ 42 6 1 ／／／ 1 50
Ｑ６（３）ア 26 16 8 ／／／ 50
Ｑ６（３）イ 33 11 5 ／／／ 1 50
Ｑ６（４）ア 37 11 2 ／／／ 50
Ｑ６（４）イ 35 10 5 ／／／ 50
Ｑ６（５）ア 25 21 4 ／／／ 50
Ｑ６（５）イ 6 31 13 ／／／ 50
Ｑ６（５）ウ 49 1 ／／／ 50
Ｑ６（５）エ 42 8 ／／／ 50
Ｑ６（６）ア 14 36 ／／／ 50
Ｑ６（６）イ 11 17 22 ／／／ 50
Ｑ６（７）ア 34 16 ／／／ 50
Ｑ６（７）イ 36 12 2 ／／／ 50
Ｑ６（７）ウ 32 15 3 ／／／ 50
Ｑ６（７）エ 43 7 ／／／ 50
Ｑ６（８）ア 32 17 1 ／／／ 50
Ｑ６（８）イ 39 7 4 ／／／ 50
Ｑ６（８）ウ 25 25 ／／／ 50
Ｑ６（９）ア 5 27 18 ／／／ 50
Ｑ６（９）イ 2 21 27 ／／／ 50

853印刷作業員
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 1 14 19 7 8 6 55
Ｑ３イ 1 19 10 19 6 ／ 55
Ｑ３ウ 2 24 29 ／／ 55
Ｑ３エ 6 28 13 8 ／／ 55
Ｑ３オ 3 5 5 14 28 55
Ｑ３カ 32 12 11 ／／／ 55
Ｑ３キ 7 12 28 8 55
Ｑ３ク 29 21 5 ／／／ 55
Ｑ３ケ 9 27 19 ／／／ 55
Ｑ３コ 9 27 19 ／／／ 55
Ｑ３サ 5 32 18 ／／／ 55
Ｑ３シ 15 32 8 ／／／ 55
Ｑ３ス 12 28 12 3 ／／ 55
Ｑ４ア 3 23 26 ／／／ 3 55
Ｑ４イ 13 28 11 ／／／ 3 55
Ｑ４ウ 5 33 14 ／／／ 3 55
Ｑ４エ 49 2 1 ／／／ 3 55
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Ｑ４オ 5 14 33 ／／／ 3 55
Ｑ４カ 10 27 15 ／／／ 3 55
Ｑ４キ 4 20 28 ／／／ 3 55
Ｑ４ク 5 23 24 ／／／ 3 55
Ｑ４ケ 23 30 ／／／ 2 55
Ｑ４コ 8 22 22 ／／／ 3 55
Ｑ５ア 4 25 25 ／／／ 1 55
Ｑ５イ 7 29 18 ／／／ 1 55
Ｑ５ウ 2 26 27 ／／／ 55
Ｑ５エ 32 13 9 ／／／ 1 55
Ｑ５オ 1 10 43 ／／／ 1 55
Ｑ５カ 11 31 12 ／／／ 1 55
Ｑ５キ 4 11 40 ／／／ 55
Ｑ５ク 28 20 6 ／／／ 1 55
Ｑ５ケ 6 13 36 ／／／ 55
Ｑ５コ 15 33 5 ／／／ 2 55
Ｑ５サ 15 27 12 ／／／ 1 55
Ｑ５シ 11 27 16 ／／／ 1 55
Ｑ５ス 8 15 31 ／／／ 1 55
Ｑ５セ 18 23 14 ／／／ 55
Ｑ５ソ 8 16 30 ／／／ 1 55
Ｑ５タ 31 16 8 ／／／ 55
Ｑ５チ 8 13 34 ／／／ 55
Ｑ５ツ 9 11 35 ／／／ 55
Ｑ５テ 23 19 13 ／／／ 55
Ｑ５ト 17 38 ／／／ 55
Ｑ５ナ 10 45 ／／／ 55
Ｑ５ニ 28 18 9 ／／／ 55
Ｑ５ヌ 55 ／／／ 55
Ｑ５ネ 46 8 1 ／／／ 55
Ｑ６（１）ア 1 54 ／／／ 55
Ｑ６（１）イ 43 11 1 ／／／ 55
Ｑ６（１）ウ 49 5 1 ／／／ 55
Ｑ６（２）ア 48 4 3 ／／／ 55
Ｑ６（２）イ 1 10 44 ／／／ 55
Ｑ６（２）ウ 24 15 16 ／／／ 55
Ｑ６（２）エ 42 9 4 ／／／ 55
Ｑ６（３）ア 44 9 2 ／／／ 55
Ｑ６（３）イ 49 6 ／／／ 55
Ｑ６（４）ア 47 6 2 ／／／ 55
Ｑ６（４）イ 39 12 4 ／／／ 55
Ｑ６（５）ア 33 20 2 ／／／ 55
Ｑ６（５）イ 18 23 14 ／／／ 55
Ｑ６（５）ウ 43 8 4 ／／／ 55
Ｑ６（５）エ 30 19 6 ／／／ 55
Ｑ６（６）ア 6 21 28 ／／／ 55
Ｑ６（６）イ 26 19 10 ／／／ 55
Ｑ６（７）ア 41 10 4 ／／／ 55
Ｑ６（７）イ 47 7 1 ／／／ 55
Ｑ６（７）ウ 37 15 3 ／／／ 55
Ｑ６（７）エ 34 20 1 ／／／ 55
Ｑ６（８）ア 32 20 3 ／／／ 55
Ｑ６（８）イ 42 7 6 ／／／ 55
Ｑ６（８）ウ 19 29 7 ／／／ 55
Ｑ６（９）ア 4 17 34 ／／／ 55
Ｑ６（９）イ 14 24 17 ／／／ 55
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908包装工
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 10 25 13 1 4 53
Ｑ３イ 6 25 16 6 ／ 53
Ｑ３ウ 2 39 12 ／／ 53
Ｑ３エ 5 44 2 2 ／／ 53
Ｑ３オ 3 10 23 11 6 ／ 53
Ｑ３カ 17 14 22 ／／／ 53
Ｑ３キ 3 24 22 4 ／／ 53
Ｑ３ク 36 15 2 ／／／ 53
Ｑ３ケ 19 31 3 ／／／ 53
Ｑ３コ 17 33 3 ／／／ 53
Ｑ３サ 10 33 10 ／／／ 53
Ｑ３シ 23 27 3 ／／／ 53
Ｑ３ス 2 23 22 6 ／／ 53
Ｑ４ア 18 30 5 ／／／ 53
Ｑ４イ 34 19 ／／／ 53
Ｑ４ウ 10 35 8 ／／／ 53
Ｑ４エ 51 2 ／／／ 53
Ｑ４オ 28 14 11 ／／／ 53
Ｑ４カ 13 34 6 ／／／ 53
Ｑ４キ 6 28 19 ／／／ 53
Ｑ４ク 14 28 11 ／／／ 53
Ｑ４ケ 5 30 18 ／／／ 53
Ｑ４コ 22 29 2 ／／／ 53
Ｑ５ア 7 20 26 ／／／ 53
Ｑ５イ 7 26 20 ／／／ 53
Ｑ５ウ 5 22 26 ／／／ 53
Ｑ５エ 26 17 9 ／／／ 1 53
Ｑ５オ 8 45 ／／／ 53
Ｑ５カ 10 34 9 ／／／ 53
Ｑ５キ 2 20 31 ／／／ 53
Ｑ５ク 21 28 3 ／／／ 1 53
Ｑ５ケ 6 15 32 ／／／ 53
Ｑ５コ 24 27 2 ／／／ 53
Ｑ５サ 36 15 2 ／／／ 53
Ｑ５シ 28 17 8 ／／／ 53
Ｑ５ス 10 18 25 ／／／ 53
Ｑ５セ 21 19 13 ／／／ 53
Ｑ５ソ 10 20 23 ／／／ 53
Ｑ５タ 31 17 4 ／／／ 1 53
Ｑ５チ 24 17 11 ／／／ 1 53
Ｑ５ツ 18 12 23 ／／／ 53
Ｑ５テ 36 14 2 ／／／ 1 53
Ｑ５ト 7 20 26 ／／／ 53
Ｑ５ナ 16 24 12 ／／／ 1 53
Ｑ５ニ 32 15 5 ／／／ 1 53
Ｑ５ヌ 38 10 4 ／／／ 1 53
Ｑ５ネ 33 14 5 ／／／ 1 53
Ｑ６（１）ア 53 ／／／ 53
Ｑ６（１）イ 32 19 ／／／ 2 53
Ｑ６（１）ウ 47 3 1 ／／／ 2 53
Ｑ６（２）ア 36 15 ／／／ 2 53
Ｑ６（２）イ 7 46 ／／／ 53
Ｑ６（２）ウ 31 14 6 ／／／ 2 53
Ｑ６（２）エ 45 5 1 ／／／ 2 53
Ｑ６（３）ア 30 21 2 ／／／ 53
Ｑ６（３）イ 32 18 3 ／／／ 53
Ｑ６（４）ア 32 17 4 ／／／ 53
Ｑ６（４）イ 39 12 2 ／／／ 53
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Ｑ６（５）ア 38 10 4 ／／／ 1 53
Ｑ６（５）イ 30 21 2 ／／／ 53
Ｑ６（５）ウ 38 11 3 ／／／ 1 53
Ｑ６（５）エ 37 15 ／／／ 1 53
Ｑ６（６）ア 17 24 12 ／／／ 53
Ｑ６（６）イ 41 11 1 ／／／ 53
Ｑ６（７）ア 45 8 ／／／ 53
Ｑ６（７）イ 34 18 1 ／／／ 53
Ｑ６（７）ウ 30 22 1 ／／／ 53
Ｑ６（７）エ 47 5 1 ／／／ 53
Ｑ６（８）ア 39 12 2 ／／／ 53
Ｑ６（８）イ 36 14 3 ／／／ 53
Ｑ６（８）ウ 20 22 11 ／／／ 53
Ｑ６（９）ア 2 10 41 ／／／ 53
Ｑ６（９）イ 18 25 9 ／／／ 1 53

971清掃員
1 2 3 4 5 6 欠 総計

Ｑ３ア 17 29 7 1 2 56
Ｑ３イ 41 7 5 3 ／ 56
Ｑ３ウ 12 41 3 ／／ 56
Ｑ３エ 10 17 5 24 ／／ 56
Ｑ３オ 10 14 18 8 4 2 56
Ｑ３カ 14 23 19 ／／／ 56
Ｑ３キ 10 23 21 2 ／／ 56
Ｑ３ク 21 26 9 ／／／ 56
Ｑ３ケ 28 25 3 ／／／ 56
Ｑ３コ 30 24 2 ／／／ 56
Ｑ３サ 26 27 3 ／／／ 56
Ｑ３シ 31 24 1 ／／／ 56
Ｑ３ス 12 30 6 8 ／／ 56
Ｑ４ア 29 25 2 ／／／ 56
Ｑ４イ 38 16 2 ／／／ 56
Ｑ４ウ 38 17 1 ／／／ 56
Ｑ４エ 47 6 3 ／／／ 56
Ｑ４オ 48 6 2 ／／／ 56
Ｑ４カ 32 22 2 ／／／ 56
Ｑ４キ 36 16 4 ／／／ 56
Ｑ４ク 14 31 11 ／／／ 56
Ｑ４ケ 2 37 17 ／／／ 56
Ｑ４コ 27 26 3 ／／／ 56
Ｑ５ア 20 29 7 ／／／ 56
Ｑ５イ 20 29 7 ／／／ 56
Ｑ５ウ 18 29 9 ／／／ 56
Ｑ５エ 39 13 1 ／／／ 3 56
Ｑ５オ 1 8 46 ／／／ 1 56
Ｑ５カ 3 37 16 ／／／ 56
Ｑ５キ 7 49 ／／／ 56
Ｑ５ク 5 30 21 ／／／ 56
Ｑ５ケ 33 18 5 ／／／ 56
Ｑ５コ 43 11 2 ／／／ 56
Ｑ５サ 53 3 ／／／ 56
Ｑ５シ 51 4 1 ／／／ 56
Ｑ５ス 30 15 11 ／／／ 56
Ｑ５セ 20 29 7 ／／／ 56
Ｑ５ソ 11 27 18 ／／／ 56
Ｑ５タ 38 13 5 ／／／ 56
Ｑ５チ 48 5 3 ／／／ 56
Ｑ５ツ 42 11 3 ／／／ 56
Ｑ５テ 53 3 ／／／ 56
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Ｑ５ト 22 26 8 ／／／ 56
Ｑ５ナ 32 21 3 ／／／ 56
Ｑ５ニ 35 19 2 ／／／ 56
Ｑ５ヌ 53 3 ／／／ 56
Ｑ５ネ 37 17 2 ／／／ 56
Ｑ６（１）ア 3 4 49 ／／／ 56
Ｑ６（１）イ 6 38 12 ／／／ 56
Ｑ６（１）ウ 42 8 6 ／／／ 56
Ｑ６（２）ア 29 23 4 ／／／ 56
Ｑ６（２）イ 2 54 ／／／ 56
Ｑ６（２）ウ 33 18 5 ／／／ 56
Ｑ６（２）エ 54 2 ／／／ 56
Ｑ６（３）ア 35 18 3 ／／／ 56
Ｑ６（３）イ 40 13 3 ／／／ 56
Ｑ６（４）ア 38 16 2 ／／／ 56
Ｑ６（４）イ 39 15 2 ／／／ 56
Ｑ６（５）ア 16 26 14 ／／／ 56
Ｑ６（５）イ 17 20 19 ／／／ 56
Ｑ６（５）ウ 38 16 2 ／／／ 56
Ｑ６（５）エ 38 12 6 ／／／ 56
Ｑ６（６）ア 32 22 2 ／／／ 56
Ｑ６（６）イ 46 9 1 ／／／ 56
Ｑ６（７）ア 44 12 ／／／ 56
Ｑ６（７）イ 51 5 ／／／ 56
Ｑ６（７）ウ 22 26 8 ／／／ 56
Ｑ６（７）エ 46 10 ／／／ 56
Ｑ６（８）ア 12 29 15 ／／／ 56
Ｑ６（８）イ 34 19 3 ／／／ 56
Ｑ６（８）ウ 11 29 16 ／／／ 56
Ｑ６（９）ア 1 17 38 ／／／ 56
Ｑ６（９）イ 10 27 19 ／／／ 56
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付表８　各職務ｸﾗｽﾀーの平均因子得点

ｸﾗｽﾀｰ１ ｸﾗｽﾀｰ２ ｸﾗｽﾀｰ３ ｸﾗｽﾀｰ４ ｸﾗｽﾀｰ５
職場側条件

因子１身体的不快 -0.50 1.01 1.18 -0.10 -0.61 
因子２温度・湿度 1.53 0.11 -0.34 -0.64 -0.36 
因子３作業の複雑さ -1.24 0.44 -1.02 -1.04 1.05 
因子４作業量の変動 0.56 -0.19 0.10 -0.35 0.11 
因子５身体的危険 0.14 0.51 -0.56 0.19 -0.42 
因子６外部との接触 -0.49 -0.70 1.03 0.31 -0.07 
因子７変則的勤務 0.04 -0.53 0.13 -0.37 -0.38 
因子８共同作業 0.28 0.02 -0.63 1.04 -0.05 
因子９照明条件 -0.59 -0.64 0.43 0.17 -0.01 

個人側条件
因子１事務的能力 -0.76 -0.40 -0.69 -0.85 1.05 
因子２力仕事・全身動作 0.27 0.66 0.13 -0.20 -1.03 
因子３手作業・看視 -0.12 0.41 -0.13 0.03 -0.04 
因子４嗅覚・味覚 0.15 -0.42 -0.16 -0.08 -0.31

ｸﾗｽﾀｰ６ ｸﾗｽﾀｰ７ ｸﾗｽﾀｰ８ ｸﾗｽﾀｰ９ ｸﾗｽﾀｰ10
職場側条件

因子１身体的不快 -0.77 0.32 -0.68 0.09 -0.18 
因子２温度・湿度 -0.35 1.86 0.64 -0.32 0.00 
因子３作業の複雑さ 0.06 0.78 -0.08 0.04 -0.42 
因子４作業量の変動 0.28 0.18 0.10 -0.16 -0.08 
因子５身体的危険 0.27 -1.03 -0.06 -0.13 0.47 
因子６外部との接触 1.10 0.68 -0.33 -0.57 -0.31 
因子７変則的勤務 -0.45 -0.24 0.84 1.82 -0.45 
因子８共同作業 -0.41 0.08 0.27 0.02 -0.39 
因子９照明条件 -0.53 -0.48 -0.36 -0.10 1.74 

個人側条件
因子１事務的能力 0.70 0.60 -0.11 0.05 -0.29 
因子２力仕事・全身動作 0.25 0.57 0.15 0.22 -0.33 
因子３手作業・看視 -0.98 -0.20 -0.05 0.02 0.65 
因子４嗅覚・味覚 -0.32 -0.45 2.80 -0.08 0.01
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付表９　　職業分類カテゴリーと職業小分類

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 総計
011 自然科学系研究者 1 2 3 
012 人文・社会科学系研究者 1 1 
022 機械技術者 1 19 2 3 5 30 
025 電気技術者 5 1 26 5 1 1 8 47 
028 原子力技術者 1 1 
029 その他の鉱工業技術者 1 1 
031 農業技術者 1 1 2 
032 畜産技術者 1 1 
035 食品技術者 1 1 
04 その他の技術者 1 1 
041 建築技術者 1 7 1 3 21 11 12 4 7 67 
042 土木技術者 5 3 14 4 3 1 1 31 
043 測量技術者 1 3 6 10 
044 情報処理技術者 50 5 4 59 
049 他に分類されない技術者 2 1 3 
051 医師 3 1 2 2 1 9 
052 歯科医師 1 1 
054 薬剤師 1 1 
063 看護婦・看護士 8 32 4 44 
064 臨床検査技師,衛生検査技師 3 1 4 
067 あんまマッサージ指圧師,はり師,きゅう師,柔道整復師 0 
069 その他の保健医療の職業 2 1 4 1 8 
071 社会福祉事業専門職員 1 2 1 1 5 
072 保母、保父 1 2 3 
089 その他の法務の職業 2 2 
091 公認会計士、税理士 0 
093 経営コンサルタント 3 3 
104 高等学校教員 1 1 
106 大学教員 1 1 
109 その他の教育の職業 1 1 
121 文芸家、著述家 1 1 
122 記者、編集者 13 1 1 1 5 1 22 
134 デザイナー 14 1 3 1 19 
135 写真家、カメラマン 1 1 
144 制作・演出家 1 3 4 
153 個人教授 1 3 2 2 8 
159 他に分類されない専門的･技術的職業 3 1 2 1 7 
171 会社役員 1 1 
181 会社・団体の管理職員 2 1 3 
211 総務事務員 1 1 21 9 3 11 1 47 
212 企画・調査事務員 13 4 3 20 
213 一般事務所事務員 1 3 41 8 2 4 2 5 66 
219 その他の一般事務員 10 2 12 
221 金銭出納事務員 1 48 11 1 1 62 
222 徴収事務員 1 1 
223 予算・経理事務員 17 2 1 3 3 26 
231 生産現場事務員 1 1 
232 倉庫係事務員 4 1 2 3 1 1 12 
233 出荷・受荷係事務員 3 3 5 5 1 1 2 20 
241 営業・販売事務員 2 2 1 2 59 46 15 11 4 5 147 
249 その他の営業・販売関連事務員 1 1 
251 外勤事務員 1 1 1 4 3 1 11 
261 運輸・旅客・貨物係事務員 3 1 1 4 9 
262 運行管理事務員 1 1 2 4 
271 速記者、タイピスト 1 1 
272 事務用機器操作員 3 1 6 1 1 5 17 

職業分類カテゴリー
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311 小売店主・支配人 1 1 2 
313 飲食店主・支配人 1 1 
314 販売店員 14 3 7 25 27 48 13 56 61 15 269 
315 商品訪問・移動販売従事者 1 2 1 4 
316 再生資源卸売・回収従事者 1 1 
317 商品仕入・販売外交員 3 8 4 7 54 87 36 11 7 7 224 
321 不動産仲介人・売買人 1 11 18 5 3 38 
322 保険代理人・外交員 4 6 1 11 
323 有価証券売買・仲立人 2 1 1 4 
325 サービス外交員 1 4 4 1 1 1 2 14 
329 その他の販売類似の職業 1 5 1 2 9 
352 美容師・着付師 2 1 3 1 7 
354 クリーニング工 6 2 2 2 12 
361 調理人 1 1 20 1 1 24 
371 給仕従事者 5 4 1 26 7 43 
373 娯楽場等の接客員 6 3 1 3 13 26 
381 建物施設管理人 2 1 3 1 2 2 3 4 18 
382 寄宿舎・寮の管理人 0 
383 駐車場などの管理人 1 1 
389 その他の居住施設･ビル等の管理の職業 1 1 2 
391 旅行・観光案内人 1 1 
392 物品一時預り人・賃貸人 2 2 
394 葬儀師 1 2 3 
399 他に分類されないサービスの職業 3 4 1 8 
432 警備員 3 7 1 2 2 15 
439 他に分類されない保安の職業 1 1 2 
461 農耕作業者 1 1 1 1 1 5 
463 養畜作業者 3 6 2 3 1 2 2 2 21 
464 植木職、造園師 4 1 3 8 
471 育林作業者 2 1 1 4 
472 伐木・造材作業者 1 1 2 
481 漁労作業者 4 1 1 1 1 1 9 
484 水産養殖作業者 1 1 2 
489 その他の漁業の職業 1 1 
512 電気・気動車運転士 1 4 1 1 1 8 
521 バス運転者 5 1 6 
522 乗用自動車運転者 18 1 1 2 22 
523 貨物自動車運転者 3 39 5 11 13 1 6 2 80 
529 その他の自動車運転者 2 1 32 4 2 1 1 43 
533 船舶機関長･機関士（漁労船をのぞく） 1 1 
543 甲板員 1 1 
549 他に分類されない運輸の職業 1 1 2 1 5 
553 有線通信員 1 1 
613 石切出作業者 2 3 2 7 
614 じゃり・砂・粘土採取作業者 1 5 6 
622 さく井工,採油工,天然ガス採取工 1 1 
625 選鉱員、選炭員 1 3 2 6 
63 窯業製品製造の職業 1 1 
631 窯業原料工 1 1 
632 ガラス製品成形工 1 1 2 
633 ガラス製品加工工 3 1 4 
634 陶磁器製造工 1 2 1 4 
635 施ゆう工、ほうろうがけ工 1 1 2 
637 ファインセラミック製品製造工 1 1 2 
638 セメント製造工 1 1 1 3 
639 セメント製品製造工 6 3 2 1 12 
641 れんが・かわら類製造工 1 1 2 4 
642 石灰・石灰製品製造工 1 1 2 
644 窯業製品検査工 1 1 
649 その他の窯業製品製造の職業 2 1 3 
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651 石工 2 2 
659 その他の土石製品製造の職業 1 1 
661 製銑工、製鋼工 1 1 
662 非鉄金属精練工 1 1 2 4 
663 鋳物工 1 14 1 4 20 
664 鍛造工 4 4 
665 金属熱処理工 3 3 
666 圧延工 1 1 2 
667 伸線工 4 2 6 
668 金属材料製造検査工 1 1 1 3 
669 その他の金属材料製造の職業 3 2 5 
671 化学工 2 7 1 1 10 2 23 
672 石油精製工 1 1 1 3 
675 医薬品・化粧品製造工 2 1 1 3 7 
679 その他の化学製品製造の職業 3 5 1 4 1 1 2 3 20 
68 金属加工の職業 2 2 
681 金属工作機械工 1 46 5 3 2 2 2 17 19 97 
682 金属プレス工 1 27 10 1 6 2 47 
683 鉄工、びょう打工、製かん工 11 1 2 1 1 2 18 
684 板金工 1 15 2 1 1 2 22 
685 めっき工 2 6 1 2 1 2 1 15 
686 針金製品・針・ばね製造工 2 3 5 
687 金属研磨工 1 1 
688 金属手仕上げ工 1 1 
689 金属彫刻工 1 1 
691 金属製家具・建具製造工 3 3 1 2 1 2 1 13 
692 金属製品製造工（一貫作業によるもの） 7 1 3 1 1 2 1 16 
693 金属加工・金属製品検査工 1 1 1 3 
699 その他の金属加工の職業 1 9 1 3 2 16 
70 金属溶接・溶断の職業 1 1 1 1 4 
701 電気溶接工 18 3 1 1 2 1 26 
702 ガス溶接工、ガス切断工 2 2 2 6 
71 一般機械器具組立・修理の職業 2 2 
711 原動機組立工 2 2 
712 金属加工機械組立工 4 2 6 
713 その他の一般機械器具組立工 1 14 12 2 4 3 8 44 
714 一般機械器具修理工 5 2 2 3 2 5 19 
72 電気機械器具組立・修理の職業 1 3 4 
721 発動機・電動機組立工・修理工 1 1 2 
722 配電・制御装置組立工・修理工 5 1 1 3 10 
723 民生用電子･電気機械器具組立工･修理工 1 9 4 1 1 2 4 22 
724 電気通信機械器具組立工･修理工 1 3 1 2 7 
725 電子応用機械器具組立工 3 2 2 2 4 13 
726 半導体製品製造工 1 10 6 17 
727 電球・電子管組立工 1 1 2 
728 電子機器部品製造工 2 2 8 1 1 7 14 35 
729 束線工 2 2 
731 被覆電線製造工 1 1 1 1 4 8 
732 乾電池・蓄電池製造工 1 1 2 
733 電気機械器具検査工 1 1 5 6 13 
739 その他の電気機械器具組立･修理の職業 1 1 2 1 3 8 
741 自動車組立工 2 5 1 11 1 10 8 38 
742 自動車整備・修理工 1 24 1 4 3 5 38 
744 鉄道車両組立工・修理工 1 1 2 4 
747 輸送用機械器具検査工 1 1 2 
749 その他の輸送用機械器具組立･修理の職業 1 4 5 
751 時計組立工・修理工 1 1 
752 計器組立工・修理工 2 3 2 1 1 9 
753 光学機械器具組立工・修理工 3 2 5 
754 レンズ研ま工・調整工 1 1 3 5 
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759 その他の計器･光学機械器具組立･修理の職業 2 2 
761 製茶工 1 1 
762 酒類製造工 2 1 3 
763 清涼飲料製造工 1 1 1 1 4 
771 精穀工、製粉工 1 1 
773 味そ・しょう油製造工 1 1 2 
779 その他の食品原料製造の職業 1 1 2 
78 食料品製造の職業 1 1 
781 めん類製造工 1 2 2 1 6 
782 パン・菓子製造工 4 1 2 12 2 2 23 
783 豆腐･湯葉･こんにゃく･ふ製造工 2 3 1 2 8 
785 乳・乳製品製造工 2 1 3 
786 水産物加工工 5 3 2 3 11 1 3 28 
787 肉製品製造工 3 5 3 3 6 20 
788 野菜つけ物工 1 3 1 5 
789 その他の食料品製造の職業 1 3 1 9 1 2 17 
791 粗紡工、精紡工 1 2 3 
792 合糸工、ねん糸工、加工糸工 1 1 1 3 
799 その他の紡糸の職業 0 
801 織機準備工 2 2 
802 織布工 3 1 3 7 
803 漂白工、精練工 1 1 
804 染色・仕上工 2 1 1 4 
805 編物工、編立工 1 1 2 
807 つな・なわ・ひも製造工 1 1 
809 その他の織布・同関連の職業 2 1 1 4 
811 婦人・子供服仕立職 1 1 1 3 
812 男子服仕立職 1 1 1 3 
813 和服仕立・修理職 1 1 2 
814 帽子製造工 2 2 
815 裁断工 1 1 
816 ミシン縫製工 7 2 16 2 8 35 
817 刺しゅう工 2 2 
819 その他の衣服･繊維製品製造の職業 1 4 6 3 14 
821 製材工 1 13 2 1 17 
822 チップ製造工 1 1 
823 合板工 1 1 1 2 5 
824 木工 4 2 3 1 10 
825 木製家具・建具製造工 1 7 4 1 1 1 3 18 
826 船大工 1 1 
827 木製おけ・たる製造工 1 1 
829 げた製造工 1 1 
831 木彫工 1 1 
832 竹細工工 1 1 
835 木・竹・草・つる製品検査工 1 1 
839 その他の木･竹･草･つる製品製造の職業 3 1 1 1 6 
841 パルプ工、紙料工 1 1 
842 紙機械すき工 1 2 3 
844 加工紙製造工 1 6 3 1 2 13 
845 紙器製造工 5 2 1 8 
846 紙製品製造工 1 2 3 
849 その他のパルプ･紙･紙製品製造の職業 4 1 3 1 9 
85 印刷・製本の職業 1 1 
851 文字組版作業員 1 10 2 3 16 
852 製版作業員 1 3 1 1 9 15 
853 印刷作業員 23 1 4 2 6 15 51 
854 印刷物光沢加工作業員 1 1 2 
855 製本作業員 2 1 1 4 
859 その他の印刷・製本の職業 1 3 1 5 
862 ゴム製品製造工 5 9 1 3 5 23 
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864 プラスチック製品成形工 1 7 2 2 1 1 1 17 4 36 
865 プラスチック製品加工工 1 3 1 1 3 9 
866 ゴム・プラスチック製品検査工 1 1 1 2 1 1 2 9 
869 その他のゴム･プラスチック製品製造の職業 6 1 6 1 4 1 19 
871 製革工 1 1 
872 くつ製造工・修理工 1 2 3 
881 かばん・袋物製造工・修理工 1 1 
883 楽器製造工 1 1 2 
884 模型・模造品製作工 1 2 1 4 
887 ほうき・ブラシ製造工 0 
888 漆器工 1 1 
889 貴金属・宝石細工工 1 1 
892 印判師 1 1 
899 その他の装身具等身の回り品製造の職業 1 1 2 
903 塗装工 2 2 1 4 1 4 14 
904 画工、看板工 2 2 
906 製図工、写図工 5 2 7 
908 包装工 10 3 3 14 1 8 7 5 51 
909 他に分類されない技能工,生産工程の職業 1 1 1 1 4 
912 起重機・巻上機運転工 2 1 3 
914 建設用機械運転工 1 5 2 2 1 2 2 15 
919 その他の定置機関･機械および建設機械運転の職業 1 1 2 
921 発電員、変電員 1 1 1 3 
922 送電線架線工 1 1 2 
924 通信線架線工 1 1 2 
925 電信電話機据付工・保守工 1 1 1 3 6 
926 電気工事作業者 4 2 2 3 2 4 17 
93 建設の職業 1 1 1 3 
931 大工 1 1 
932 型わく工 1 1 
933 鉄筋工 1 1 
934 とび工 3 1 1 5 
936 屋根ふき工 0 
937 左官 0 
938 配管工、鉛工 5 2 1 1 3 1 13 
939 畳工 1 1 
941 熱絶縁工 2 2 
942 内装仕上工 2 1 1 1 5 
949 その他の建設の職業 1 1 1 4 1 8 
951 土木・舗装作業者 1 4 4 3 2 2 1 17 
961 船内・沿岸荷役作業者 1 2 1 1 5 
962 陸上荷役・運搬作業者 1 1 1 2 1 2 8 
963 倉庫作業員 2 2 3 1 1 1 2 12 
964 配達員 2 1 8 2 2 15 5 6 2 2 45 
965 荷造工 3 11 7 6 1 3 6 37 
971 清掃員 5 1 5 17 1 5 12 7 53 
979 他に分類されない労務の職業 3 1 6 5 1 2 7 25 
総計 148 554 274 348 566 370 176 248 420 394 3498 
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職 務 調 査 票

＜調査票への回答のしかた＞

・各項目について、記述または○印でお答えください。

・質問事項は７つの大項目に分かれています。第１、２の項目は記入していただく事項が多く

なっていますが、第３項目からは該当する選択肢を選んで印をつけていただくものがほとん

どです。※の欄は記入不要です。

１　事業所の基本事項 記入日　　　年　　　月　　日

（1）事 業 所 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（2）所 在 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話（ ）-（ ）-（ ） FAX（ ）-（ ）-（ ）

（3）記入者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（役　職）　　　　　　　　　　　　　　　　　

（4）事 業 内 容　（主要なもの）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※産業分類　□-□□□-□
（5）従 業 員 数（当該事務所の正社員数）

（１．30人未満　２．30～99人　３．100～499人　４．500～999人　５．1000人以上）

２　職　務　内　容

（1）職　務　名　（職種名）　　　　　　　　　　　　　　　　 ※職業分類1 □□□-□□
（事業所内での仕事の名称） ※職業分類 2 □□□-□□

貴社内の仕事のうち、もっとも代表的、特徴的、従事者数が多い、といった条件に当てはまるひとつの仕事に

ついて記入してください。（その仕事をしている標準的な（初期の教育が終った段階の）人を思い浮かべていた

だくと回答しやすいと思います）。

（2）職務の内容（記載例に準じて簡潔に記述してください）

記載例：電器店員の場合；

店頭で家庭用電気機器の販売業務を行う（接客販売）。商品を紹介し、品物や値段について客と応対

し、質問に答え、商品が決まったら売上伝票に記入し、レジ係に渡す。配達（販売量の３分の１程度）

の手続をすることもある。

付　録
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３　職務の特徴（選択肢の中で一番合う番号ひとつを選び○印をつけてください）

ア　職務の手順にはどのような特徴がありますか

１　単純反復作業である

２　多少の手順を追う必要がある

３　ある程度複雑な手順が含まれる

４　複雑な手順が必要である

５　非常に複雑な手順が必要である

６　常に変動する

イ　計量や計数の必要度はどの程度ですか

１　ほとんどない

２　数量を数えることがある

３　暗算ですませる程度の計算をする

４　電卓等を使って計算する必要がある

５　非常に込み入った計算をする

ウ　作業（仕事をこなす）速度はどの程度ですか

１　作業速度はほとんど問わない

２　特に速い程ではない

３　非常に速い作業を要求される

エ　作業ペースを守る必要度はどの程度ですか

１　ほとんど関係ない（自分のペースでできる）

２　流れ作業のように同僚や機械のペースに合わせる

３　相手（顧客）のペースに合わせる

４　決まった時間ペース（時間表）に合わせる

オ　初期の教育期間（この職務が一人前にできるようになるまでの時間）はどの程度必要ですか

１　２～３日以内

２　１週間程度

３　１ヵ月程度

４　３ヵ月程度

５　６ヵ月程度

６　１年以上

カ　ミスの確認（チェック）は通常どの程度入りますか

１　他の従業員による複数の確認段階がある

２　他の従業員による１回の確認がある

３　本人による確認のみ

計量、計数するものの名称
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キ　機械・装置や道具・工具（ワープロ等も含む）の操作はどの程度必要ですか

１　ない

２　ごく簡単な操作

３　ある程度熟練した操作

４　熟練した操作

５　非常に熟練した操作

ク　外部の人との折衝、応対はどの程度ですか

１　ほとんどない

２　少しある

３　多い

ケ　１日の中での仕事量の変化はどの程度ですか

１　あまりない（ほぼ平均している）

２　変化はあるが大きな変化ではない

３　変化が大きい

コ　１ヶ月の中での仕事量の変化はどの程度ですか

１　あまりない（ほぼ平均している）

２　変化はあるが大きな変化ではない

３　変化が大きい

サ　１年の中での仕事量の変化はどの程度ですか

１　あまりない（ほぼ平均している）

２　変化はあるが大きな変化ではない

３　変化が大きい

シ　例外的な仕事（急に他の仕事が入る、臨機の処理等）の多さはどの程度ですか

１　あらかじめ定められた仕事をしていることがほとんどである

２　例外的な仕事は少しある

３　例外的な仕事の方が多い

ス　技術革新の影響として、今後この職務の従事者数はどうなると思いますか

１　増す

２　変らない

３　減る

４　わからない

操作するものの名称
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４　　職務遂行に必要な特質等

（１必要ない　２少し必要とする　３非常に必要とする　の３段階でひとつを選び○印をつけてください）

ア　文書を読んで理解する １　ない　　２　少し　　３　非常に

イ　文書を書いて意思を人に伝える １　ない　　２　少し　　３　非常に

ウ　計算、数的処理をする １　ない　　２　少し　　３　非常に

エ　金銭を扱う １　ない　　２　少し　　３　非常に

オ　見本等と照合して特定のものを見つける １　ない　　２　少し　　３　非常に

カ　言葉や数字を少しの時間記憶する １　ない　　２　少し　　３　非常に

キ　目盛りを読みとる １　ない　　２　少し　　３　非常に

ク　会話により情報をやりとりする １　ない　　２　少し　　３　非常に

ケ　言葉により指示内容を理解する １　ない　　２　少し　　３　非常に

コ　論理的に思考し、判断する １　ない　　２　少し　　３　非常に

５　　身体動作

（１ほとんどない　２少しある　３多い　の３段階でひとつを選び○印をつけてください）

力を要する動作（１０kg以上の物を扱う） １　ない　　２　少し　　３　非常に

ア　持ち上げる １　ない　　２　少し　　３　非常に

イ　押す １　ない　　２　少し　　３　非常に

ウ　運ぶ １　ない　　２　少し　　３　非常に

姿　勢 １　ない　　２　少し　　３　非常に

エ　座　位 １　ない　　２　少し　　３　非常に

オ　立　位 １　ない　　２　少し　　３　非常に

カ　かがみ姿勢（中腰等） １　ない　　２　少し　　３　非常に

移　動

キ　平地移動 １　ない　　２　少し　　３　非常に

ク　階段昇降（エレベーターを含まない） １　ない　　２　少し　　３　非常に

指先の動作 １　ない　　２　少し　　３　非常に

ケ　指先の素早い動作 １　ない　　２　少し　　３　非常に

コ　筆記具の操作 １　ない　　２　少し　　３　非常に

サ　キーボード操作 １　ない　　２　少し　　３　非常に

シ　めくる動作 １　ない　　２　少し　　３　非常に

ス　両手指を使った巧みな動作 １　ない　　２　少し　　３　非常に

腕の動作

セ　一定の位置、角度の保持 １　ない　　２　少し　　３　非常に

ソ　両腕を使った巧みな動作 １　ない　　２　少し　　３　非常に
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足の動作

タ　踏む動作 １　ない　　２　少し　　３　多い

感　覚

チ　長時間細かい物を見る １　ない　　２　少し　　３　多い

ツ　動く物を見る １　ない　　２　少し　　３　多い

テ　コンピュータ画面や光刺激を見る １　ない　　２　少し　　３　多い

ト　ものを見分ける １　ない　　２　少し　　３　多い

ナ　色を見分ける １　ない　　２　少し　　３　多い

ニ　声や音を聴き分ける １　ない　　２　少し　　３　多い

ヌ　味をみる １　ない　　２　少し　　３　多い

ネ　においをかぐ １　ない　　２　少し　　３　多い

６　　環境条件

（１ない　２少しある　３多い　の３段階でひとつを選び○印をつけてください）

（1）作業場所

ア　屋内で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　屋外で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

ウ　外出をする １　ない　　２　少し　　３　多い

（2）照　　明

ア　通常より暗いところで作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　普通の明るさの中で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

ウ　通常より明るいところで作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

エ　特殊照明の中で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

（3）温　　度

ア　高温の場所で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　低温の場所で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

（4）湿　　度

ア　湿気が多い場所で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　乾燥した場所で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

（5）塵埃など

ア　塵埃の多い場所で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　汚れやすい場所で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

ウ　クリーンルームで作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

エ　強い臭気の中で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い
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（6）騒音・振動

ア　騒音の多い場所で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　振動の多い場所で作業する １　ない　　２　少し　　３　多い

（7）危　　険

ア　感電等の電気的危険 １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　火傷の危険 １　ない　　２　少し　　３　多い

ウ　転倒、落下の危険 １　ない　　２　少し　　３　多い

エ　有毒物の危険 １　ない　　２　少し　　３　多い

（8）勤務時間

ア　夜間、早朝勤務 １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　交替勤務 １　ない　　２　少し　　３　多い

ウ　土・日・祝日勤務 １　ない　　２　少し　　３　多い

（9）人的条件

ア　他の従業員との共同作業 １　ない　　２　少し　　３　多い

イ　単独作業 １　ない　　２　少し　　３　多い

７　　付随質問 （わかる範囲でお答えください）

（1）この職務に従事している障害者はいますか

１　い　る　　２　いない

（2）いる場合、この職務に従事している障害者の障害種類はどれですか

１視覚／２聴覚／３肢体／４内部／５知的障害／６精神障害／７その他

（3）いる場合、何か工夫や配慮をしていることがあれば記述してください

ア　機械や設備等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イ　配置や指導等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上です。

ご協力ありがとうございました。
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